




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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□　１　□






　夢や希望や幸福感だけでは、おなかを満たせないことくらい知っている。

　生きていくために働くのであって、その原動力はまず食にある──はい、分かってます。

「ありがとうございました。いってらっしゃい」

　サンドイッチの袋ふくろを受け取った客を、佐さ田た眞ま宙ひろはテイクアウト専用の窓口から見送った。

　十一月に入り、肌はだ寒ざむさを感じる午前八時。少しゆっくりめに出勤する人たちが、代だい官かん山やまのオーガニックサンドイッチ専門店『ＯＲＧ』の前を通る時間帯だ。タワーマンションに併へい設せつされたショッピングセンター内にあるため、そこの住人が勤め先で朝食として食べるか、ランチ用に買っていくようで、もう少し早い時間だと学生が多い。

　オープンは毎朝七時半、クローズは十九時。だけど食材がなくなれば、十八時過ぎに閉める日もある。有機野菜をたっぷり使い、パストラミやハーブソーセージ、たまごなどの具材をふかふかのパンで厚めにサンドした、いわゆる『萌もえ断』のサンドイッチが店の売りだ。

　そんな見るからに食べ応ごたえがありそうなサンドイッチをはじめ、フルーツや野菜を使ったボトルドリンク、活性炭入りでデトックス効果があると話題のチャコールドリンクといった健康を意識した商品を、おもにテイクアウトで提供している。

「今日のグリーンレタスもしゃきしゃき。俺、この店の野菜はうまいって思うわー」

　キッチンに立つバイトの土つち屋やが、そう言ってにっと笑った。土屋は眞宙の二つ年上の二十三歳、アマチュアのバンドマンだ。

　店は通常、店長でもある眞宙と土屋のふたりで回している。どちらも調理＆接客を行うので、明確な役割分担はない。オーナーは都内でレストランやカフェをいくつか経営しており、この店にはときどき顔を出す。

「こんな野菜毎日食って育ったら、眞宙くんみたいにつやつやお肌になるんだろうな」

　サンドイッチやドリンクに使う野菜の大半は高知県の奥地、眞宙の実家でもある『サタ・ファーマーズ』で栽さい培ばい、収しゆう穫かくされたものを使用している。

　その実家で採れた有機野菜を食べて眞宙はすくすくと育った。成人男性としては平均的な身長一七〇センチの瘦やせ型とはいえ、すこぶる健康だ。

「健康ですけど、野菜で視力を補えなかったのが残念です」

　眞宙はメガネっ子で、愛用しているのはすっきりとしたシェイプのネイビーカラーのウェリントン。コンタクトレンズも持っているけれど、メガネ人生が長すぎてフレームがないのは落ち着かないし、手入れと取り扱あつかいがラクなので、通常はメガネを使う。

「たしかにそりゃ無理だわ。しかし美肌のバンドマンってどうなんだろうな？」

「清潔感がある肌に汗あせって、男の色気があってかっこいいじゃないですか」

「あぁ、なるほど。きたねぇ肌に汗なんてハイビジョン時代に耐たえられないよな──っていうか、テレビ出演オファーを貰もらうにはほど遠いけどな、あははっ」

　これ一緒に笑っていいのかな、と眞宙は思いながら、遠えん慮りよがちな愛あい想そ笑いで返す。

「俺もＣＤデビューして有名になりてぇわ。かっこつけるだけじゃかっこわるいし、もういっそバラエティー番組で巨きよ大だいワニに追われるとか、カンガルーとファイトするとか、そういう別ルートから有名になるのを目標にするのもアリかなぁって。あ、きのうもすごかったな、眞宙くんの推おしの『チャラ王子』、隅すみ友ともカイリ」

「あ……あぁ、はい」

　彼、『隅友カイリ』の名前を聞いただけで体温が上がる気がする。土屋は「なんで眞宙くんがてれるんだよ」と笑っているが、急に名前を出すからどきっとしてしまったのだ。

「元アイドルでイケメンなのに身体からだ張ってて、チャラいイメージあるけどけっこう根こん性じようあるよなぁ。きのうの、泥どろに顔から突つっ込んでったの、俺もー超ちよう笑った。イケメンがああいう捨て身の挑ちよう戦せんするのはズルいわー。好感度上がるに決まってる」

　土屋の言い方がおかしかったのと、眞宙もその場面を思い出したので笑った。「別ルートから有名になる」という部分で隅友カイリの名前を出したのだろうが、成功例として、だからいやな気持ちにはならない。

　アイドル時代はさすがにやっていなかったいわゆる『汚よごれ芸』をバラエティー番組で彼が始めた当初、ＳＮＳでは「あれれ、落ちぶれた？」などのネガティブな意見も散見した。だが今は、土屋のように好意的に受けとめている人が多いみたいだ。

　──最初の頃ころは僕も、彼が本当にやりたいのはこういうことなのかなって考えたりもしたけど。がんばってるカイリの姿を毎週テレビで見れるのが、ファンとしてはいちばんうれしい。

　実際の彼の心情など知るよしもないのに、長年のファンだから「スポットライトの真ん中で歌って踊おどりたいのでは」なんて勝手に思いを馳はせていたのだ。

　今から約十二年前、眞宙が小学三年生だった頃。隅友カイリは十三歳で、七人組男性アイドルグループ『ＥＸＩＤＯＬ』の一員としてデビューした。そのときからずっと、眞宙は彼の大ファンだ。

『ＥＸＩＤＯＬ』はダンスをしながら歌う王道のアイドルで、メンバー七人の中でもカイリは抜ばつ群ぐんにダンスがうまく、シングル曲には必ずソロダンスパートが入っていた。彼の身体に強きよう[image: 靭]じんなバネが入っているのかというほど、予想外の角度で飛んで、あり得ない位置でポーズを決める。キレキレだったり、色気があったり、どんなダンスもかっこいい。そんな彼だが激しいダンスを踊りそうにない王子様みたいな容姿という意外性もあって、メインボーカルに次いで人気があった。

　アイドルになれるくらいだからもともと歌やダンスの才能があったんだ、と思っていたけれど、彼がじつは毎日八時間もダンスレッスンをしていたことや、上達してもなおもっと勉強したいと向上心に天てん井じようのない人だと知ったとき、単純な「好き」に尊敬の念も加わった。

　生まれてはじめて自分でお金を出してＣＤを買い、母同どう伴はんでコンサートにも行った。

　眞宙は当時まだ小学生だったので、いわゆる『追っかけ』ができるような自己資金はない。だからライブＤＶＤを何度も鑑かん賞しようし、出演しているテレビ番組を片っ端ぱしから録画するなど、できうる限りのすべてで彼の活かつ躍やくを応おう援えんしていた。

　そんな正統派アイドルだった彼が現在レギュラー出演しているバラエティー番組で、身体を張ったチャレンジをする姿が好評だ。そのチャレンジの前後に「俺のこと見てて」とか「キミのハートはもう返さない」などとカメラ目線で歯の浮うくような決め台詞ぜりふを言い、ワイプの中の司会者らが「チャラいな～」と笑うまでがワンセット。『チャラ王子』との愛あい称しようで、ちょっと軟なん派ぱなキャラとして定着している。

　──ただ、おとうさんだけが「われはいつまで男のアイドルなんちゅーもんを追いかけるがよ」って怒おこってたし、「夢やら希望で腹はふくれんぞ」ってきのうの電話でも言ってた……。

　祖父や祖母は「ええ男じゃね」と一いつ緒しよにＤＶＤを見てくれたが、半年ほど前に高知を離はなれて眞宙がひとり上京するときも「男ん尻しりばっか追っかけんで、まじめに働けよ」と父の理解は得られないままだったのだ。

　──アイドルオタってだけで白い目で見られたりもするし。でもそれで推しをやめるようなら、そんなのファンじゃないもんね。

『ＥＸＩＤＯＬ』が解散するまでの七年間はもちろんのこと、解散して五年経たった今でも、眞宙は隅友カイリの大ファンだ。

　──この東京の同じ空の下にカイリもいるんだ、って思うと力が湧わいてくるよ。

　眞宙が窓口から顔を少し出し、秋晴れの空を見上げて、今日もいい天気だからいっぱい売れるといいな、とほっこり思ったとき。横から、にゅっと、男が現れた。

「ここって、売ってるのサンドイッチだけ？」

　眞宙は目を見開いたまま、まるでマイナス１９６[image: ℃]で瞬しゆん間かん冷れい却きやくされたように固まった。

　だって、隅友カイリがなんの変装もせず、目の前に立っていたからだ。ぐるぐる巻きのストールで口元を軽く覆おおっている程度で、彼のオーラを隠かくせるはずもない。

「……ここは、サンドイッチだけ、売ってるんですか？」

　言い方を変え、なおかつ、ゆっくり区切って、同じ内容を問われた。しかもじっと目を見つめられている。あの、隅友カイリに。驚おどろきすぎて、何も反応できない。吸い込まれそうな気がするほど綺き麗れいな彼の眸ひとみに捕つかまれば、固まったまま石になってしまいそうだ。

　──ぼっ……僕の神様、王子様、天使様……！

　眞宙は口をはくっとさせ、少し怪け訝げんそうにこちらを窺うかがう彼に気付いて我に返った。

「……う、あ、あ……はいっ。オーガニックのサンドイッチ専門店です！」

　眞宙が慌あわてて返すと「だよね、日本人だよね」とカイリは納なつ得とくしたようにうなずいた。返事をしなかったので、日本語が通じないのかと思われたらしい。

　──ほんとにカイリ？　これホンモノ？　ほんとにほんとのホンモノっ？

　驚きよう愕がくしすぎて、頭の中の日本語も変だ。

　全身が瞬間沸ふつ騰とうしそうになったとき、店のオーナーから「そこのタワマンは芸能人も住んでるから、もし遭そう遇ぐうしても変にはしゃいだりしないようにね。来てもらえなくなる」と最初に言われたことを思い出した。

　──……だめだ、だめだ！　普ふ通つうにしなきゃ。でも普通って何？　普通ってどういうのっ？

　カイリはメニューとショーケースに並んだ萌もえ断サンドイッチをしばし眺ながめたあと、窓口の脇わきに立てかけてある『本日のおすすめ』のほうに目を向けている。ちなみに今日のおすすめは『グリーンレタス・鶏とりむね肉のオイル煮に・キャロットラペ・豆とう苗みよう・豆乳ヨーグルトドレッシングのサンドイッチ』だ。

　しかし、普通でなどいられるものか。だって目の前に、小学三年生の頃からずーっと応援していた、推しの隅友カイリがいるのだ。

　──カイリが目の前で動いてる……きらきらしてる……めちゃめちゃ綺麗……尊い……！

　明るめのアッシュブラウンの髪かみ、すっと整った鼻筋、睫まつ毛げ、頰ほお、くちびる。朝の柔やわらかな太陽光を浴びてすべてが艶つやめき、彼の姿は神こう々ごうしくすらある。

　しかしこのままでは接客に支障が出る。彼は隅友カイリではあるが、今はこの店の客だ。店長として店を任されているし、もしここでヘマをしたら、上京することに全面的に賛成していなかった父親になんと言われるか。オーナーは自身が経営している他ほかのレストランでも『サタ・ファーマーズ』の野菜を使っており、高知に来た際は両親と酒を酌くみ交かわすほどの仲だ。悪気なく眞宙の失敗談を笑い話としてぺろっと話してしまう可能性がないとは言えない。

　──そんなことより……カイリに「何この店員。もう二度と買わない」って思われたらいやだっ……！　カイリにきらわれるとか……むり、むり、むり、むりっ！

　眞宙は、もうカイリの顔をなるべく見ないようにしよう、と決めてメニューの方へ目を向け、はっとした。さっきは「サンドイッチ専門店」とだけ答えたが、飲み物があることもアピールすべきだ。

「あ、あと、オーガニックのフルーツや野菜を使ったコールドプレスジュースもあります」

「野菜ジュースってこと？」

　──カイリがこっち見てる─────！

　目を合わせなくても、彼にまっすぐ見られていることくらい分かる。だから必死に、眞宙はメニューだけを凝ぎよう視しした。

「はい。食材を圧縮しながらすり潰つぶしていくスロージューサーを使ってるので、野菜や果物の栄養素を壊こわしにくい上、旨うまみや甘みをより感じられます。あと、野菜ジュースにプラスして、この黒いチャコールドリンクとか。色が独特ですが黒いのは活性炭で、それ自体は味がありません」

「イカスミみたいな？」

「でも、生なま臭ぐさくもないです。本当に色だけ。体内にある不要物質を吸着して排はい泄せつするというデトックス効果が期待できるので、おすすめしてます。あとは生搾しぼりの１００％清きよ見みオレンジジュースや、国産のレモンを使ったレモネードも」

　心ここにあらず、頭の中にあるマニュアルをひたすら棒状の言葉にするだけだ。

「サンドイッチはショーケースの中から選んでいただいてもいいですし、もしお急ぎでなければ、五分程度お時間をいただき、作りたてをお渡わたしします」

　たっぷりたまご、千切りキャベツとハムカツ、厚切りベーコンと厚焼きたまごなど、ショーケースには定番人気商品が並んでいる。

「ショーケースのいちばん手前が、断面をご覧いただくためのサンプルです。野菜から水分が出やすいのでたくさん作り置きはしていません。選んでいただいたものを半分にカットし、少しでも乾かん燥そうを防ぐようにしています」

「これ、ドレッシングとかソースとか、ぜんぶ違ちがうんだね」

「それぞれのサンドイッチに合わせています。マヨネーズもドレッシングも手作りで、可能な限りオーガニックのものを使用していますし……、あ、あの、うちの有機野菜、高知から直送されたものを使ってるんですけど、すごくおいしいんです！」

　途と中ちゆうからセールストークにシフトして、思わず日頃いちばん訴うつたえたいことを強めに口走ってしまった。

「野菜……高知の？」

　カイリは少し気け圧おされたような声でそう返したのだから、その辺でやめておけばいいのに、眞宙は舞まい上がっているのもあり、つい熱く語るスイッチが入ってしまった。

「オーガニックのにんじんはとくに甘みとさわやかな香かおりがあって、皮の部分にビタミンなどの栄養が豊富に含ふくまれてるんです。うちのキャロットラペは皮もぜんぶ使って作ってますし、オリーブオイルでさらにカロテンの吸収が促そく進しんされます。オイルと相あい性しようがいいので、てんぷらなんかにも向いてて。あと、グリーンレタスはぱりっとしゃきっとした歯ごたえで……」

　カイリが無言でじっとこちらを見ていることに気付き、眞宙は「……というかんじで、味はもちろん品質にも自信を持っておすすめします」と熱血セールストークを切り上げた。

「……うん。キャロットラペうまそうだね」

　説明長いしうざいと思われても仕方なかったのに、カイリはそんなふうに答えてにっこりほほえんでくれた。

　──ええええ……やさしい……天使かな……目がとける……尊いしかない……。

　カイリは「ふーん」とうなり、ぱっと表情を明るくして「そのキャロットラペが入ってる『本日のおすすめ』のを、ひとつ。あと、オレンジジュース。待つから、作って」と、最後に強きよう烈れつなアイドルスマイルをぶっ放してきた。　>>>♥

　──後頭部まで響ひびくようなカイリの極ごく上じようスマイル衝しよう撃げき波は……萌え殺される。

　店先じゃなかったら、とんでもないリーサルウエポンを食らって気絶していたことだろう。

　いついかなるときもアイドル精神をなくさないプロアイドル。横おう柄へいな態度や不ふ機き嫌げんな顔なんて見せない。彼はアイドルの鑑かがみだよ──そんな業界関係者の言葉が載のっている雑誌の記事を読んだことがあった。かと思えば、『毎晩チャラっとクラブ通い』とか『アイドルスマイルの大おお盤ばん振ぶる舞いで女の子たちを侍はべらせて遊んでる』なんて噂うわさ話ばなしもよく目にする。どっちが本当なんだろう、と眞宙は首を傾かしげるが、どっちも真実なのかもしれないし、それを知る術すべもない。

　──でも、今僕の目の前で起こっていることは、間ま違ちがいなく真実だよ。

　それがもし計算だとしても、実際こうしていい気持ちにしてくれる彼は、アイドルとしてのサービスに徹てつするプロ、すばらしい人だと思う。

「承知しました。あの……店内でもお待ちいただけますが……」

　有名芸能人の彼を気き遣づかったつもりだが、「あ、いい、いい。ここでスマホ弄いじってるから」と軽く返された。窓口のすぐ脇に、待合用のベンチを置いている。平日の朝でそれほど人通りはないものの、彼は無防備ともいえるほどの気軽さでそこに脚あしを組んで座った。

　──めちゃめちゃ気さく！　めちゃめちゃ普通！　気取ってなさすぎ！

　眞宙はくるりとキッチンのほうへ振ふり返り、オーダーを通してもまったく気付いてなさそうな土屋にぎくしゃくと近付いて、変な冷や汗あせを拭ぬぐいながら「来てるの、隅友カイリ」と小さくつぶやいた。さっきまで話題に上っていた彼の来店を知った土屋も目を大きくして、口を「おっ」というかたちにしたが、店のマニュアル通りにそれ以上は騒さわがない。

「じゃ、俺はドリンクの準備する」

　ぽんと肩かたを叩たたいて「がんば」と励はげまされ、眞宙は緊きん張ちようの面おも持もちでうなずいた。

　──僕が作ったサンドイッチを？　カイリが食べる？　ほんとに？

　考えれば考えるほど、信じられないことが起こっている。

　深呼吸しても手が震ふるえる。目を閉じたら「まじめに働け」と凄すごむ父親の顔が突とつ然ぜんまぶたの裏に浮うかんで、眞宙は顔を顰しかめた。

　──おいしかった、また食べたい、って思ってもらいたい。『サタ・ファーマーズ』の野菜のおいしさを知ってもらうために、僕はここで働いてるんだし。

　跡あと継つぎの兄が結けつ婚こんして実家に家族が増え、眞宙自身「家業のために僕にしかできないことってなんだろう？」と惑まどっていたとき、「うちの店で働かない？」というオーナーの誘さそいで眞宙は単身上京した。カイリがいる東京に行けるという浮うわついた気持ちも多少はあったが、「実家の野菜のおいしさを都会の人にも知ってほしい」との思いにも偽いつわりはない。

　これまでどおり高知に残って家業を手伝うという道もあったけれど、『ＯＲＧ』のオープンから半年間がんばってきたのだ。このごろは「サンドイッチに使ってる野菜がおいしい」と少しずつだが評判になっているし、それはつまり『サタ・ファーマーズ』の評価アップにつながるはずと信じている。

　──おかげで注文が増えた、っていう報告は実家からまだないけど……これからのがんばり次し第だいだよな。

　眞宙はいったん頭から『隅友カイリ』を消してまぶたを上げ、サンドイッチを作ることに集中した。

　使う野菜はそれぞれがいちばんおいしくなる切り方でカット、調理し、ハムやソーセージなど加工品以外の、サラダチキンや豆とう腐ふ入りつくねなども眞宙が作ったものだ。

　──『サタ・ファーマーズ』のホームページに『有機野菜レシピ』を載せるために料理教室にかよっただけで、調理師の専門学校で勉強したわけじゃないけど……オーナーは「必要なのは卒業証明書じゃない。食品衛生責任者の資格と、料理センスと向上心」って言ってくれたし。

　とりあえずはオーナーが、眞宙の料理の腕うでを認めてくれただけに過ぎないが。

　ワックスペーパーでサンドイッチを包み、ちょうど半分のところで包装ごとカットすれば、完かん璧ぺきな『萌もえ断』が現れる。こんもりとした鮮あざやかなレタスのグリーン、キャロットラペのオレンジ色はきらきら輝かがやいて、鶏とりむね肉のオイル煮にはぷりっと食べ応ごたえがありそうだ。

　片面が透とう明めいになったワックスペーパーバッグに、できあがったサンドイッチを入れた。

　外で待つカイリに向かって眞宙が「お客様」と呼びかける。

「ドリンクはサンドイッチと一いつ緒しよに手て提さげ袋ぶくろにお入れしたほうがよろしいでしょうか？」

「いいよ、そのままで。手提げもいらない」

　彼は弄っていたスマホをポケットに突つっ込み、窓口にいる眞宙の前に立った。

　──あぁ……夢みたいな時間が終わる……。

　いくら同じ東京の空の下とはいえ、彼に会えたなんて数億分の一ほどの奇き跡せきだ。それも遠くから見かけたのではなく、こうして言葉を交かわし、眞宙が作ったものを食べてもらえる。

　──どうしよう……ほんとに泣きそう。

　今起こっている奇跡に対する感動なのか、終わりが近づくことへの焦しよう燥そうなのか、自分でも訳が分からない。ただ身に覚えがないほどに感情が昂たかぶっていて、震えないようにするので必死だ。

　金額を伝えおつりを渡すとき、気をつけていたのに自分の指先が少しだけ彼の手のひらにふれてしまった。

「……っ……」

　ひくっと喉のどが震える。その瞬しゆん間かん、眞宙の身体からだ中に電気が走り、うぶ毛がぜんぶ立ち上がって、薄うすい皮ひ膚ふにざあっと小波さざなみが立った気がした。

　それまでカイリと目を合わせないようにしていたのに、眞宙は驚おどろきでふいに顔を上げ、彼としっかり視線が絡からみ合った。

　自分が立っている場所がどこなのか、何をしていたのかがすべて吹ふき飛び、真っ白の世界にはカイリ以外何も見えない。

　カイリ！　と心で叫さけんだ。コンサートで名前を叫ぶときと同じ感情が、どっと沸ふつ騰とうしたのだ。

　息苦しくなり、呼吸を忘れていたことを思い出した。自分でも分かるくらい、だいぶ不自然な接客をしている。あとできっとひとり大反省会だ。

　でもカイリはただ優やさしくほほえんでくれた。

　何か言ったほうがいいのに、言葉がひとつも出てこない。心臓がばくばくと尋じん常じようではない速さで鼓こ動どうを打っていて、「今日はもうこのふれた手を洗わない！」なんて飲食業にあるまじきことを沸わいた頭で考えている。

　これまでの二十一年の人生で感じたことのない、たぶんこれはときめきで、恋こいに落ちたときこそこんなふうになるんじゃないだろうか。

「ありがと。またね」

　袋とジュースを窓口の棚たなから取ったカイリが軽く手をあげて、ふわっと朝の光の中に消える。

　夢のようなひとときが、終わってしまった。

　眞宙はぼんやりとして動けない。

　今のはもしかしてまぼろしじゃないのかと不安になり、眞宙は窓口から顔を出して彼の背中に向けて「ありがとうございましたっ。いってらっしゃい！」と声をかけた。毎朝、買ってくれた客を見送るときの習慣だ。そうすると客はたいてい会え釈しやくをしてくれるか、そのまま行ってしまう。反応があったらうれしいけど、こちらが感謝を伝えたいだけだからなくても構わない。

　するとカイリが振り向き、もう一度にこりとして「いってきます」とウインクつきで応えてくれた。

「………………」

　最後のその瞬間まで、プロアイドルとしての隅友カイリに魅み了りようされ、啞あ然ぜんとする。

　眞宙は立ったままひゅう～っとうしろに倒たおれそうになり、窓口の棚に摑つかまってへたり込んだ。

「わはは、眞宙くんだいじょうぶ？」

　ずっとしずかに見守ってくれていた土屋が、背後からそう声をかけてくれるが、眞宙は立ち上がれずにとどまった。

「……だめだ……僕……、きっと今日、若くして死ぬんだ……死ぬ前に八百やお万よろずの神がしあわせをくれたんだ」

「感想ふつ～。もうちょっとおもしろいこと言ってほしいっすわー」

「今はむりです……。あぁ……あんな愛いとしいのかたまりがこの世に実在するなんて……」

　夢や希望や幸福感だけでは、おなかは満たせない。物理的に身体からだを満たすために、人は飲食をする。そこに自由と満足を得たいなら、懸けん命めいに働かなければならない。

　父親が言うことも正論だ。

　でも心を動かすパワーを、隅友カイリはくれたのだと思う。

　──カイリがくれた夢みたいな時間を……僕は一生忘れない。

　眞宙はほんの少しだけ彼にふれた右の指先をじっと見つめた。指がふれた瞬間を、正面から目が合った瞬間を思い出すと、きゅんとする。どうしようもないほど切ない。

　その手のひらをそっと自分の胸に押しつける。本当に手を洗わないわけにいかないから、それならせめてささやかな名残なごりだけ、自分の身の内に埋うめておきたい。

　高知の両親、祖父母、兄夫ふう婦ふと、助けてくれる人がたくさんいた環かん境きようを離はなれ、東京でたったひとり。素そ朴ぼくな田舎いなかから突然の都会暮らしに、不安はあった。半年経たっても、電車の乗り方にだっていまだに戸と惑まどうし、毎日お祭りみたいな人の多さや、街の移り変わりの速さなど驚くことでいっぱいだ。

　親友と呼べる友だちが高知にはいても、東京にはいない。志を持って上京したけれど、来た意味はあったのか正解がまだ見えないから、しゅんとした気分になる夜もある。

　でもこれからどんなにつらいことがあっても、さみしい瞬間があっても、いつもの元気が出せないときも、彼が眞宙にだけくれた笑え顔がおを思い出せばぜったいにがんばれそうだ。

　──一いつ介かいの店員にも優しくて、最後まで惜おしみないサービス精神……やっぱカイリってすごいよ。プロだよ。めちゃめちゃかっこいい！　僕は推おしである隅友カイリを生しよう涯がい応おう援えんする！

　眞宙は「よし。僕もがんばろ」と気合いを入れて立ち上がった。
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　一歩前に飛び出すためには、他ほかの誰だれよりも何かに秀ひいでていなきゃならない。

　かっこいいだけじゃだめ。ダンスが上手うまいだけでもだめ。

「隅友カイリは、歌がなぁ。うまからず、下手からず。ピンでダンスだけで食ってけるほど、この世界は甘くないしね。顔が整ってるってのは、もうアイドルとして当たり前だから」

　この出演者控ひかえ室の壁かべが極きよく端たんに薄いことを、隣となりの部屋にいる人（たぶん番組の共演者）は知らないのか。それとも知っていてわざと聞こえるように言ってるのかもしれないが。

　──ようするに、アイドルグループにいた頃ころは、俺にたりない部分をメンバーに支えられてたってことですよね。分かってます。

　カイリはこの番組収録後のスケジュールを確かく認にんし、スマホをメイク台の上に置いた。

　続いている隣りん室しつの会話の内容をざっくりまとめると、隅友カイリは形なり振ふり構わず畑はたけ違ちがいのバラエティー番組に進出することで、たりない要素をカバーできたから生き残ってるんだ、と言いたいらしい。

「そろそろ本物のカベドン、やっときましょうか？」

　カイリのヘアーメイクを担当してくれている澤さわが、顔を顰しかめている。

　カベドンとは本来、隣室の騒そう音おんを黙だまらせるために壁を叩たたく行こう為いをさす言葉だったのに、『おもにイケメンタレントが女の子を壁かべ際ぎわに追い込むプレイ』として誤認されたまま世に定着してしまった。

　澤は現在のオネエキャラからは想像できないが、高校野球で豪ごう腕わんピッチャーだったらしいので、実際『本物のカベドン』をやったら、こぶしのかたちに穴が開いてしまいそうだ。

「いや、いいよ。べつに気にしないし。ほんとのことだから」

「カイリ……なんでそんな達観してんの。ＣＭ子役のときから業界にいるせいで、痛みに対して心が麻ま痺ひしてんじゃないの？」

「まぁ……それもあるかもしんないけど。『結果的に成功してる』って褒ほめられてるからいい」

　カイリがのんきに返すと澤は『どんだけ～』と同じ言い回しで「ポジティブ～」と甲かん高だかい声を上げる。途と端たんに隣の部屋がしんとなり、「『どんだけ～』ってね、いざってときに案外使えんのよ。感謝だわ」と澤が言うので、カイリは肩かたを揺ゆらして笑った。

「わたしはカイリが『ＥＸＩＤＯＬ』だった頃からのファンだからね。困ったときは味方になってあげる」

「ありがとう」

　敵もいる。味方もいる。どんな世界も、そうだ。

　特別なんかじゃない、とカイリは思う。努力して、闘たたかって、疲つかれて、眠ねむる。サラリーマンだって公務員だって、そうして生きている。

　でもときどき、こういう派手な業界でだけ生きてきた事実を痛感することはある。

　公共交通機関の乗り換かえなんかは、きっと一いつ般ぱんの人のほうがうまい。銀行の時間帯手数料や稀まれに改定される郵便料金などにも、カイリよりよっぽど詳くわしいはずだ。

　芸能人にプライバシーはほぼなくて、いつも誰かに見張られている。街中で行き交かう人はみんなＳＮＳに直結したカメラマンだと思わなければならない。

　つねに隅友カイリでいることに慣れて、「ほんとの俺を誰も知らない」なんて中二病みたいなことを言うのは実際に中二でやめた。

　──まぁ、当時は子どもだったしな。恋れん愛あいがしたいとか、友だちと遊びたいとか、思春期に思うことはたくさんあったけど、けっきょく、アイドルでいることがいちばん楽しかった。

『ＥＸＩＤＯＬ』という母船があった頃はそれでよかったが、ハタチで大きなうしろ盾だてを失ってからは、ただただ身の程ほどを知らされた。最初の二年間は『ＥＸＩＤＯＬ』の余力もあってソロＣＤを四枚リリースしたが、出すたびに売れ行きは右みぎ肩かた下がり。歌手活動の場がなくなり、いよいよ居場所がなくなったかに思えた。

「ドラマに出たらいいのに」という声があったことは知っている。十五歳でゆるいアイドル映画に出たとき、自分自身でも思い出したくないほどのＮＧ連発と駄だ目め出だしで悔くやし泣きした記き憶おくしかなく、出演オファーはあっても長いことうなずけずにいた。

　そんなとき飛び込んだのが、様々な体当たり企き画かくに挑ちよう戦せんするというバラエティー番組だったのだ。まさにデッドオアアライブ。芸能界以外で生きていくことを知らなかったので、四の五の言っていられなかった。

　バラエティーに出演してから、「俳優の仕事も入れてみようよ。いろいろやってみていいんじゃない？」と周りに唆そそのかされてそんな気持ちになり、いくつか端は役やく・脇わき役やくで出演している。

「あ、そういえばきのうの『チャレチャン』最高だったわ～。カイリが泥どろ水みずに顔からダイブするんだもん」

「えー、ほんと？　ありがとう。がんばった甲か斐いあるよ」

　澤の言う『チャレチャン』とは番組名『チャレンジ・チャンプ』の略で、カイリが『チャラ王子』との愛あい称しようで活かつ躍やくしているバラエティー番組だ。

　移い籍せきしてアイドルから路線変へん更こうするときに今の事務所の方針で「人タラシの王子様キャラで行こう」と決まった。アイドルだった頃から人をキャアキャア言わせるのが仕事だったわけで、「難しく考えなくていいから、それを少しオーバーアクションで表現するだけだ」とマネージャーにアドバイスされて今に至る。実際、無理はしていない。

「イケメンのチャラ王子ががんばるから、何倍もおもしろいのよ。失敗してもドカンと笑いが起きるし、たまに成功すればただかっこいいだけだし。なんておいしい商売なの」

「でもおかげで全身あざだらけだよ？」

「いいじゃな～い。わたし『生傷萌もえ』だから、『もっとちょうだい！』って思うわ」

「うわぁ、変態だ」

　そのとき出入り口の扉とびらが開いて、マネージャーの坂さか巻まきが慌あわただしく入ってきた。

「あ、どうもお疲れさまです。ヘアーメイク終わりました？」

　澤が「はい。たった今」と答えると、「ちょっとカイリに話があって」と坂巻の言葉がカイリの耳にも届く。彼が入ってきたときの様子からしても、いやな予感だ。

　澤が控え室から出て行き、坂巻とカイリの二人きりになった。

「カイリ。最近、甲こう村むら晴はる紀きと会ってる？」

　甲村は同時期に他のアイドルグループにいた男で、現在は俳優として活躍している。

　十代の頃はよく一いつ緒しよに遊んだ。芸能人だったからというより、カイリも若くていろんなことに好こう奇き心しん旺おう盛せいだったので、三つ年上の彼に誘さそわれて法律の範はん囲い内での遊びはひととおり経験もした。よくごはんをごちそうになったし、彼のマンションに泊とまったことだって何度もある。

「いや、そういえばずいぶん会ってないな」

「このところ、六ろつ本ぽん木ぎのクラブで妙みような遊びをしてるらしいから、気をつけてほしい」

「妙な遊びって？　クスリとか？」

「その可能性も含ふくめて。カイリが何もしなくても、一緒のところを写真に撮とられるだけで面めん倒どうだから」

　ハメを外すのもそこまで行くと「これだから芸能人は……」と言われてしまう。甲村も二十八歳と分別のある大人だし、女の子と楽しく遊ぶくらいは許してほしいけれど、クスリだなんだはさすがにやりすぎだ。

　それに、こういう『お達し』が来るのは、どこかの誰かがその情報を摑つかんだからで、本当に薬物が絡からんでいるなら芋いも蔓づる式の摘てき発はつに巻き込まれる恐おそれがある。濡ぬれ衣ぎぬやただの憶おく測そくであろうと、一度ついたダーティーなイメージを覆くつがえすのは難しい。

「分かった。気をつけるよ」

　芸能界だけが特別薬物に汚お染せんされているわけじゃない。ただ表おもて沙ざ汰たになったときのリスクが大きすぎる。背負っているのが自分ひとりの人生ではない、というのは、ＣＭ子役の頃からずっと言われてきた。たいていの人も『自分だけはだいじょうぶ』と信じているはずだ。でも何か些さ細さいなことをきっかけにして、案外簡単に足を踏ふみ外すものなのだろう。

「カイリももう二十五歳だし、うちの事務所は恋愛禁止じゃない。女の子とまったく遊ぶなとは言わないけど、今の『チャラ王子』のイメージから極きよく端たんに逸いつ脱だつしない程度に、節度を持ってな。あと、言い方悪いけど、相手は選べよ」

「できれば芸能人で、好感度が高くて、自分も相手もマスコミや一般人から『売名』だの『格差』だの言われない人、でしょ？」

　カイリは指を折りながら、事務所から言い渡わたされている要望という名の『掟おきて』を挙げた。

　それはもう恋愛禁止と同じではないだろうか。

「ファンの子とか、芸能人と寝ねることでステイタス上げようとする子とか、隅友カイリの株を下げるような行動はリスクしかない。芸能人で格差がない相手なら間ま違ちがいなく口が堅かたいし、一夜の遊びや交際をネタにして週刊誌に売ったりしないからな。互たがいのイメージがアップするような相手でよろしく」

「人間不信になりそうでーす」

　実際、様々に誘ゆう惑わくは多い。巧たくみに仕込まれた罠わなもある。ありとあらゆる『汚きたないもの』を見てきたので、すでに若じやつ干かんの人間不信だ。おかげで恋愛観が歪ゆがんでいる。男との経験はないけれどセックスだけなら後あと腐くされなさそうな同性もアリかなと考えたりするし、自分の性的指向すらあやふやだ。

　そのときふと、メイク台に置いていたサンドイッチの袋ふくろが目についた。

　──あの子は、綺き麗れいなものしか見たことないって目だったな……。

　今朝立ち寄った、そのサンドイッチ屋の店員。ところどころイントネーションがおかしかったので、どこか地方から上京してきたのかもしれない。

　──青い空と、満天の星しか映したことありません、みたいな。

　一度も染めたことがなさそうなナチュラルショートの前まえ髪がみの下から覗のぞく、目薬をさした直後かと思うほどうるうるの眸ひとみ。メガネ越ごしでもそれが伝わった。

　ひとつ質問したらマシンガントークで三つ四つ答えが返ってきて、懸けん命めいに有機野菜の説明をしてくれた。

　──スレてないかんじが、新しん鮮せん。

　芸能界で周りを見れば、容姿の整った人はそこらじゅうにいる。盛りに盛ったメイクと、画像編集ソフトで修整した結果のフォトジェニックが（自分も含めて）当たり前。仕上がりがかっこよくてかわいければいいし、整形も詐さ欺ぎメイクもリタッチも構わないと思うが、素材そのものがこんなふうに綺麗な子もいるんだな……とカイリはあのときちょっと感激した。

　採れたてのみずみずしい野菜を擬ぎ人じん化したら、まさにあんなかんじかもしれない。

　目が離はなせないほど惹ひかれたから質問を重ねて、彼の表情を少しでも長く見たいと思った。

　──でも、ぜんぜんこっち見てくれないの。俺、いちおうアイドルだったんだけどな。

　目を伏ふせっぱなしで、ひたすらサンドイッチについての説明。質問したのはカイリだし、それが彼の仕事なのだから仕方ないが……。

「これ、おいしそうだな」

　坂巻の声で我に返る。パン大好きの彼が、サンドイッチに気付いたらしい。ワックスペーパーバッグの片面が透とう明めいなので、そこから萌え断が覗いている。

「だめだよー。それ俺の朝ごはんだからー」

「えー、どこのサンドイッチ？」

「マンションの近く、っていうかすぐ目の前」

　坂巻はペーパーバッグを手に取って、店名の『ＯＲＧ』を読み上げた。

「ふーん……あ、どう？　先週引っ越こしたそのタワマン」

「ショッピングセンター併へい設せつだし、便利だよね。マンションの敷しき地ち内に一歩入れば、人の動きを感知していろいろと制せい御ぎよしてるから、エレベーターでほかの住人とバッティングすることも少ない。ゴミは各階のゴミシューターに放ほうり込めばいいし、面倒くさいことが少ないね」

　坂巻は「セキュリティー万ばん全ぜんなとこに引っ越しさせてよかった」とうなずいている。

　カイリはメイク台に戻もどされたサンドイッチの袋を「食べよー」と手に取って、包みを開けた。

　写真映ばえする食べ物の断面のことを『萌え断』とか『断面萌え』と呼ぶのは知っている。

「インスタ、上げないよな？」

　スマホに手を伸のばした瞬しゆん間かんに坂巻に咎とがめられ、「あ、そうでした」とカイリは引っ込めた。

　サンドイッチを撮ってインスタにアップする[image: →]「どこのですか」と訊きかれて答えなくても誰だれかが特定する[image: →]自宅マンションがバレる恐れがあるからだ。

　インスタに上げる画像や話題についても、事務所からＯＫ・ＮＧが指定されている。政治・経済・宗教・思想・時事問題、最近は性差の話題もＮＧに加えられた。『自分の言葉』は最小限に。上げていいのは、ファンの子たちが見てよろこんだり楽しんだりしてくれるような画像が好ましい。飲食系の写真は事務所から推すい奨しようされているが、自宅周辺の店はＮＧだ。

「坂巻さんにも今度買ってきてあげよっか？」

「はは、ありがと。よろしく」

　ちなみに一緒に買ったオレンジジュースのほうは、スタジオ入りするまでの車の中で飲んでしまった。オレンジの果肉の部分をまるごとかじったような濃こさでおいしかったので、少し迷ったレモネードのほうも気になる。

　カイリはサンドイッチに、はぐっとかみついた。飛び出したキャロットラペをもうひと口。

「あ、うまっ」

　キャロットラペだけボウルいっぱい食べれそう。ワインやハイボールに合いそうだ。

「鶏とりもうまー。パンもなんかうまい。あー、なんだろこの味。ドレッシングかな。それが絶ぜつ妙みよう」

　鶏むね肉の味付け、塩味もちょうどいい。新鮮なグリーンレタスのぱりぱり感、豆とう苗みようのしゃきしゃきとした歯ごたえも気持ちいい。

　──こういうのを天気がいい日に草っ原にレジャーシート広げて食べるの、あこがれる。

　プライベートでそういうシチュエーションでの食事は、小学生の頃ころに行った遠足が最後だ。

　カイリはあっという間に、サンドイッチ二個をぺろりと平らげた。

「……おいしかったなぁ……しあわせ」

　草原なんかじゃないけれど、控ひかえ室の椅い子すに座っただけの小さな空間で白い天てん井じようを見上げて、カイリはぽつりと感かん嘆たんの声をもらした。

　座ったままだらんと伸びていた身体からだを起こし、サンドイッチが入っていたペーパーバッグにプリントされたＱＲコードから『ＯＲＧ』のウェブサイトにアクセスしてみた。

　サンドイッチの断面が並んだ画像があり、店についての紹しよう介かい、定番メニュー、連れん絡らく先、インスタグラムへのリンクと、ウェブページはシンプルに構成されている。

　店の紹介によると、半年ほど前にオープンしたばかりらしい。オーガニックの野菜は高知県の『サタ・ファーマーズ』から直送されたもの、という説明の脇わきに小さく『生産者の声』と、おっとりと優やさしそうなおじいちゃん、おばあちゃん、そのふたりを真ん中にした『佐田さんファミリー』の画像が添そえられている。ということは一いつ緒しよに写っているのはおそらく、息子むすこ夫ふう婦ふ、孫夫婦なのだろう。

『フレッシュな有機野菜を高知からお届け！　綺麗な水と空気、栄養たっぷりの土、そして愛情を込めてひたむきにつくっています！』の言葉からも、朗ほがらかでありつつも真しん摯しな物づくりの情熱が伝わってくるようだ。

　──高知か……そういえば行ったことないな。

　自然豊かな風景、丁てい寧ねいに収しゆう穫かくされ並べられた採れたての葉野菜、みずみずしさが見て取れる根菜の断面、生産者たちの満足げな横顔。それら、ちりばめられた『サタ・ファーマーズ』の画像を眺ながめると、今の自分とはまったく別の次元に住む人たちのことのように思える。

　今日『ＯＲＧ』で話したあの店員も、洗練された都会的な雰ふん囲い気きというより、どちらかといえばこの画像の中の人たちに似た素そ朴ぼくさを感じた。

　──どっちがいいとかマシとか、そういう話じゃないけど。

　心にまっすぐに、地に足をつけて自然体で、現実を生きているかんじがする。生きる場所が違う、ということをその画像に強く意識させられた。

　──一度スポットライトを浴びた人間は、もうそれがない人生には簡単に戻れないっていうのは本当だなって自分でも思うし。だって愛だの恋こいだのより、芸能人としてやってる仕事のほうがリアルに感じる。求められてるって分かる。

　恋れん愛あいに厳しい条件をつけられて、けっきょく恋のよろこびも知らないまま、この仕事に邁まい進しんするしかないのだろうか。だから、愛し愛される幸福感なんて、別次元のことのような気がしてしまう。

　一歩前に飛び出して浴びた脚きやつ光こうと、そうして得たしあわせより耽たん溺できするほどの多幸感を、この世ではもう得られないのだとしたら。

　──それはそれでさみしいもんだよな。

　恋のよろこびもしあわせも知らないから、他人ひと事ごとのように漠ばく然ぜんと、そう思うだけだ。
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　子どもの頃から、同じ夢を何度も何度も見てしまうことがある。

　今でも思い出せるのは、誰かに追いかけられて小学校の廊ろう下かをひたすら走って逃にげる、という夢だ。強い不安を感じているときや緊きん張ちようするようなことがある前に、よく見ていた気がする。

「今日は何にしようかなぁ……」

　──でもしあわせな、繰くり返して見たい夢ほど、一回しか見れないものなんだけど……。

　眞宙の前に隅友カイリがいる。

　カイリが『ＯＲＧ』のサンドイッチとオレンジジュースを買ってくれたのは、つい二日ほど前のことだ。

　今日は店を開けて間もない午前七時半過ぎにカイリが『ＯＲＧ』のテイクアウト窓口に立って、眞宙は驚おどろきのあまり「いらっしゃいませ」を言うのが遅おくれてしまった。

　──これ……夢じゃないよね。

　客がカイリであってもなくても、「また食べたい」と思ってもらいたいという気持ちで眞宙はいつもサンドイッチを作る。でも、あの日、隅友カイリに会えるという奇き跡せきは一回しか起こらないのだと眞宙は思い込んでいた。

　──だってまさか、また会えるなんて考えもしなかった……けど……もしかしてこの辺に住んでるとか？　この、目の前のタワマンとか？

　カイリは「んー」とショーケースの中に並んだサンドイッチを覗のぞき込んでいる最中に、「かはー」と大きなあくびをひとつして、「あぁ、ねむ……」とぼやいている。

　眞宙はじっとカイリのつむじを見つめた。

　──……カイリのつむじ……つむじも尊い……今日も推おしが最高すぎる……。

　頭がぽかんとして目が離はなせない。だって、推しのつむじなんて、なかなかこの距きよ離りでお目にかかれるものではない。アイドル雑誌だって『つむじ』にフォーカスはしないだろうし、セミヌードのほうがよっぽど見れる率が高いと思う。

　カイリの頭に穴があくほど凝ぎよう視ししていたら、いきなり彼がすっと姿勢を戻したので、眞宙はぱっと視線を逸そらした。

「今日は定番の『たまごサンドとハムサンド』にしようかな。あ、同じものふたつ。できるの待つから」

「か……しこまりました」

　声が詰つまって、ごまかすために咳せき払ばらいする。普ふ通つうに接客、平常心、と心で唱えて、そうするためにもとにかくカイリと目を合わせないように努めるしかない。

　でも眞宙は筋金入りの隅友カイリのファンだ。彼がくすっと小さな笑いを漏もらした音に釣つられて、ちらっと見てしまった。真正面から視線が絡からみ、魅み力りよく的な彼の吸引力で目を逸らせなくなる。

「俺のこと、知ってる？」

　カイリから直球で質問されて、眞宙は固まった。『芸能人が来店しても騒さわがない』がマニュアルだが、こういう場合はちゃんと答えないと逆に失礼になる。

「……隅友カイリ、さん……。え、えと、いつもテレビで拝見してます……」

　ほんとのほんとはあなたが『ＥＸＩＤＯＬ』だった頃からずっと見てるし、なんならその前のＣＭ子役時代からなんとなく気になっていたし、ぜんぶは高知から持って来れなかったけど実家の自室には歴代のポスターやらコンサートグッズ、カレンダー、写真集、掲けい載さいされた雑誌、がそれはもういっぱいで！　──と、眞宙は心の中ではぁはぁしながら叫さけんだ。

「ありがとう」

　そこにあったのはまさに天使のスマイル。それも眞宙にだけ向けられている。

　眞宙は顔をぴくぴくとこわばらせた。頭の天てつ辺ぺんからつま先まで力を入れて立っていなければ、へろへろと座り込んでしまいそうだ。

「しょ、少々お待ちください……」

　眞宙がどうにかそう告げると、カイリは前回と同じくスマホを片手に外のベンチに腰こし掛かけた。

　ずっと背後で見守っていた土屋は、声に出さないように肩かたを震ふるわせて笑っている。

　はじめてカイリが来てくれたのも朝で、眞宙はその日、浮うかれたり、ぼーっとしたり、たそがれたりと、とてもじゃないが平へい穏おんに過ごせなかったのだ。

「オーダー入ります。『たまごサンドとハムサンド』を２セットです」

　土屋にオーダーを通すと彼は笑いを引っ込めて「了りよう解かい」と応こたえ、『がんばれ』の意味を込めて眞宙の肩をぽんと叩たたいた。

「俺がたまごのほう作ればいいかな」

「はい、お願いします。じゃあ、ハムサンドは僕が」

　軽く息を吐はいて、気持ちを切り換かえる。

　たまごフィリングはたっぷりと。たまごのおいしさだけを堪たん能のうしてほしいので、たまごサンドには野菜を入れない。その代わり、ハムサンドのほうにきゅうり、むらさきたまねぎ、にんじん、レタスと色とりどりの野菜を厚く挟はさんでいる。ハムも野菜のパワーに負けないように、少しずつずらしながら何枚も重ねたものだ。

「店員さん、この間のもおいしかったよ」

　窓口のほうから突とつ然ぜんカイリの声が届いて、眞宙はびくっと振ふり向いた。座っていたはずのカイリが窓口に立っている。

　一方カイリは、眞宙の反応に少し面めん食くらったようだ。

「あ、ごめん。驚かせちゃった」

「……い、いいえ……ありがとうございます」

　眞宙が緊張の声で返しながら見ると、カイリは窓口のカウンターに肘ひじをついてにこりとほほえんでいる。

　今すぐスマホを手に「そのままのポーズで一枚……いや、よければできるかぎりたくさん撮とらせてください！」と叫びたいところだが、そんな訳にはいかない。

「お店のウェブサイト見たんだけど、ここって表おもて参さん道どうとか広ひろ尾おにあるオーガニックカフェの系列店なんだね。そっちのお店で使ってる野菜も、ここのと同じってこと？」

「はい」

「…………」

　眞宙の返しがあまりに簡潔すぎるため、カイリはそのあとを続けられずにいる。

　──だって緊張で死にそうだし！　あんまり喋しやべったら熱ねつ烈れつなファンだってバレそうだし！

　眞宙が店のルールを守ろうとしているように、アイドルのほうにもルールがある。『ファンのひとりを贔屓ひいきしない、秘ひ密みつ裏りにファンと交流しない』などだが、もちろんそういう掟おきてを破る者はいる。

　──でもカイリはそんなことしない。

　眞宙がカイリの筋金入りのファンだとバレたら、彼が『ＯＲＧ』に来ること自体、ファンのひとりを贔屓し、交流するのと同じだと考えて、来なくなるかもしれないのだ。

　──僕さえ黙だまっていれば。店員と客の関係なら、なんの問題もない……もんね。

　ルールでがちがち＋極きよく端たんな緊張で、どうしても言動が不自然になるのを、眞宙は自分ではどうすることもできない。

「生搾しぼりの１００％清見オレンジジュースも、ほんとにおいしかったし」

　カイリのほうから会話を続けてくれて、内心で驚いたのと同時にほっとする。客商売にもかかわらず会話にならなすぎて気を悪くするのでは、と眞宙は不安になったが、カイリはめげなかったようだ。

「ありがとうございます……」

「俺、野菜ジュースっていまいちおいしさが分からなくて、普通のジュースかお茶系でいいや、ってなっちゃうんだよね。疲ひ労ろう回復、美び肌はだ効果があって一発で元気チャージできてなおかつ飲みやすい、みたいなのがあればいいんだろうけど。でもサンドイッチ食べて、ここのだったらうまいんじゃないかなーってちょっと思った」

「野菜ジュースは、オーガニックの新しん鮮せんなものを使うと自然な甘みが感じられておいしいんです。……あの、トマトジュースはあまり飲まれませんか？」

「市し販はんされてるのしか飲んだことないし……まぁ、ドリンク類がいろいろあると、あえてはチョイスしないね」

「搾りたての、旬しゆんのトマトジュースは格別です！」

　急に強めの主張をしたので、カイリがちょっと笑っている。

「うち、トマトジュースは常時置いていないんですけど、トマトのうまみが濃こいので緑黄色野菜の特とく徴ちよう的なにおいなんかをうまく隠かくしてくれて、それまでの概がい念ねんを覆くつがえすおいしさなんです」

「概念を覆す。そこまで言われると飲んでみたくなる……けど、ないんだよね？」

「トマトがおいしい季節は春なので……定番の野菜ジュースでしたらすぐにご用意できるんですけど。おすすめしておいてないなんて、すみません」

　緊きん張ちようと興奮で頭が沸わき、もうしっちゃかめっちゃかだ。いくら概念を覆すほどおいしいからって、なぜ今ここにないトマトジュースを勧すすめたのか、我ながら謎なぞすぎる。

　──だってもう頭の中がぁっ……！

　秋冬に旬を迎むかえる品種のトマトもあるが、この店では基本的に仕入れない。『ＯＲＧ』のサンドイッチには、どうしても水っぽくなりがちなトマトを使わないのだ。せっかく興味を持ってくれたので提供したいところだが、ないものは仕方ない。

「んー……じゃあ、サンドイッチの野菜がおいしかったし、野菜ジュースにチャレンジしてみようかな。あ、もうひとつはチャコールドリンクにしてくれる？」

　世界一下手くそなプレゼンだったのに、カイリは天使なのか。

　──プレゼンはどうしようもなかったけど、サンドイッチを食べて野菜ジュースを飲んでみたい、って思ってくれたことがうれしい。

「ありがとうございます！　あ、お薬を服用されていませんか？　チャコールの作用で一、二時間ほど薬効が薄うすれてしまうと言われているので」

「飲んでないからだいじょうぶ」

「かしこまりました」

　サンドイッチもふたつ。野菜ジュースもふたつ。

　──誰だれと食べるんだろ。恋こい人びと……かな……。

　週刊誌の記事や、ネット上で囁ささやかれる噂うわさ話ばなしを思い出した。『女の子たちを侍はべらせて遊んでる』というのはよく見るが、それさえも噂の域を出ず、言い逃のがれできない状態で特定されたり、彼が誰かとの交際を認めたりしたこともない。

　女性ファンなら推おしの恋人の存在は『もっとも知りたくないこと』かもしれない。プライベートは別人、と都合良く解かい釈しやくして自分の気持ちを収める人もいるが、途と端たんに夢から醒さめる人だっている。

　眞宙は同性だけど、カイリが誰かひとりのものになってしまったら、ファンをやめようとまでは思わなくても、きっと猛もう烈れつにさみしいしがっかりするだろうなと思う。

　カイリももう二十五歳だ。これまでに特定の人とのスキャンダルが一度もなかったとはいえ、オモテに出なかっただけかもしれない。

　──いやいや、ない。カイリがたったひとりのものになるなんて、そんなことない。

　ファンとして残念な想像のすぐあとに、それを全力でなかったことにする。想像したってむなしいし、確かく認にんのしようがない。

　アイドルとしてファンの前で見せる姿が彼のすべてだ。それでいい。

　──また、来てくれるかな……カイリ。

　来てほしい。その代わり、ファンだということは黙ってるから。はしゃがないし、浮かれてＳＮＳにあげたりもしない。ここでの会話を、他人に話したりもしない。

　二回来てくれたら、欲が出た。三回目もあるかもしれない。また会えるかもしれない。

　会計を済ませ、サンドイッチと野菜ジュースが入った手て提さげ袋ぶくろをカイリに渡わたすとき、眞宙はふと思いつきを口にした。

「あの……疲労回復、美肌効果があって一発で元気チャージできてなおかつ飲みやすいスペシャルな野菜ジュース、考えてみます」

「え？　ほんと？」

　カイリがぱっと表情を明るくする。

　商売として彼のリクエストに応えたい気持ちと、超ちよう個人的な想おもいがある。

「はい」

　眞宙もここへきてようやく、少し笑え顔がおになれた。

　幸いなことに眞宙は『ＯＲＧ』の店長で、メニューの一いつ切さいを任されている。季節や仕入れに合わせてサンドイッチの具材も変化するのだし、新メニューを開発してもなんら不自然なことはない。

　──だって、サンドイッチをおいしいって言ってくれたし。店長としてお客様の要望を取り入れて、それに応こたえてもいいはず。

　今日で最後かもしれないと思うより、またカイリと会えるかもしれないと期待を持ってすごすほうが、日々もきっと楽しい。

　眞宙が密ひそかに満足していたら、カイリが驚おどろいたような表情をしているのに気がついた。どうしたんだろう、と眞宙が戸と惑まどうと、カイリがにんまりしている。

「やっとおにいさんの笑顔が見れた」

「え……あ……」

　眞宙がいつも鈍にぶくて薄い反応だったせいで、カイリに「俺のこと、知ってる？」と訊きかれたくらいだ。接客業なのにスマイルがない無愛想な店員、と思っていたかもしれない。

　緊張してたから、と言っていいものか迷って、けっきょく何も返せないまま中ちゆう途と半はん端ぱな愛あい想そ笑いになってしまった。

「じゃあ～、そのスペシャルな野菜ジュースにぴったりなサンドイッチがあるといいかもね」

　逆にカイリにそう提案されて、眞宙は目をぱちりと大きくした。

　常連客になりたいからではなく、カイリもきっと思いつきを口にしている。

「そうですね。一いつ緒しよに考えてみます」

　それから眞宙は「ありがとうございました。いってらっしゃい」とカイリを見送った。それに対して彼は「いってきます」と笑顔のバイバイで返してくれたから、今日も眞宙は目眩めまいを覚え、ふうっと壁かべに寄りかかった。

「……夢みたいだ……」

　眞宙のつぶやきに土屋は「店長、仕事してくださーい」と肩かたを揺ゆらして笑っている。

　たしかに、しあわせに浸ひたっている場合じゃないので、眞宙はひとつ深呼吸して持ち場に戻もどった。今日は朝九時引き取りで予約注文が入っているのだ。

「眞宙くんのその、隅友カイリに対する感情って、どういうモンなの？」

　手を動かしながら土屋が問いかけてくるが、質問の意味がいまいち摑つかめなくて、眞宙は少し首を傾かしげた。

「眞宙くんが言う『好き』って、ただのファン心理？　キスとかえっちができるやつ？」

　あらためて土屋に投げかけられた問いに、眞宙は「ええっ？」と悲鳴のような声を上げる。

　カイリとキス？　えっち？　そんなシチュエーションは一度も考えたことがない。

「純じゆん粋すいなファン心理に決まってるじゃないですか」

「そう？　恋こいしてるようにしか見えないけどね」

　これまでも、眞宙が男性アイドルのカイリを好きだと知った人に「眞宙くんってゲイなの？」と訊かれたことはある。だが、正直に言うと、カイリ以外の男性を見ても心は動かない。

　見た目がかっこいいだけじゃなく、カイリがアイドルとして陰かげながら努力していたり、グループが解散したあとだってかつてトップアイドルだったことを鼻にかけずに明るくがんばっているところまで見て、人として、もっと好きになったのだ。

「僕が彼のことを好きなのは、もうライフワークみたいなものです。僕、子どもの頃ころは喘ぜん息そく持ちで、今と違ちがって身体からだがちょっと弱くて、勉強もだめで、自分に自信が持てる部分をなかなか見つけられなかったんですよね。兄がすごく優ゆう秀しゆうだったこともあって、ますます『だめだなー』って思っちゃって」

「あー、兄弟あるあるだよね」

「でも、『僕はまだ何もがんばってないんだ』ってことに気付かせてくれたのが、カイリでした」

　彼がアイドルとして活かつ躍やくできるのはもともと才能があるから、じゃないことを知り、自分は何をがんばったのかと自問したとき、答えが見つからないことこそ恥はずかしいと思ったのだ。

「しばらくは自分が何をがんばれるのか分からないまま漠ばく然ぜんと日々を過ごしてました。で、五年生のとき、じいちゃんとばあちゃんに『畑でつまめるおにぎり作って』って頼たのまれたのがきっかけかな。ふたりに『塩加減が絶ぜつ妙みようでおいしかった』って言われて、人に褒ほめられたり、よろこんでもらったりするのがすごくうれしくて、『僕がみんなのごはんを作る！』って」

「でも『調理師になる！』とかは考えてなかった……って前話してたよな？」

「将来は家業の手伝いをするもんだとばかり思ってたんで。兄が跡あと継つぎで、『バイトさんもいっぱいいるから、眞宙は高校を出たら大学進学でも就職でも、好きなことしたらいい』って進路相談で親に言われたとき、また『えっ、今さら何すればいいんだよ??』ってなって」

「話してなかったのかよ、将来のこと」

「なんか『アイドル好きだから、都会に出たがってる』って思い込んでたみたいです。自分では料理は家族の食事とサイトに掲けい載さいするレシピのため、趣しゆ味みの域を超こえるほどのものじゃないって認識だったから。高校出たあとはとりあえず実家の手伝いをする、としか考えてなくて」

　そのあと『ＯＲＧ』のオーナーとの出会いがあって、眞宙はここにいる。

「あ、話が逸それちゃいましたけど、カイリに対する気持ちは、そういうわけで、ひと言で表すなら彼の生き方ひっくるめての『あこがれ』です」

　超絶に長い解説になってしまったが、隅友カイリを知らないまま大人になっていたら、大きな志を抱いだくことなく、家業だからという理由でなんとなく実家の手伝いをする人生だったかもしれない。

　つまり、佐田眞宙の人生は、隅友カイリを抜ぬいては語れないのだ。







『ＯＲＧ』の営業と翌日の準備を終えたあと、毎日ではないが、眞宙はカイリのための『スペシャルな野菜ジュース』とそれに合わせたサンドイッチの試作に勤いそしんでいる。

　バイトの土屋はバンド活動があるときは店がクローズする一時間前の十八時頃ごろに帰るので、夜は眞宙ひとりだ。

　すぐ目の前にタワーマンション、周辺もマンションやカフェが立ち並ぶ静かな街だから、二十時頃にショッピングセンターの店が半分ほど営業を終しゆう了りようすると、『ＯＲＧ』の前を通る人もいっそうまばらになる。

　いちばん遅おそくまで開いているスーパーが二十二時にクローズする頃、眞宙も店内の掃そう除じを終え、イートイン用の椅い子すに腰こし掛かけた。

　イートインスペースは三人が座れるカウンター席と、二人掛がけのテーブル席だけだ。あとは壁かべ際ぎわに置いた待合用のスツールくらい。

　眞宙は肘ひじをついて、はぁ……とため息をついた。

　カイリが最後に『ＯＲＧ』に現れてから、もう三週間ほど経たっている。

　──そりゃそうだよね……。芸能人なんだから僕なんかより多た忙ぼうだし……。

　初めての来店と二回目の間かん隔かくが短かったので、最初の一週間ほどはそんなふうに思った。

　でもこのごろは、一いつ介かいの店員とのただの口約束をいちいち覚えていないだろうなとか、「スペシャルな野菜ジュース、考えてみます」なんていくらなんでもずうずうしすぎた、と反省している。

　──あんなこと言わなきゃよかった……。

　推おしにきらわれたとか、面めん倒どうくさがられた、なんて考えると、眞宙を取り囲む世界がすべて灰色になったような気がするし、つらすぎて耐たえられない。

　カイリに二回も会えたから、つい欲張った。彼に好かれたいとか、特別に気に入られたい、と強ごう欲よくに考えたつもりはなかったけれど、そういう気持ちが根底にあったのでは、と問われたら否定しきれない。

　仕事に私情が入り込んでる、と思うから、そういう意味でもため息が出る。

　──でも……だからって試作はやめたくない。

　もともとは野菜ジュースを飲み慣れていないカイリにも、そのおいしさを分かってもらえるように、との気持ちでスタートした試作だが、きっと彼と同じように「あえて選ばない」「苦手」と感じている人はいるはずだ。

　──くよくよしてないで、スペシャルな野菜ジュースは完成させよう。

　カイリの言葉がきっかけになったという、その細いつながりで充じゆう分ぶんなはずだ。

「よし」

　気持ちを切り換かえ、気合いを入れて、今日の試作品を最後に飲んでみる。

　メインの野菜はアクと苦みが少ない小松菜。ほうれん草ほどではないけれど、[image: β]ベータカロテン、ビタミンやミネラルなどの栄養価が高い緑黄色野菜だ。中でもカルシウムや鉄分は、ほうれん草より含がん有ゆう量が多い。つまりほうれん草より飲みやすく、疲ひ労ろう回復にぴったりの野菜ということになる。

　それをただジュースにしたのではだめだ。小松菜にたりない栄養素を補い、かつおいしく飲みやすくするために、バナナ、ヨーグルト、りんご、はちみつ、牛乳などと一緒にジューサーにかける。温度や分量を変えて、いくつものパターンで試作して。今日は牛乳ではなく豆乳にしてみた。

「あ……味は今までのでいちばんいいかも」

　豆乳に替かえると、味がまろやかになって、うまみが増した気がする。

　しかしなんとなく、薄うす緑みどりがかった乳白色が、いまいちおいしそうに見えない。見た目で「おいしそう！」とわくわくすることも大事だ。

「んー……なんかこう……プロテイン飲んでる気持ちになる色なんだよなぁ」

　野菜ジュースが嫌きらいな人は、この緑っぽい見た目にも惹ひかれないはずだ。

　うーんとうなりつつ、帰り道を歩いていればいいアイデアが浮うかぶかも、と思ってスツールから立ち上がったとき、店の前に人ひと影かげが見えた。

　クローズしているので、出入り口になっているドアについたガラス窓には、カフェカーテンをかけている。その向こうに誰だれかが立っているようだ。

　──入り口に出してるメニュー看板を見てる人がいるのかな。

　だったらそこを開けるのはちょっと待ったほうがよさそうだ、と眞宙がもう一度スツールに腰掛けたとき、外側からコンコンとノックされた。

「……はい……？」

　こんな時間にサンドイッチ店になんの用が、と不ふ審しんに思いながらドアの前まで進み、とりあえずカフェカーテンをそっと捲めくってみる。

「──っ?!　えっ?!」

　窓越ごしに目が合った相手は、隅友カイリだ。

「カ……」

　思わず「カイリ」と叫さけびそうになり、どうにか吞のみ込む。言葉を押し込めたら、今度は目にじわっと涙なみだが滲にじんだ。

　──カイリが来てくれないし、もう世界の終わりだ、くらいの気持ちでいたのに。

　なんだかよく分からないが、とにかくカイリが『ＯＲＧ』を再び訪ねて来てくれたのだ。二十二時過ぎ、クローズ時間をとっくにまわっている。中の明かりがついていたから、覗のぞいただけかもしれないが。

　眞宙が慌あわてて解かい錠じようし、ドアを開けると、カイリが「こんばんは！」と笑う。

「……え……、えっと……？」

「隅友カイリです」

「は、はい……知ってます」

「なかなか来れなくてさ。だってもう収録終わりに急に拉ら致ちられて、いきなりフィリピン、タイ、マレーシアにって……」

「拉致っ？」

「『チャレチャン』のロケ」

　有名人だから拉致・誘ゆう拐かいされたのかと、一いつ瞬しゆん勘かん違ちがいしてしまった。

「あ……あぁ……びっくりした……」

　ほっとしたところに突とつ然ぜん、ビル風がびゅおおおっと吹ふいて、目の前でカイリが「おお……」と縮こまっている。

「あ、あのっ、よかったら、入りませんか？」

「えっ、いいの？　ありがと。さ～むいよね！」

　カイリはなんのためらいもなく、ずかずかと『ＯＲＧ』に入ってくる。

　三回目の来店にして、彼が中に足を踏ふみ入れるのははじめてだ。

「店内、こうなってんだ。へー、おしゃれ」

　ナチュラルウッドをふんだんに使った内装も外観も、すべてオーナーがデザイン事務所と相談して決めたものだ。自然木のにおいがうっすらとして、眞宙も気に入っている。

　眞宙が案内すると、カイリはカウンター前のスツールに座った。

　驚おどろきすぎて頭であまりものを考えきれず、寒そうだったから思わず招き入れたものの、ここからまったくの無計画だ。座ったカイリと目が合い、彼がにこっとほほえんでようやく眞宙は『隅友カイリとふたりきり』という事実に気付いた。いっきに緊きん張ちようが走る。

「あ、え、えっと、何か、あ、あたたかいものを出しましょうかっ？」

「いいの？」

「コーヒーなら、すぐに」

「じゃあいただいちゃおっかな」

　にこにこと返されて、眞宙はぎくしゃくとした歩みでキッチンスペースに入った。

　──え、何これ、何が起こってんの？　夢？　え？　なんでカイリがいるの？

　今起こっていることすべてがクエスチョン。彼がここにいる理由も分からないが、とにかく寒そうなのでコーヒーを淹いれる、それだけに集中する。

「サンドイッチ屋さんはさ、十九時には閉まっちゃうんだよね？　こんな時間まで店にいることもあるんだねー」

「あ……はい……そうですね。ちょっと今日は……」

　そうだ。あしたの仕込みに時間がかかって、それからスペシャルな野菜ジュースの試作をしたから。この時間まで店にいることは少ない。

「すみません、三分くらいでできるんで」

「いいよ、急いでない。もう帰るだけだから」

　ということは、やはり自宅が近いのだろうか。

　訊きいてはいけないと思うので無言になっていると、カイリのほうから「すぐそこだし」と指で目の前のタワーマンションを指した。

　──ええええええっ!!　そんな簡単におしえちゃっていいの?!

　筋金入りのファンだと知っていたら、彼も眞宙にはおしえなかったかもしれないが。

　しかし目の前のマンションだと知ったところで、五百戸ほどある住宅のどこなのかまでは分からない。代官山でいちばん大きなタワーマンションは、セキュリティーも鬼おにレベルだ。

「朝早くにオープンしてるから、朝食にいいよね」

「はい……朝はとくに、タワマンから来てくださるお客様が多いです」

　──うわぁ……もう、ぜったいに本人にファンだとか言えない……。

　ファンだとは思わず、ただの店員と客の関係だから、彼はこれだけ気を許しているのだろう。

「これ、スムージー？」

　カイリに訊かれてはっとした。カウンターに、今日の試作品を置きっぱなしだったのだ。

「あぁっ、それっ、あの、あれです、試作品です！　苦手な人でも飲みやすいスペシャルな野菜ジュース。さっき作って飲んでみたところで」

「ほんとに作ってくれてたんだ」

　カイリはそう言って、ぱあっと表情を明るくしている。

「でも、ちょっとまだ完成してなくて」

「飲んでみていい？　これ何入ってんの？」

「えっ？　えっと、小松菜とりんごとバナナと……豆乳……」

　眞宙はぽかんとしてしまった。だってカイリが、さっき眞宙が飲んだストローからそのまま、ちゅーっとひと口飲んだからだ。

　絵の具で塗ぬりつぶしたみたいに頭の中が真っ白になり、何も考えられない。

「あー……、うん、うまい、かも。前にここで買った野菜ジュースも、俺が飲んだことあるやつの中ではいちばんおいしかったし」

「…………」

「でもさ、俺、野菜ジュースの何がいまいち惹かれないかって、まずこの色よね……おにーさーん？　どうした？」

　問いかけられて、ぽかっと忘れていた呼吸を再開したために、眞宙はげほごほっと噎むせた。

　胸を押さえ、眞宙はついにしゃがみこんだ。心配してカウンター越しに「だいじょぶ？」と覗き込んでくるカイリに、俯うつむいたまま「だいじょうぶ、です」と苦しげな声で答える。

　──ほんとにまじで何が起こってんの……。

　ちょうどコーヒーの出来上がる音が聞こえ、眞宙は深呼吸を三度ばかり繰くり返してようやく立ち上がった。

　まともに働いていない頭でコーヒーをどうにか準備し、カイリの前に出す。

　カイリは「ありがとう」とほほえんで、それをブラックで飲んだ。

　カイリとはじめてこの店で会ったときから、夢みたいなことが続いている。

　でももう来てくれないのかも、とついさっきまで何度も思っていた。

「あ、そうだ。試作のやつさ、いっそ野菜ジュースじゃなくて、ホットのスープにしたらどう？　これをもうあとはあたためるだけってかんじで。色味もスープっぽいし」

「スープ…………その発想はなかったです……けど……そうですね、スープだったら、こういう野菜っぽい色がむしろおいしそうだし……あ、おいしいかも！」

　カイリのヒントで閃ひらめいた。

　冷たいジュースにばかり気を取られていたが、季節的にこれからもっと寒くなる。ホットにすれば豆乳はこくが増して、身体からだもあたたまる。スープもいいかもしれない。

「その飲みかけのジュース、ください。ちょっとあたためてみます」

　もう、誰だれの飲みかけなのか分からなくなったジュースをカイリから受け取った。

「試飲は僕がやるので」

　その変なテンションと勢いのまま小こ鍋なべに移して、さっそくあたためる。

「えー、俺も飲みたい」

「でもさすがに、ジュースの飲みかけの、さらにリメイクスープをお出しするわけには」

「俺、『チャレチャン』で異国の謎なぞすぎる赤黒い飲み物とか飲んでる男だよ？　それに比べたらスープは間違いなくうまいじゃん」

　それは見た。アフリカのどこかの国で、カイリが顔を顰しかめて飲んでいたのを覚えている。

「あ、待って……でもこれ、ヨーグルトとかレモン果か汁じゆうも入ってるし分ぶん離りするかも……」

　案の定、色もにおいもやばそうなものになってしまい、ふたりとも小鍋を無言で見下ろした。

　先に「ぶぶっ」と噴ふき出したのはカイリだ。眞宙も笑ってしまう。いくらなんでもというほど思いつきが全開の試作品。これは試飲する気も起こらない。

　眞宙もようやく、冷静さを取り戻もどした。

「分かった。すりおろしたたまねぎとか、じゃがいも入れたらいいんじゃない？」

「それもうポタージュです」

「だからポタージュに小松菜をたしたみたいなやつってかんじ？　大豆とか豆類入ってるのもいいよね」

「かぶとか……」

「あっ、うまそう」

　カイリはわくわくと楽しそうに話していて、眞宙も頰ほおのゆるみがとまらない。

「豆類や根菜を足すの、いいですね。スープってアイデア、いいと思います。小松菜入れて、豆乳でのばしてポタージュ風にして」

「俺のアイデアをパクっていいよ」

　カイリがどや顔をするので、眞宙はまた笑って「じゃあパクらせていただきます」と応こたえた。

「ねぇ、おにいさん、名前なんていうの？」

　それまで身を乗り出していたカイリがスツールに腰こしを戻して訊いてくる。

　まさかカイリに、自己紹しよう介かいをする日が来ようとは。

「……佐田眞宙です」

「佐田……ってもしかして、『サタ・ファーマーズ』の佐田さん？」

　なんで知っているのかと驚いて、眞宙は「えっ？」と声を上げた。

「ホームページ見た。ペーパーバッグにプリントされてるやつで。高知の『サタ・ファーマーズ』ってところの野菜を使ってます、って書いてあったから。佐田さんファミリー？」

　そういえば店の情報サイトに、祖父母、両親、兄夫ふう婦ふの写真や、採れた野菜の画像などが使われていることを思い出した。

「あ……そう、そうです。僕は、そこの次男で」

「なるほどね。どこかと思ったら高知出身なのか」

「……なまり、出てますよね……上京してまだ半年くらいなんです」

　自分では気付かないが、ときどき土屋に「イントネーションおかしい」と突つっ込まれるのだ。

　カイリに手招きされて、眞宙は訳も分からずキッチンスペースを出て、カイリの隣となりへ移動した。「座って」とスツールに腰こし掛かけるよう促うながされる。何が始まるのかあいかわらずぴんとこないまま、眞宙はカイリの隣に座った。

「高知弁？　土と佐さ弁？　喋しやべってみて」

「えっ、恥はずかしいです……土佐弁が混ざった方言が、ちょっと特とく殊しゆで」

「実家の仕事は跡あと取とりがいるから、東京で実家の野菜を使った店を？　──はい、答えを地元の言葉でどうぞ」

　東京出身・東京育ちのカイリは好こう奇き心しんがあるだけで、からかうつもりじゃないことは分かる。大好きなカイリからのインタビューなので、眞宙は苦く笑しようしつつもこくんとうなずいた。

「家族全員で農作業を手伝うもんや思うちょったんやけど、『好きなことしてええんじゃよ』って送り出してもろうたき……。僕は実家の野菜を知ってもらいとうて……」

　ふと気付けば、カイリが口を開けたまま眸ひとみをきらきらさせている。猛もう烈れつに恥ずかしくなり、眞宙は両手を振ふって「お、終わりです、終わり」と目を逸そらした。

「方言どちゃくそかわいい……はげ萌もえる……」

「珍めずらしいだけですよね。うち、やばいくらい田舎いなかなんで、じいちゃんばあちゃんとかほんともうすごい何言ってんのか分からんち言われ……あ、また方言が」

　中ちゆう途と半はん端ぱに地元民スイッチが入ってしまい、方言ミックスされてしまうのを聞いて、またカイリが「かわいすぎ……」と悶もだえている。方言を「かわいい」なんて、はじめて言われたし、標準語しか知らない彼には新しん鮮せんに聞こえるだけなのだろう。

「いやもう、ほんとに……田舎を出ないまま二十一年も過ごしたせいで、発音以外も都会暮らしにまだ慣れなくて、いろいろとだめなんです。電車を乗り間ま違ちがえて逆に行くし、服はどこで買ったらいいかまだちょっとよく分からなくて……東京はおしゃれな人がいっぱいいるから、お店に入るのも怖こわいっていうか、びびるっていうか……あれっ、なんの話してましたっけ？」

　語っているうちに論点が完全にズレてしまい、話題が迷子になっている。

　でもそれに対してカイリは「聞きたいのはそういう話」とやさしくフォローしてくれた。

「あれっ、じゃあ、眞宙くんは二十一？　で、こんな時間までひとりで試作してたってことは、……ここの店長さん？」

　──『眞宙くん』ッ……?!

　いきなりの名前呼びに、息がとまるかと思った。

「……は、はい。店長をやらせてもらってて、サンドイッチの新作を考えたり、そういうのも僕の仕事なんで」

「わっ、俺、もうひとりいる人が店長さんだと思ってた」

「僕のほうが年下だし、よくそう言われます」

「そっか。家族の期待を背負って、高知から出てきて、がんばってんだね」

　現実は、都会暮らしで浮うわついてないかと、とくに父親から疑われているのだが。

「そんな……期待なんて」

「実家の野菜を、おいしいんですって、目をきらきらさせて、俺に一いつ生しよう懸けん命めい伝えてくれたじゃない？　この間のね、マネージャーにも食べさせたんだけど『うまい！』って言ってたから、そのうち買いに来ると思う。坂巻っていう男性だよ」

　あの暑苦しい解説を、そんなふうに受けとめてくれてたんだ、と知って、眞宙は胸が熱くなる。しかも前回は「恋こい人びとと食べるのかな？」と頭をよぎったが、相手はマネージャーだったと知ってほっとした。

「今日は、なんか目ぇうるうるしてない？」

　指し摘てきされて、眞宙は少し顔を伏ふせた。

　ドアの向こうにカイリの姿を見つけたときから、感情が昂たかぶりっぱなしだ。

「……だって、あの……ほんとは、特別メニュー作る、みたいなこと言うの、よくなかったんじゃないかなって思って。……カ……隅友さんは、もう来ないかもしれないなって……。でもそんなふうに思ってくれてたんだって知って、うれしいというか、ほっとしたってかんじで。すみません」

「……なかなか来なかったから、不安だった？」

「いや、あの……そんな権利ないんですけど、僕が勝手に」

　あわあわと眞宙が言い訳をしていると視界に影かげが落ちて、顔を上げると同時にカイリにぎゅっとハグされていた。

「……?!」

　背中をぽんぽんとされても何が起こっているのか理解できず、きょとんとしてしまう。

「俺もさぁ、フィリピン、タイ、マレーシアの空の下で、『ＯＲＧ』のサンドイッチ食べたいな、眞宙くんのマシンガン有機野菜トーク聞きたいなって思ってたんだよ？」

　カイリの声は芝しば居い掛がかっていて、いつもテレビで見るような『チャラ王子』キャラに今、なりきっているらしい。

「ねぇ、聞いてる？」

　耳元で推おしのイケメンボイス。頭のどこかがどかんと爆ばく発はつする。背筋に甘いしびれを感じて、眞宙はそれをやりすごすために一いつ瞬しゆん目を瞑つぶった。

「……あ……は、はい」

　驚おどろきのあまり、息をするのも忘れている。

　──ハ、ハグ……ハグされてる……カイリにハグされてる！　ハグされてる！

　状じよう況きようを把は握あく、理解してようやく、「心臓ってこんなに速く動くんだ?!」というくらいのスピードで、ばくばくしはじめた。　>>>♥

　滾たぎった血液が心臓から勢いよく送り出され、いよいよ生命の危機を覚えるほどに息苦しくなってきた。

　それにしても、これはあまりにも距きよ離りが近すぎる。

　カイリがアイドルだった頃ころ、女性アイドルグループやグラビアアイドルみたいに『直接会いに行ける握あく手しゆ会』というものはなくて、ハグどころか手すらさわったことがなかったのだ。

　──濃こい……！　濃いよ！　隅友カイリが濃すぎる！　これ醬しよう油ゆの一気飲みと変わんない！

　なんでも極きよく端たんに濃のう度どが高いものを過か剰じよう摂せつ取しゆすると、命に危険を及およぼす。

　息をしないとそろそろ死ぬ。しかし、自分ごときの呼気がカイリにかかるのが申し訳ないのだ。ちょっとくらっとしてしまい、耐たえかねた眞宙は鼻でそっと息をした。

　──……う、うわ、わあぁっ……めちゃめちゃカイリのにおい吸い込んだっ……！

　なんていいにおい……と眞宙が昇しよう天てんしそうになっていると、カイリが少し腕うでをゆるめた。

　そろそろ放してもらわないと、本当に身体的な意味で天に昇のぼってしまう。

「……す、隅友さ……」

　眞宙が声を絞しぼり出すと、カイリがようやく身体を離はなしてくれて、ほっとしかけたのに、今度は両腕を摑つかんだまま放してくれない。たいして間合いが取れない状態で、いきなり『王子様の笑えみ』という近接攻こう撃げきをもろに食くらった。

「『カイリ』でいいよ。みんなそう呼んでるし。……呼んで？」

　甘い声でお願いされたら、「ＮＯ」なんて拒きよ否ひできるわけがない。

「……カイリ、さん……」

「さん、いらない。アイドル時代から下の名前でばっかり呼ばれてたから」

　──知ってます。普ふ段だんはがんがん呼び捨てにしてます……！

「分かった分かった。俺も『眞宙』って呼ぶから」

　──それますます無理すぎーっ！

　ううう、と惑まどうが、そう呼んでと彼が言っているのだ。

「カ……カイリ……」

　どうにか声に出したらカイリは「ＯＫ！」と解放してくれた。やっとまともに呼吸できる。

　東京には『フリーハグ』だの『フリーキス』だのと、およそ眞宙が理解不能の文化もあると聞く。今のもカイリにとってはなんてことないスキンシップで、『人類みなオトモダチ！』な感覚なのだろう。

　──ほ……ほんとに、ほんとに萌え殺されるかと思った……。

　緊きん張ちようとヒートアップで喉のどがからからだ。

「あ、あの……もうそろそろ戸と締じまりしないと……二十二時半までには施せ錠じようして帰らなきゃいけなくて」

　ショッピングセンターのセキュリティーの関係で、そういう決まりになっている。

「そっか。……じゃあ、また来るね。お仕事がんばってね」

「はい……。カイリ……も、がんばって、ください」

　心臓の異様なばくばくは治まらない。

　カイリはスツールから下りたが、眞宙はそのままで「じゃあ、また」とどうにか笑顔を作った。力が抜ぬけてしまって、スツールから立てないのだ。

「眞宙、おやすみ！」

　ウインクひとつ飛ばしてカイリが出て行く。眞宙はぼうっとしながら「おやすみなさい」とどうにか返して、彼の背中を見送った。

　カイリが出て行ったドアをいつまでも見つめる。

　どきどきは続いていて、眞宙はそのちっとも静かにならない胸を手で押さえた。

　頰ほおも熱い。耳も目も、どこもかしこも熱い。

　──カイリに抱だきしめられちゃった……。いいにおいがした……。

　されたことを脳内で反はん芻すうするだけで、再び心しん拍ぱく数すうと体温が上がり、頭が変になりそうだ。

　──こんなの、またされたらどうしよう……次はファンだってバレるかもしれない。

　また勝手に『次』を期待している。なんなら『フリーハグ』の次に『フリーキス』まで行ってもカイリならぜんぜん構わないな、とまで思う。

　──いや……むしろ僕のファーストキスがカイリだったら……すごくない？

　キスしてもおかしくないくらい近付いたので、ついそんなことまで考える。

　あつかましい妄もう想そうに、眞宙は「いやいやいや」とひとり苦笑いしたものの、やはりそこにはうれしいという感情以外は湧わかなかった。

　たとえば、あんなハグを他ほかの人からされたらどうだろう。知らない人なら論外、知っている人でも「またしたい。してほしい」とは思わない。

　キスに限って言うと、カイリ以外はいやだ、カイリ以外なら死ぬまで誰だれともしないほうがいい──眞宙は自分のそんな身の程ほど知らずで極端すぎる想おもいに気付いて、啞あ然ぜんとした。

　しかしカイリのほうは眞宙以外の人にも、あんな濃いスキンシップをしているのかもしれない。大げさに反応しているのは自分だけ。だって男性芸人同士でキスする様を、テレビでもよく目にする。眞宙は一度もしたことがないので、はじめてのキスが冗じよう談だんとかネタだったらいやだし、自分が好意を抱いだいていない人とはしたくないと思う。しかしそれは、自分がキスをしたことがないからで、慣れたら軽くできるようになるものなのかもしれない。

　自分のことはさておき。カイリが誰かとキスをしてたら、カイリが誰かを抱きしめていたら……と考えると、想像だけで胸がちくちくとする。

　──羨うらやましいから見たくないな……。

　お菓か子しや飲み物を他人と分け合う気持ちはあるし、アイドルはみんなのものだと思って生きてきたはずなのに。抱きしめられる幸福を知ってしまった途と端たん、そんな博愛的な感情をさっぱりと忘れたみたいだ。

　土屋に『眞宙くんのその、隅友カイリに対する感情って、どういうモンなの？』『眞宙くんが言う「好き」って、ただのファン心理？　キスとかえっちができるやつ？』と訊きかれたときは否定したが、これほどまでに好きというのはもう恋れん愛あい感情なのでは、と思えてくる。

「でも……そんなまさかね」

　さすがにハグがうれしかったとかキスを妄想したくらいで、これが恋愛感情だと決めるのは暴論だろう。

　そのときＬＩＮＥ受信音が鳴り、ロック画面に『元気にしちゅーか？』と祖父からのメッセージ……の下の時刻表示に気付いて、眞宙は慌あわてた。

「やばい、時間すぎてる。閉めて出なきゃ」

　ばたばたと戸締まりをして店を出ると、冷たい風が背中のほうからごうっと吹ふきつけてきた。

　寒いけど、カイリがしてくれたハグを思い出すと心があたたまって、にやにやしてしまう。

　スキップしたいくらいのよろこびに、気分も跳はねる。

「あしたはスープの試作やってみようかな。あ、じいちゃんにＬＩＮＥ返さなきゃ」

　恋こいだとか、恋じゃないとか、誰かに結論を迫せまられているわけでもない。

　ただただ隅友カイリが大好きだ、ということだけであしたもがんばる気持ちが湧いてくるから、そんな難しいことはどうでもよかったのだ。







　翌日、昼近くにカイリが『ＯＲＧ』にやってきた。レモネードと『もち麦つくねとアボカドのサンドイッチ』を店内で食べて、「眞宙、じゃあね！」とたった今出て行ったところだ。

「隅友カイリと急激に接近、ってかんじになってんな」

　土屋が驚いているが、もっと驚いているのは眞宙だ。カイリに「眞宙」と呼ばれるたび、眞宙はかあっと体温が上じよう昇しようし、自分だけに向けられたスマイルを浴びて内心で右往左往している。

　カイリが出たあと、男性がひとりイートインで店内に入ってきた。

「よ！　つったん」

　土屋の知り合いらしい。土屋のほうも軽く「おう、コマ」と返している。彼は「たまごサンドイッチとコーヒー」と注文して、カウンター席に座った。

「つったん、ちゃんと働いてんね」

「当たり前だろ。眞宙くん、こいつバンドの知り合い。駒こま田だだからコマ」

　眞宙にも簡単に紹しよう介かいしてくれたので、互たがいに「はじめまして」と会え釈しやくして挨あい拶さつする。

「ところで、俺と入れ替かわりで出てったの、隅友カイリじゃなかった？」

　コマこと駒田がそう言ってドアを指さした。

「あぁ、だね」

「有名芸能人なのにあんまり変装とかしないんだな」

「平日のこの時間だとこの辺は人通りそんな多くないから、じゃない？」

　土屋と駒田の世間話に耳を傾かたむけながら、眞宙はショーケースに並べるためのサンドイッチをせっせと作る。正午前後は窓口に人が並ぶので、補ほ充じゆうしておかなければならない。

「隅友カイリがよく【ＡＳＨＢＹ】に来るんだって」

「……六本木の大箱？」

「そこで俺の大学の後こう輩はいがフロア仕切ってて、きのうそいつと飲んだときに芸能人ネタをあれこれさえずりまくりでさ。若手俳優やら元アイドルやらと、ＶＩＰで派手に遊んでるらしいよ」

　駒田は『両腕で女性の肩かたを抱く』というポーズをしてみせる。

　土屋は「へー」とうなずいているが、眞宙は会話の冒ぼう頭とうを理解できずに躓つまずいていた。カイリの話題だから気になって仕方ない。

「……大箱？」

　眞宙の疑問に土屋が「箱っていうのは、おねえさんたちが踊おどってるクラブね。そこの知り合いのフロアボーイがしゃべくりしてんだって」と説明されてなんとなく全体を理解した。ようするに、六本木の【ＡＳＨＢＹ】というクラブのＶＩＰ席でカイリら芸能人が女の子たちと楽しく遊んでる、ということだろう。

　──クラブって行ったことないから、どういうところか想像するしかないけど。

　テレビで見ただけだが、なんとなく「怖こわそう」という漠ばく然ぜんとしたイメージしか湧かない。

「そういうところで派手に遊んでるってことは、特定の恋こい人びとはつくらないでただストレス発散してるってかんじなんだろうな」

　土屋が眞宙を気き遣づかって、そうフォローしてくれている。

「まぁ、モテまくってよりどりみどりだろうし、ひとりに決めたあとに浮うわ気きだ二ふた股まただってほうがイメージ悪くてそのあとのダメージが大きいから、適当に遊んで後あと腐くされない関係、ってのが手軽でいいんだろうね。実際、特別扱あつかいされたいアピール激しいのとか彼女になりたがる女の子は、もう二度と近寄らせない、って有名らしいし。だから面めん倒どうくさくないって理由で『男もアリ』らしいよ。さすが『チャラ王子』、ゲスいよな」

　その駒田のコメントは眞宙にも聞こえたけれど、それには背を向けて、窓口に立った客に応対した。

　胸がじくじくする。内容が悲しいのと、ひどい言われ方に腹が立つのと。

　──カイリが誰かひとりのものになった、って彼自身や世間が認めてしまわない限りは、しあわせなだけの夢を見ていられる。

　だって彼は熱ねつ狂きよう的なファンが崇すう拝はいする神様みたいな存在、誰のものにもならなくて当然のアイドルだ。「もしも」とか「らしい」とか、仮定や伝聞の話題に心をすり切れさせるなんて無意味だと思う。

　──分かってる。もちろん僕だって、大勢のファンの中のひとりだ。

　カイリが店に来たのは偶ぐう然ぜんの奇き跡せきだけど、それ以上は何も起こりようがないのだ。







　あれからカイリがまたぱたりと顔を見せなくなり、ついに一カ月以上が過ぎて、街はもうすぐ迎むかえるクリスマスと年末の雰ふん囲い気き一色だ。

　カイリのアイデアをヒントにして作った『野菜たっぷりポタージュ』が『ＯＲＧ』のメニューに加わってからはもう半月ほど経たつ。

　毎日寒いのでその新作のポタージュがよく売れる。それと同時にホットサンドも始めた。どちらもカイリにはまだ一度も試食してもらっていない。

　店のオープンは七時半、クローズは十九時。芸能人の彼はもっと早い時間にマンションを出たり、深夜に帰宅することなどザラだろうし、先日カイリが出演していたトーク番組で「まるまる一日のオフは半年以上もらってない」と話していた。

　長期の海外ロケで日本にいないわけじゃなく、生放送の番組にいくつか出ていた。有名人の名前を登録しておけば出演番組を自動で録画してくれるＨＤＤ内蔵レコーダーなので、カイリが出ているテレビ番組はたいてい見み逃のがさない。

　多た忙ぼうな芸能人だし、テレビやラジオで知る活動がすべてではないだろうけど、仕方ないよな……としゅんとした気持ちになる。

　何度も奇跡が起きたから、もしかしてまた、とどうしても期待してしまう自分がいるが、そもそも住む世界が違ちがう人だ。すれ違って当然。簡単に交わることはない。







　それから何事もなく土日が終わり、クリスマスイブの月曜日。

　翌火曜日が休店日、そのあとは二十八日まで営業して、冬季休業に入る。

　二十四日の営業を終え、休店日前なのでいつもより丁てい寧ねいに片付けをすませて店を出ようとした二十一時頃ごろにスマホの着信音が鳴った。今日は十八時に上がったバイトの土屋からだ。

『眞宙くん、あした店休みだし、今から【ＡＳＨＢＹ】に行かない？』

「……【ＡＳＨＢＹ】って……カイリが出入りしてるっていう……？」

　だいぶ前に話題に上った、六本木のクラブだ。

「でも僕、クラブとか行ったことないし」

　誘さそわれる意味も分からなくて慌あわててそう答えると、土屋が『カイリが、来てるらしい』とはっきりとした口調で伝えてきた。

「……カイリが……？」

『今日はイブのパーティーで本当は招待客しか入れないんだけど、コマの知り合いの口くち利ききで入れてくれるって』

　カイリが最後に現れた日、彼と入れ替わりで店に来た駒田＝コマ。土屋のバンド関係の友人、と紹介されたのを覚えている。

「……えっ、どうしてですか？」

　たしかそのクラブに駒田の知り合いのフロアボーイがいる、という話だったが、眞宙自身は誰だれともそんな特別待たい遇ぐうをしていただくような関係ではない。

『いや、ほら、あのときコマがカイリのゲスい噂うわさ話ばなししてただろ？　だからあとから言ったんだよ。眞宙くんは隅友カイリのガチファンだからって』

　つまり『今後は眞宙くんの前でゲスい噂話はやめてやって』と窘たしなめたということなのだろう。

『詳しよう細さいは省くけど、コマがその知り合いのフロアボーイに「今日だけパーティーに友だちを入れてくんない？」って話を通してくれたって。いつもだとメンズは受付で名めい刺し出さないといけないってくらい厳しいらしいけど、顔パスでいいって』

　なんだかだんだん話の流れが見えてきた。ようするに、駒田があのときのお詫わびの気持ちを込めて、カイリがいるクラブへの入店を許してもらえるように取り計らってくれた……ということだろうか。べつに気分を悪くしたとか、お詫びをしてほしいなんて気持ちは微み塵じんもなかったのだが。

『断ってもいいけど……今クラブへ行けばカイリがいるんだぞ』

「でも……えっ、僕ひとりでなんて」

　それに、行ったからといって会えるわけではないだろう。

『いや、俺とふたり。【ＡＳＨＢＹ】は男ひとりじゃ入れてくれない。一回くらい俺も行ってみたいしさ！　行ってみて、このかんじ無理って思ったらすぐ帰ればいいし。ＶＩＰルームを押さえるわけじゃないから、エントランス料金は三千円ぽっきり！　とりあえず入るだけでもいいんじゃないかな』

　すでに土屋のほうが乗り気だ。

「うん……でも、僕みたいなのがいたら浮うきそう……」

　自分がクラブにいる姿がまったく想像できない。

　おまけに今は仕事のときの格好のままで、下はカーゴパンツの完全カジュアルウエアだ。

『刺青いれずみと膝ひざ上うえパンツはＮＧ、カジュアルすぎなかったらＯＫ。今日は厳しいドレスコードがないんだって。俺も傍そばにいるし。こんなチャンスもう二度とないと思うよ～？』

　土屋の押せ押せセールストークが冴さえ渡わたる。

『眞宙くんさぁ、ここんとこちょっと元気なかったじゃん？』

「そ……うですか？」

『隅友カイリが来ないから、だろ？』

　普ふ通つうにしていたつもりだったけど──そう思いながら苦笑いで返す。

　カイリが来ない事実が日に日に濃こくなって、彼を想おもって作った『野菜たっぷりポタージュ』もホットサンドも、本人に食べてもらうことはないかもしれないな、と考えたら、やっぱり悲しかったのだ。だけど「お店で提供する新商品なんだし！」と気持ちを明るく切り換かえてやっていた。

『もうほんとは自分でも分かってんだろ？　眞宙くんのそれは、恋こいわずらいだよ。彼のファンでもあり、恋もしてる。べつに強がる必要も隠かくすこともないんだから、認めなよ』

　背中をぽんと押された気分だった。

　このひと月あまり、カイリに抱だきしめられたことや、彼の言葉や笑え顔がおの記き憶おくを、何度も何度もすり切れるほど再生した。そしてそうするごとに、想いを塗ぬり重ねていくようだった。彼に会いたい気持ちは、こうしている今もしんしんと積もっている。

「……はい……」

　眞宙が観念したようにうなずくと、土屋は『うん』と満足そうな声だ。

『それに人生一度きりなんだから、もっと自由に！　そんなに深く考えないで、東京での生活も楽しまないと！　大人の社会科見学だと思ってさ』

　土屋の言うとおり、高知の田舎いなかにいたら、こんなチャンスはぜったいに廻めぐってこない。

「……うん……そうですね」

『よっし、決まり！』

　明るい土屋の声に、眞宙は「ほんとは土屋さんが行きたいだけでしょう？」と笑った。







　眞宙の自宅は代官山と恵え比び寿すの真ん中くらいの位置にある、オーナーが紹しよう介かいしてくれた賃ちん貸たいマンションだ。土屋も徒歩五分程度離はなれた辺りに住んでいる。

　カイリがいるクラブへ行くためにいったん着き替がえなければならず、土屋が眞宙の自宅まで迎えに来てくれた。

「メガネはやめたほうがいいよ。人にぶつかって吹ふっ飛ばされたら探せない。あのさ、密ひそかに気付いてたから言うけど、メガネないほうがぜったいイケてるって。コンタクトあるっしょ」

　土屋に「急いで！」と追い立てられながら、メガネからコンタクトレンズにチェンジする。

　メガネのフレームのない自分の顔。下着を取られたくらいの恥はずかしさを覚える。

「使えそうなジャケットってこれしかなかったんですけど」

　成人式は祖父母の希望で羽は織おり袴はかま、スーツの必要性がないまま二十一歳になってしまった。

「いいじゃん。ぽいし、似合ってる」

　小さな花の形のブートニエールがついたミラノリブの二つボタンジャケットだ。上京したばかりの頃ころに「綺き麗れいめカジュアルで使い勝手抜ばつ群ぐんですよ！」と店員に勧すすめられるまま買って一回しか着ていなかったが、その底力をようやく感じることができた。

「お、そのベルテッドパンツもいいな。穿はきやすそうだし、カジュアルすぎなくて使えそう」

「服の合わせ方分かんないので、ジャケットと一いつ緒しよに買ったんです」

「店員からしたらいいお客様だわ。いいじゃんいいじゃん。おけ。急ごう！」

　上にコートを羽織ってそこからタクシーに飛び乗り、渋じゆう滞たいし始めたところで降りて、あとはダッシュ。

　──夜の六本木とか来たことない！　電でん飾しよくすごい。こんな時間なのに人多い！

　祖父母は眞宙を見送る際に「夜に出歩いたらいかんよ」と心配していた。母も「スリと置き引きに用心せんと」「戸と締じまりはしっかり！」と同じ事を何度も電話してくる。

　──はじめての夜遊びだ。でも土屋さんもいるし、だいじょうぶ。

　自宅から十五分くらいで目的地である【ＡＳＨＢＹ】に到とう着ちやくした。

　エントランスに立ち塞ふさがっている屈くつ強きようそうなセキュリティーに、顔パスの合図でもあるフロアボーイの名前を告げる。上から下まで服装チェックされながらインカムで連れん絡らくを取ってもらったあと中に入り、眞宙は本格的にどきどきしてきた。

　クラブなんて初体験で、もはや『カイリがいる』とか『カイリに会えるかも』ということが二の次になる。

　スマホ以外の邪じや魔まになりそうな手荷物や貴重品、コートをクロークとロッカーに預けて、ドリンクチケットを受け取り、いよいよ店内へ。その手前で土屋が立ちどまり、眞宙のほうを振ふり向いた。

　ここまで来ると、扉とびらの向こうから『四つ打ち』と呼ばれる低いドラム音が漏もれてくる。

「眞宙くん、ここからは『変身する』くらいの気持ちで行けばいいよ」

「変身……？」

「そこにあるものぜんぶ楽しんで、遊び慣れてるふうにハッタリきかせて。隅友カイリはやっぱ『そういう子』としか遊ばないし、続かないんだって。重たい関係を望めば、カイリにとって足あし枷かせにしかならないってことらしい。コマから、そんなふうに聞いた」

「…………」

　まじめに、真しん剣けんに想えば想うほど、カイリは離れていくということだ。

　適当に遊んで後あと腐くされない関係が、手軽で身軽。特別扱あつかいされたがる、恋こい人びとポジションを欲しがる子を二度と近寄らせない──そんなふうに駒田が話しているのを聞いたこともある。

　アイドルはみんなのもの、誰のものにもならなくて当然と思っていたのに、カイリと実際に出会ってから、眞宙はもう隅友カイリを『完全なる偶ぐう像ぞう』としては見られなくなった。

　──だって……会いたい。どうしても。

　ただ商品を売り、買ってもらっただけの関係で終わっていたら、こんなふうには思わなかっただろう。でももう手のひらの感かん触しよくや、抱きしめられる強さや、彼のにおいとあたたかさを、ほんの少しと一いつ瞬しゆんでも、知ってしまったから。

　カイリと特別な関係になれるとか、そんなあつかましいことを望んでもいないけれど、ただただ会いたくて、こんな一度も足を踏ふみ入れたことのない場所へだって来た。

　現状では、月にたった一回ですら会えないのだ。生活が不規則すぎる芸能人ともっと会いたかったら個人的な連絡手段が必要で、それはさすがに無理だと思う。だからこうして多少むちゃな行動を起こした。

「眞宙くん、だいじょぶ。イケてる。シンデレラがわざとガラスの靴くつを落としたみたいに、あざとく、こざかしく、したたかに行け！　楽しもう！」

　フロアへつながる扉が開いたら、エレクトロニック・ダンス・ミュージックの音、いろとりどりのＬＥＤパネルやきらきら眩まぶしいミラーボール、派手なレーザービームの洪こう水ずいに吞のみ込まれる。

　最初は空気を震ふるわせる重低音なのか、自分の心臓の鼓こ動どうなのか判断がつかないほど、身体からだの芯しんまでびりびりと電流が走った。

　派手なネオンとピンクのハート形のバルーンで飾かざられたクリスマスツリーが目立つ。

　他ほかのクラブには行ったことがあるという土屋にちょこちょこついて回ることしかできないので、眞宙は彼に倣ならってドリンクチケットでカクテルをオーダーした。

　そこに駒田の知り合いだという例のフロアボーイがやってきて、「カイリたちはあの奥のＶＩＰルームにいるよ。女の子なら上げてあげるんだけどさ。気まぐれで下りてくることもあるから、偶ぐう然ぜん会えるといいね」と笑って去った。

　バーカウンターはＶＩＰフロアとメインフロアをつなぐ位置にある。

　──カイリたち……ってことは何人かでＶＩＰルームにいるってことかな。

　カイリのような芸能人は、このフロアを見下ろすかたちになっているＶＩＰ席とその奥のＶＩＰルームにいるらしい。下からＶＩＰ席を見上げても、グレーの色ガラスに光が反射しているせいで様子は見えないが、あちらからはフロアが丸見えになる。

「ＶＩＰがボーイに『女の子連れてきて』って頼たのめば、このフロアで美人さん捕つかまえて『ＶＩＰの奢おごりで飲まないか？』ってピックしてくんだって。店があらかじめ仕込んでおいた商売の女の子もまじってる。それじゃあもうキャバクラだよな」

　眞宙はいろんな世界があるんだなぁと思いつつ、ボーイに声をかけられてＶＩＰ席に上がっていく女の子を目で追った。

　ＶＩＰ席を押さえるだけなら一万円程度だが、とにかく予約が取りにくいらしい。常連客やお得意様、口くち利ききの予約で埋うまってしまうそうだ。

　カイリはすぐ近くにいるはずなのに、これじゃあきっと会えない。

　──またカイリに会える偶然を期待して。偶然も奇き跡せきも、そんな何回も起こらないよな。

　半分あきらめの気持ちで、眞宙は座ったスツールから辺りをぐるりと見回した。

　もっと怖こわそうな人がいっぱいいるのかと思っていたけれど、入ってみれば男性はサラリーマンふうのスーツの人がかなり多い。モデルなのかな、というくらい綺麗な女の人もいっぱいだ。

　気持ちよさそうに踊おどる人もいれば、立ち飲みしている人やラウンジのソファーで寛くつろいでいる人もいる。でも出会いを求めて来ている人が圧あつ倒とう的に多くて、フロアのそこかしこで、当然のようにクラブナンパが繰くり広げられているようだ。そこで何か小さな揉もめ事でも起こるとやたら体格のいいセキュリティーが飛んできて、客が店外へつまみ出されていく。

「いくらＶＩＰが悪くても、一いつ般ぱん客が追い出されるんだよ。ヒエラルキーはっきりしてる。上からＶＩＰ、女の子、優先入場した男性客、一般の男性客の順。上からゴミクズみたいなのを見下ろしてれば、そうとは意識してなくても歪ゆがんだ気持ちになりそうだな」

　土屋の言葉にはうなずけなかった。カイリにはそんなふうになってほしくないなぁと思う。

　いくらかして、土屋が「ごめん、ちょっとトイレ」と席を立った。

「あ～俺も女の子といい出会いないかなぁ」

「土屋さん、ちゃんと戻もどってきてくださいね」

　陽気に笑う土屋を見送って、もう一枚あるドリンクチケットをポケットから出した。すぐ傍そばにバーカウンターがある。待っている間にオーダーしておこうかなと、眞宙はスツールから立ち上がった。

　カラフルな色のリキュールの瓶びん、ずらりと並んだカクテル用のタンブラー、それらを照らすネオンサインが煌きらびやかだ。クリスマスイブだから、サンタやトナカイも飾られているし、アイシングクッキーやロリポップがテーブルのあちこちに置かれている。

　──カイリ……。クリスマスイブに、ここで女の子と出会ったりするのかな……。

　よくよく考えれば、カイリと会えたところでどうなるわけでもないのに。ただ会えたらいいなという一心で来てしまった。

　カクテルをオーダーして待つ間、カウンターにあったサンタのスノードームの雪を降らせて遊んでいたとき、その手のひらのガラスのすぐ向こうに信じられないものを見つけて、眞宙は息がとまった。そこにカイリの顔がにゅっと現れたのだ。

「──っ?!」

　スノードームを持ったまま眞宙が固まって彼の横顔を凝ぎよう視ししていると、カイリが視線に気付いて振り向いた。

　──なんでこんな、フロアのバーカウンターにいるの？　ＶＩＰって席にボーイがついてて、ドリンクなんていくらでも持ってきてくれるんじゃないの？

「…………」

　カイリはこちらをじっと見ているが、何も話しかけてこない……と思っていたら、顔を前に戻し、バーテンダーに「ティフィンオレンジ」とオーダーしている。

　──……え……無視されてる？　それか、気付いてない？

　スノードームの舞まい上がった雪がじょじょに下にたまっていくごとに、焦あせりが募つのる。

　──ど、どうしよう。会いに来たつもりだったけど、いざほんとに会えたら頭真っ白……。

　眞宙がそっと後あと退ずさったとき、カイリが突とつ然ぜんぐるんっと振り向いた。

　顔の三分の一ほどを覆おおうスノードームの向こうで、カイリが目を瞬またたかせている。

「……もしかして、眞宙？」

　強い疑問の口調に、彼は気付いていなかったのだと理解した。

　──僕がいつものメガネをしてないからだ！

「……はっ……はい……」

　レーザービームより鋭するどくて熱いカイリの視線に撃うち抜ぬかれる。

「いつものメガネがないから気付かなかった。眞宙って……こういうとこ来るんだ？」

　カイリは、信じられない、というような表情でそう問いかけてくる。

「は……い。わりと」

　こういう場所で遊び慣れてるふうにハッタリきかせて、との指南が頭の隅すみにあったからそう答えた。カイリに、面めん倒どうそうなやつだと思われたくない。

　ちょうどそのとき、カイリの背後のずっと先のほうに、トイレから戻ってくる土屋を見つけた。土屋もこちらに気付いて、「行け！　行け！」というようにこぶしを振り上げている。しかもその土屋のとなりには知らない女の子がいて、一いつ緒しよにバイバ～イと手を振られてしまった。

「ええーっ?!」

　眞宙が急に悲鳴を上げたので、カイリも「えっ？」と驚おどろいて怪け訝げんな顔になっている。

「……いや、あの……なんでもない……です」

「眞宙、ひとり？　ツレは？　いないの？」

「さっきまで一緒にいたんですけど……女の子とどっか行っちゃって」

　──土屋さん、まじであり得ないよ……！

「……上の、俺んとこ来る？」

　カイリにイケボで問われて、「ふぇっ？」と変な声を上げてしまった。

「俺、今、罰ばつゲーム中で。『隅友カイリ』って誰だれにもバレずにドリンクオーダーして上に戻るっていう。バレたらその子を連れてこいって言われてんの。今これ、上から見られてる」

　つまり誰かの命令で、ということらしい。

　カイリは渋じゆう面めんで首のうしろを搔かいている。

　それはそうだ。男なんて連れて上がったら顰ひん蹙しゆくだろう。

　ところが、カイリにがしっと腕うでを摑つかまれた。

「俺ほんとはもう帰りたいんだよね。眞宙、ちょっと協力してくんない？」

「えっ？　きょ、協力って何っ……」

　質問に対する答えを聞けないまま、カイリにＶＩＰルームのほうへ連行される。

　──何？　何があんの？　誰がいるんだよ？

　クラブなんて未知の世界の、さらにその奥へ。

　こんなところで遊び慣れたふりなんて、そんな簡単にできっこない。

　眞宙は訳も分からず「じいちゃん、ばあちゃん、おとうさん、おかあさん！　六本木で夜遊びなんてしてごめんなさい！」と心の中で叫さけんでいた。
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　失敗した。甲村晴紀がいるなんて聞いてない。

　事務所の先せん輩ぱい・船ふな津つに呼ばれて「少しだけ顔出しとこう」と思い、【ＡＳＨＢＹ】のＶＩＰルームに入ってから彼がいるのに気付いた。所属事務所やマネージャーから「妙みような遊びをしてるらしいから気をつけるように」と言われていた、その男が甲村だ。

　あまりあからさまに避さけるわけにはいかない。甲村が所属するＹ事務所は「潰つぶしにかかってくる」など、いろいろと黒い噂うわさも聞こえてくる。

　──うまく切り抜けないと……。

　甲村の女好きは有名だ。今日もＶＩＰルームに「そんなに必要？」というくらい女の子たちを侍はべらせてハーレムを形成している。

　ダーツで勝った負けたとバカ騒さわぎ。それほどまでにストレスを抱かかえているなら、事務所も仕事のやり方を考えてやればいいのに、と同情の気持ちすら湧わいてくる。

　船津の話では、酔よった甲村自身が「カイリを呼べ」と強く命令したらしい。

「悪いな。『最近カイリがつきあい悪い』ってゴネだしてさ。おまえもうまく躱かわしとけよ」

　そっと耳打ちされながら、かんべんしてくれよ、という本音を、船津に対してもあらわにするわけにいかない。まさに板いた挟ばさみだ。

　他ほかにも見たことのある男が何人かいるが、甲村の事務所の後輩らしい。

「カイリー、おまえ海外ロケの汚よごれ仕事ばっかして、マイル溜たまりまくってんじゃねーの？」

　甲村は笑え顔がおだが、嘲ちよう笑しようされているのか妬ねたまれているのか、判断に苦しむ。

「ハワイなら何往復かできるかもです」

「おお、連れてけよ、ハワイ。なー、みんなも行く～？」

　甲村は女の子たちに問いかけて、オーディエンスが「行く行く！」と沸わいている。

　そんな人数連れてけるわけねーだろ、と内心で毒づきながら、こんな意味のない会話をして何が楽しいのか、とむなしい気持ちでいっぱいになる。

　甲村をバカにするつもりはない。ただ悲しい。昔はかわいがってくれた人が、たった数年で人が変わったような顔つき、言動になるのを目まの当たりにすると、思い出もぜんぶどぶに投げ込まれた気分だ。

　幼い頃ころからこれまでも、そういう人をたくさん見てきた。

　──俳優の仕事、うまくいっていそうだったのに。

　転げ落ちた先ではもっと悲ひ惨さんな目に遭あう。

　大人が大勢の大人たちに向かって土下座をするとか、針の筵むしろに座る人をサンドバッグみたいにさらに追い込むような場面、さんざん持ち上げて囃はやし立てておいての手のひら返しも、自分が当事者でなくてもつらい。

　でもそれをただ傍ぼう観かんするしかないし、巻き込まれるわけにいかないのだ。

　──なんとか逃にげ出さなきゃ……。

　罰ゲームの内容は分からない。でも負けたほうがうまい逃げ道につながるかもしれない。

　可能性に賭かけて、カイリは次のダーツでわざと負けた。甲村に言い渡わたされた罰ゲームは『バーカウンターで隅友カイリってバレずにアルコールを買うミッション。バレたらその子をＶＩＰルームに連れてこい』だ。

「スマホは置いてけよ。上から見ておくから、逃げるのナシな」

　にやりと笑う甲村は、酔っているわりに頭がちゃんと働いているらしい。

　──ボーイになんとかしてもらうには……。

　ＶＩＰ席にいるのと違ちがい、下のフロアでサービスしているボーイは口が軽いのが多い。

　何かいいチャンスがないかと思案しながら、なるべく目立たないようにバーカウンターの端はしのほうに立つ。

　そのとき左ひだり頰ほほに視線を感じて、カイリはふと隣となりを見た。

　スノードームの雪がふわふわと舞まう、その奥に、大きく目を見開いた男が座っている。

　──……なんか見たこと……ある……ような……。

　気のせいか？　と思いながら、バーテンダーに「ティフィンオレンジ」をオーダーした。

　──……じっと見られてるみたいだけど……これってその男に『隅友カイリ』ってバレたことになるのか？

　あいかわらず凝ぎよう視しされているのを感じつつ、声をかけられなければセーフだろ、と結論付けながら、なんだかその男がやっぱり誰かに似ている気がして、今見た顔と記き憶おくを頭の中で照合する。

「……！」

　ひとり、あり得ない人物が該がい当とうして、カイリはぐるんっと彼のほうを向いた。

　レーザービームがうるさく瞬く中、顔の三分の一ほどを覆うスノードームの向こうで、男は眸ひとみをうるうるさせている。

　カイリは顔を顰しかめた。確信はなく、もやもやとするせいだ。

「……もしかして、眞宙？」

　罰ゲーム中だということがスコンと頭から抜けるほどの衝しよう撃げきで、うっかり自分から声をかけてしまった。

　カイリの強めの問いかけに対し、彼が気け圧おされたように「……はっ……はい……」と答えるが、驚いているのはこっちも同じだ。

　──いつものメガネが……ない、からか……。

　あえてメガネを外してきたのか、いつもがあえてかけていたのか。何度か『ＯＲＧ』で会って話したときの彼と、目の前にいる彼とは、服装から何から、あまりにもイメージがかけ離はなれている。

「いつものメガネがないから気付かなかった。眞宙って……こういうとこ来るんだ？」

　本当に同一人物？　と問いたくなるほど、こういうけばけばしい場所にいそうにないと思っていたからだ。それはカイリが抱いだいた勝手すぎるイメージだったということだろうか。

「は……い。わりと」

　カイリの問いかけに対し、眞宙は心ここにあらずといった様子で、その目線はカイリを通り過ぎて背後に向かっている。だから知り合いでも見つけたのかと思った。

　見守っていると眞宙の表情が騒がしくなり、どうしたのかと気になった瞬しゆん間かん、急に「ええーっ?!」と悲鳴を上げる。ところが、何があったのかカイリが問いかけても、眞宙に「なんでもない」と返された。

　だったら、気になる別の質問をする。

「眞宙、ひとり？　ツレは？　いないの？」

「さっきまで一いつ緒しよにいたんですけど……女の子とどっか行っちゃって」

　つまり、ひとりになってしまったらしい。

　なんとなく放ほうっておけない。放っておけない、というのも、『ＯＲＧ』で見た眞宙に対するカイリの勝手なイメージによるものかもしれないが。メガネがないせいなのか、途と端たんに全体的に無防備な雰ふん囲い気きが濃こくなり、すごく危なっかしい印象だ。

　──これ、誰だれかに連れてかれそう。

　性的指向を誰も掲けい示じして歩かない。男が女だけを求めてこういう場所に集まっているわけじゃないのだ。これからもっと夜が深まって、比例するように血中アルコール濃のう度どは上がる。深夜三時のクローズ間ま際ぎわになれば、このフロアに残るのは欲望もあらわな人ばかりだ。それを眞宙自身が求めて、ここに来ているのかもしれないが。

　──こんなとこに置いていけない。

　そのときようやく罰ばつゲーム中だったということを思い出し、同時に、眞宙に協力してもらったらここから脱だつ出しゆつできるかも、という名案が閃ひらめいた。

「……上の、俺んとこ来る？」

　カイリが誘さそうと、眞宙は「ふぇっ？」と戸と惑まどった声を上げる。

　うまくいけばここから出られるが、失敗すれば巻き込んでしまうかもしれない──罰ゲーム中だという事情を眞宙に説明している途中からそんな危き惧ぐがよぎって、カイリは渋じゆう面めんで首のうしろを搔かいた。一度は名案かと思ったが、やはりできるかぎり無関係の人を巻き込みたくない。寸前になって惑う。

　そのとき、眞宙の前方からうしろへ回って、上から下までじっとあやしい目つきで値ね踏ぶみする男にカイリは気付いた。カイリがここを離れれば即そく、眞宙に声をかけるつもりなのか、すぐ背後につけている。

　──やっぱここには置いていけない！

　眞宙は甲村の守備範はん囲いにない『男』だ。上に連れて行ったところで、眞宙を困らせることにはならないはず、と算段する。

　カイリはドリンクを受け取ると、眞宙の腕うでを摑つかんだ。

「俺ほんとはもう帰りたいんだよね。眞宙、ちょっと協力してくんない？」

「えっ？　きょ、協力って何っ……」

　眞宙をそこから連れ去り、ＶＩＰルームに入る手前で、カイリは彼と向き合った。

　暗がりで、眞宙の眸はやっぱりうるりと濡ぬれている。じっと見ているとふらふらと吸い込まれそうだ。

「あ、あの……スノードームあそこから持ってきちゃったんですけど」

　眞宙の手にはバーカウンターに置かれていたオブジェが。

　カイリはまったく緊きん張ちよう感かんのない眞宙に破顔した。

「あとで返せばいいよ」

「あの……今から何するんですか。誰がいるんですか」

「中にいるのは俳優とかやってる甲村晴紀と、その一派。眞宙は、俺が話すことに対してうなずくか、合わせるだけでいい。で、俺と一緒に帰ろ？」

「か、帰……」

「ツレ、いないんでしょ？　それともまだここで遊びたい？」

　カイリが問いかけると、眞宙は眸をうろうろさせるばかりで明確な返事をしない。

「……俺より？　ここで遊びたいの？」

　選ばれる自信はある。だから問う。

「えっ、いや、あ、カイリと一緒がいい……です」

　満足する答えを引き出せて、カイリはにんまりとほほえんだ。

「眞宙、これはミッションだから。俺と眞宙はプライベートの『友だち』で、さっきのバーカウンターでたまたま会った。ここまでは事実だからだいじょうぶだよな？　まず、人ひと質じちにされてる俺のスマホを取り返す。眞宙は下でだいぶ飲んでたってことにして、酔よいつぶれたふりしてくれる？　俺が連れ帰るって理由で一緒にＶＩＰルームを出る。ＯＫ？」

「……おーけー、です……」

　こくりとうなずく眞宙は、カイリが知るいつもの眞宙だ。やっぱり格好が違ちがうだけ、のような気がする。

　ＶＩＰルームに眞宙を連れて戻もどると、甲村は「男かよ！」と爆ばく笑しようした。

「気付かれたっていうか、俺が声かけちゃって。リアルに知り合い、友だちだったんで」

「は？　トモダチ？」

「プライベートの。よく行くカフェの店員さん。何度か話すうちに仲良くなったんだよな？」

　若じやつ干かんのフェイクを混ぜた説明でカイリが眞宙に同意を求めると、眞宙はこくんとうなずく。

「おまえまじウケんな。だったら別の女連れてこいよー」

「ゲームの主しゆ旨しは『隅友カイリだとバレないか』ですもーん。バレちゃいましたから。それになんか下でずいぶん飲んでたみたいで……」

　ぐいと眞宙の肩かたを抱だき寄せて、予定どおり酔ったふりをさせたとき、女のひとりが「カイリのお友だち、かわいい～！」と黄色い声を上げた。

　──うーわ、そっちかよ！

　ここにいる女のことははなから頭になかった。そういえばなぜ自分は『男に持ち帰られそう』ということばかり心配したのだろうか。

「カイリもそいつも座れば？」

　甲村の余計な気き遣づかいに舌打ちしたくなる。女たちがわっと眞宙に群がり、引き剝はがされそうになって、カイリは焦あせった。

「ちょーっ、ちょっと、だめ、だめ、さわったら」

　延々と突つき出されてくる女の手をやんわりと押し返す。

「えー、なんで？　お友だちはべつにカイリのじゃないでしょ～？」

「あーっ！　だめ！　だ、だからっ、だから！　俺のなのっ！」

　さわらせたくなくて眞宙を胸に抱き込んで大きく喚わめくと、女たちがぴたりと動きをとめた。

　甲村やその取り巻き、船津、ＶＩＰルーム全員の視線を一いつ斉せいに浴びる。

「……まじかよ、カイリ。おまえまさか、はやりのＢＬ？」

　そう指さして甲村がけらけらと笑いだし、「おまえまじウケんな。汚よごれ芸に走るゲイ？」と腹を抱かかえた。

「業界で生きてくために見境ないな。今度はそういうネタで行くの？」

「べつにネタじゃないし」

　仕事もひっくるめてばかにされて腹が立ち、言うに事欠いてそう返す。

「わーお、まじなの？　それはそれで、だな。どうすんだよこの空気。みんな引いてんじゃん」

　脚あしを組んでにやにやしながらふんぞり返る甲村に、女の何人かが「え～いいと思う～」「ＢＬ好き～、いいじゃん」と、ここからどう転がるか分からない擁よう護ごをしてきた。

　胸に顔を埋うずめたままの眞宙は、カイリが抱いているから動けずにいる。

「そいつ酔ってんだろ？　いーよ、隣となり使う～？」

　甲村が言う『隣』というのは、このＶＩＰルームに併へい設せつの、ソファーだけが置いてある『部屋』だ。ギャラリーの連中は目配せしあったり、耳打ちしたり、どことなく不ふ穏おんな空気が満ちはじめた。　>>>♥

「いや、連れて帰ります」

　きっぱりと告げて、テーブルに置かれたままだった人質スマホに手を伸のばす。ところが摑む寸前に、甲村がそれをさくっと取り上げた。

「……甲村さーん」

　腹の底が苛いら立だちで煮にえるが、ぐっとこらえる。

　煽あおられて揉もめれば、この男の思う壺つぼだ。

　──ケンカだけはだめ、ぜったい。とにかく眞宙だけは護まもんなきゃ。

　カイリは決意ののちにすっと身を起こし、眞宙の腕をしっかり摑んで引き寄せた。

「んー……じゃあちょっと休ませてもらおっか」

　眞宙が「え？」と素すの声を上げるのと同時に駆かけだし、その部屋に突とつ進しんして飛び込んだ。

　内側から素早く施せ錠じようする。とりあえずこれで、しばらくはあっち側からこちらへは入れない。

「…………っとに腹立つっ……！」

　歯ぎしりしたまま口の中で恨うらみ節をつぶやくと、ほとんど抱えた状態だった眞宙が啞あ然ぜんとした顔で見上げてくる。

「あ……あぁ、ごめんね、巻き込んで。……っもう最悪だ。ねぇ眞宙、スマホ持ってる？」

「持ってますけど……」

　カイリはひとまず眞宙を放して「スマホを貸してください」と両手を合わせた。眞宙は不安そうな顔をしている。

「どうするんですか？」

「マネージャーに電話する。奪うばわれてる俺のスマホは指し紋もん認にん証しようでしか開かないからどうせなんもできない。まじであいつクソガキかよ」

　あの男に屈くつ服ぷくしたのではなく、それよりずっと大切なものを護るためだ。でも甲村のほうは、たいして意味のないいやがらせをして、困らせ、それでも逆らえないカイリを見て優ゆう越えつ感を得ている。甲村の歪ゆがんだ承しよう認にん欲求の顕けん示じ方法は、まるでだだをこねるだけの子どもと同じだ。

　眞宙がポケットから出したスマホを受け取って、カイリはもう一度ちゃんと謝ろうと眞宙と向き合った。

「ほんとにごめん。うまく切り抜ぬけられなくて巻き込んだ。でも、ぜったい護るから。あいつらに指一本ふれさせない」

「…………」

　眞宙は最初驚おどろいた顔で、とくに言葉はなかったけれど、やがて少しはにかんで笑ってくれる。

　──……かっ……かわ……。

　メガネがない分、いつもより眞宙の表情が分かりやすい気がした。

　マネージャーのスマホと、事務所の電話番号だけは覚えている。すぐに連れん絡らくが取れて、助けてほしいとお願いし、通話を終えた。

　あとは事務所とマネージャーが、どうにかしてくれるはずだ。

「どうしてあの人……カイリにあんないじわるなんですか……」

　眞宙は険しい表情で、どうやら甲村に腹を立てているようだ。

「クスリかなんかでラリってんだろ。理解できないよ、俺も。前は、あんな人じゃなかったんだけどな……」

　どっと疲つかれを感じてソファーに座り込む。

　心が痛い。甲村に「呼べ」と言われて、騙だますかたちでカイリを呼び出した事務所の先せん輩ぱい・船津も、二度と信用できないなと思う。

「きっと、さみしいんでしょうね、あの人」

「え？」

「あんなにたくさん女の人や友だちに囲まれてても、ひとりぼっちに見えました。本当には、安心できる場所がないんだろうな」

　甲村に対して同情を寄せる眞宙に、カイリはなんだか焦る気持ちにさせられる。

「そんなのあいつの自じ業ごう自得だろ」

「そうですけど、そうなりたくて、なったんじゃない……と思うし」

「……俺だって、本当に安心できる場所なんか、ないよ。でも、あんなふうにはなりたくない。俺はならない」

　ふてくされたような口調で言い、実際、むすっとしてしまった。

　なんだか、とてつもなくおもしろくない。こっちじゃなくてあっちに眞宙が気持ちを寄せている気がしていやなのだ。

　気まずい沈ちん黙もくが流れる中、カイリはふと、自分の胸の真ん中辺りにある感情に気付いた。

　──俺、眞宙を……独り占じめしたいのか。

　答えは簡単だ。眞宙に対して好意があり、かつ、他ほかの誰だれにもとられたくないからだ。

　──あまりにも会えなくて、会いたいテンションがちょっと下がってたけど。

　カイリが早朝にマンションを出るときはまだ開店していなくて、遅おそくに帰宅すれば当然その日の営業を終えている。クローズする時間が分かっていても、もしかしたらあのときみたいに店内にいるかも、と気になって、毎日わざわざ店の前を通ったりして。連絡先くらい訊きいておけばよかったのだが。完全にすれ違いの日々で、自分の気持ちと向き合うことがなかったから今まで気付かなかった。

　──相当、会いたかったんだ。

　下のフロアに置いていくのもいやで連れてきてしまい、結果、揉め事に巻き込んだけれど、それでもやっぱり、あそこに置いてくればよかったとは思えない。あっちはあっちで、自分の手で護れないからだ。護ってほしいと、彼から頼たのまれてもいないのに。このひとりよがりの感情の根っこにある想おもいが、理り屈くつ抜ぬきにカイリを衝つき動かす。

　──……俺、眞宙が好きだわ。

　カイリは眞宙の横顔を見つめた。メガネがないだけなのに、異様に心をざわざわさせられる。もともとある目元の色っぽさを、縁ふち付きメガネがだいぶ隠かくしていたようだ。一度そういう意味で彼を見始めると、くちびる、頰ほお、首筋と、とにかくあちこちにふれたくなってくる。

　──セックスアピールすげーな……それとも、俺のほうがそういう目で見てるから？

　ティーンエージャーでもあるまいし、誰でも彼でもを性対象としては見ない。

　同性と恋れん愛あい関係になったことはないけれど、自分の性的指向は明確に定まっていないのかも、と漠ばく然ぜんと思っていた。幼い頃ころからいろんな大人たちを見てきたので、あらゆる猥わい雑ざつなものにふれるのが普ふ通つうの子どもより早かったせいもあるかもしれない。性せい衝しよう動どうを覚えるのに性別など関係ないんだと、十代の頃から気付いてもいた。

　ちらっと眞宙のほうを見ると、眞宙もじっとカイリの様子を窺うかがってくる。

「……眞宙」

　手を伸ばして、彼を呼ぶ。眞宙はどうしたらいいのか分からない様子で足を踏ふみ出し、カイリの傍そばへ寄ってきた。

　差し伸べた手を取ってほしいのに、眞宙はそうしてくれない。

　まぁいいや、とそこは譲ゆずって、でももっと近付きたいから「座れば？」と声をかけた。

「マネージャーが来るまで、たぶんちょっと時間かかる」

　眞宙は、今度は隣となりにそっと腰こしを下ろしたものの、少々居い心地ごこちが悪そうにしている。微び妙みように離はなれている距きよ離りをカイリのほうから詰つめると、眞宙が膝ひざの上でスノードームをぎゅっと摑つかむのが分かった。

　ふたりの間にまだあきらかな隔へだたりを感じる。それが、緊きん張ちようのせいなのかカイリに対する警けい戒かい心しんの現れなのかが分からない。

「怖こわかった？」

　眞宙は戸と惑まどった顔つきで、「少し」と答えた。いきなり不穏な場に巻き込まれて、彼が落ち着かない心地になるのも仕方ない。

「ごめんね、ほんとに」

　単純にさわりたいのと、警けい戒かいされたくないのと、慰なぐさめるつもりで頭をなでた。最初びっくりしたらしく眞宙の肩かたが跳はねて、そんな反応にめげずによしよしを続けると、眞宙はじっとおとなしい猫ねこみたいに伏ふし目がちにしている。

「さっきさ、下のフロアで話したとき、眞宙が『わりとこういうところ来る』みたいなこと言ってたじゃん？」

　なでられ続けてぼんやりしていたのか、眞宙は呼ばれてはっと顔を上げた。その拍ひよう子しに彼が手から離れたので、カイリの指は宙に浮うく。

「……えっ、あ、はい」

「女の子と、遊ぶんだ？」

「えっ？　いえっ、違ちがいます！」

「えっ、じゃあ……男と？」

「おとっ……男…………しかない、ですよね……」

　女の子を否定したのだから、相手が男に限定されるのはたしかに彼の言うとおりで、野や暮ぼな質問だった。

　──まじかよ。じゃあ、これってチャンスじゃん？

　そうと知った途と端たんに、カイリの中で火が点ついた。

　再び眞宙の髪かみにふれる。指先で髪を弄いじって、頭皮をくすぐる。なでながらじっと観察すると、眞宙の雰ふん囲い気きがわずかに柔やわらかになったように見えた。抵てい抗こうを微み塵じんも感じなくて気分がいい。

「ふぅん……なんていうか、ちょっとイメージと違った、かも」

「イメージ……僕の、ですか？」

「だってさ、野菜おいしいアピール懸けん命めいな、ナチュラル志向で素そ朴ぼくなイメージの眞宙が、夜はこういうところで男と遊んでますって。あーやっぱりね、とはならないよ」

　人は見かけに依よらない、と昔から言うけれど、眞宙には本当にその言葉が当てはまる。

「……見かけと中身が違ってるのなんか、普通だと思います」

　部屋が薄うす暗ぐらいせいか、距離が近いせいなのか、眞宙の眸ひとみがとろりととろけて映り、カイリはがらにもなく緊張して、どきどきし始めた。

　眞宙は両手で持ったスノードームを手のひらで混ぜている。

「……カイリは……こういうところでいつも、女の子と遊んでるんですね」

　目線を上げて少し責めるような口調だ。

「俺のほうは『チャラ王子』のイメージどおりだった？」

「……そんなことは……」

　そのお気き遣づかいには感謝するが、プロアイドルとしては、タレントイメージを守らないといけない。第一、「本当は根暗」とか「じつは愛妻家」とか、二面性を笑いに昇しよう華かするようなポジションじゃないのだ。

　──若い頃はこういうところで遊んでもいたけど、今はたまにつきあいで顔出す程度。ダンスレッスンやらボイトレやらまじめにやってたら、こういうところに来る暇ひまないしー、なんて『チャラ王子』としては言えないけどね。

　眞宙はふたりが座ったソファー以外は何もない部屋を見回して、再びスノードームに目線を戻もどした。

　この部屋がどういう行こう為いのために用意されているのか、眞宙だって分かっているだろう。

　場所のせいか、雰囲気のせいか、なんだかやっぱり『ＯＲＧ』で見ていた眞宙とは違うように感じる。

「カイリがイメージどおりの人だったとしても……、僕は男だから」

　関係ないですよね、と眞宙は思っているらしいが、それは間ま違ちがいだ。

「俺もともと性的に興奮するのって性別関係ないんだけど、実際には男との経験はないんだ。でも眞宙だったら……」

　本能で「他の男に盗とられたくない」という気持ちが湧わき、俺のものだから誰もさわるなとマーキングしておきたい衝しよう動どうを覚える。

　責めるような目つきが、「相手が僕だったら、するの？　しないの？」と色っぽく問いかけてくるように見えて仕方ない。

「そういう顔して誘さそうわけだ？」

　他の男を。

　それなら、ぐずぐずしている意味なんてない。

　くすぐっていただけの指を広げて、眞宙の頭を摑むようにして引き寄せる。

「……っ」

　眞宙が息を吞のむタイミングで、くちびるを塞ふさいだ。

　両りよう腕うでで抱だき寄せて、くちびるの合わさる部分を深くする。

　──うわっ……やわらか……。

　まるで誰だれもまだふれていないような、真っ白な新雪を踏む心地だ。　>>>♥

　ぎゅっと胸が軋きしむ。こうしたかったんだ、と痛感する。

　一度くちびるを合わせると、今までどうしてこれをしないでいられたんだろう、と自分の感覚が分からなくなるほど、眞宙とのくちづけに夢中になった。

　ここがどこだとか、置かれた状じよう況きようだとかが、ぜんぶ頭から飛ぶ。

　くちびるの薄い皮ひ膚ふにただふれるだけじゃなく、もっと深く入り込みたい衝動に駆かられ、カイリのほうからあわいに舌を差し入れた。

「……んっ」

　ぎゅっと腕を摑まれている。その眞宙の指はカイリに縋すがっているのでもなく、かといって誘われているかんじもしない。でも出方を窺うとか、駆け引きするとか、カイリのほうにそんな余よ裕ゆうがなかった。

「……あっ……」

　眞宙の戸惑う声に気付いても、両腕で身体からだを抱かかえ込んでくちづけをやめない。

　そのとき、ごとんっと、重い物が床ゆかのカーペットを叩たたく鈍にぶい音がした。

　さっきのは、スノードームが手から滑すべり落ちたせいで、そちらに気を取られたのかもしれない。でもそんなことに意識の一いつ片ぺんすら持っていかせたくない。

「よそ見だめ」

　一度くちびるをほどいて、今度は嚙かみつくように塞いだ。

　窘たしなめたあとに、とびきりやさしくかわいがりながらくちづける。すると腕の中の眞宙の背筋が、びくびくと震ふるえるのが伝わった。

　内側の濡ぬれた粘ねん膜まくに舌をすべらせたらそれだけで、下腹部がじんと熱く痺しびれる。

　開けて、というように歯列をくすぐるうちに眞宙の身体の力がふっと抜ぬける瞬しゆん間かんがあって、その隙すきに舌を深く潜もぐり込ませた。

　濡れた粘膜がふれあった途端、全身が歓かん喜きするような興奮を覚える。ひと舐なめするごとに気分が高こう揚ようし、身体が昂たかぶっていく。

　カイリは眞宙のくちびると舌をしゃぶって、彼を夢中で味わった。

　眞宙は甘くて柔らかだ。彼の隅すみ々ずみまでぜんぶ、食べつくしたい。

　重低音のＥＤＭがうるさく響ひびいて水音を搔かき消すから、脱だつ力りよくした頭を支えるついでに眞宙の耳を塞いでやる。そうするとつながった口こう腔くう内に響く水音は、より大きく耳に届く。

「……んぁ……」

　眞宙が喉のどの奥から小さく声を漏もらすのを聞いて、キスに感じてるんだと分かるともっとかわいがりたくなった。指で耳をくすぐり、なでて、愛いとおしむ。

　カイリは眞宙の反応が目でも見たくて、薄くまぶたを上げた。

　そこにあったのは無防備に身を預けてとろけきった眞宙の表情で、それがカイリの心をぎゅっと鷲わし摑づかみにした。もっと夢中にさせたい。もっとぐるぐるに搦からめ捕とって絡からみ合いたい、という欲望がせり上がってくる。

「眞宙……綺き麗れいな目をしてるから、メガネないのいいね。キスしやすいし」

　キスをしようとカイリが顔を寄せると、眞宙の眸がとろんととろける。

　眞宙の柔らかなくちびるをやさしく吸って、ゆるんだところに舌を差し入れた。

　くちづけに夢中になりながらも、どうして眞宙は抱き返してくれないんだろう？　どうしてくちづけに応こたえてくれないんだろう？　と考える。

　抱いた手の指をいっぱいまで広げて、眞宙の背中や腰こしをなでていると、カイリの胸をぐっと押し返そうとするのが分かった。

　気付かないふりをしたい。このままじわじわと確実に快感を引き出して、抵抗を忘れさせ、なし崩くずし的に自分のものにしてしまいたい。

　ダイレクトに性せい行こう為いを意識させる部分をさわる。服の上から内うち腿ももの隙すき間まに手をさし込み、彼の股こ間かんのふくらみへ向かおうとしたとき。

「カ、カイリっ」

　明確な抵抗で、手をとめられた。

「……なんで？　……だめ？」

「こういうことして……後こう悔かいするのカイリのほうです」

　視線を交えることなく、眞宙にそう言いきられた。今の言い方だと、男と遊び慣れた眞宙にとってはたいしたことではないけど、という意味も暗に含ふくんで聞こえる。

　こんなもうひと押しでいける段階で拒きよ否ひされたのははじめてだ。

　──そもそも好みじゃないのを、ていよくお断りされてるだけか？　芸能人に言い寄られていい気になんかならないし、そういう男を相手にしなくても足りてる、とか。

　抱き返してくれない、キスに応えてくれない意味がなんとなく伝わって、カイリはようやく手を引っ込めた。

　──これ……俺、ふられたのかな。

　ふられるとはまったく思っていなかった自分に驚おどろきだ。驚きすぎて、喜き怒ど哀あい楽らくといった感情がすぐに湧いてこない。ただ啞あ然ぜんとした。

　すると今度は慌あわてた様子で眞宙が「カイリのことがきらいとか、さわられたくないとか、そういうんじゃなくて」と弁解してくる。

　──つまり「好きじゃないから、拒否」ってわけではないんだ？

　カイリが声をかければ、ばたばたとしっぽを振ふるような女の子しか相手にしたことがなかった。だからといって「こんな反応は新しん鮮せんだ」なんてドライにかっこいいふりもできない。

　──断固たる拒絶や完全にふられたわけでもないけど、歓かん迎げいもされてない。こういうとき、どうしたらいいんだっけ……。

　横おう柄へいな言い方をするなら、先に相手が好きになってくれるばかりで、カイリのほうから好きになった人を追いかけた経験がないのだ。

　眞宙に言われたことに対してどう返せばいいのか考えあぐね、カイリが黙だまったままなので、彼も同様に沈ちん黙もくしている。

　気まずい空気が満ちる中、突とつ然ぜん部屋のドアが開いて、外から解かい錠じようしたらしい店のスタッフとマネージャーの坂巻が顔を出した。そしてカイリの姿を見るなり、「はあぁ……」と大きなため息をついている。カイリのほうも坂巻の姿を見てようやく、置かれていた状況を思い出した。

「船津くんから簡単に経けい緯いは聞いた。とにかく何か事が起こる前に連れん絡らくくれてよかったよ。甲村晴紀はあっちのマネが連れてったから」

　坂巻が取り返してくれた人ひと質じちスマホを受け取り、ほっとする。「手間取らせてすみません」と謝ると、坂巻はカイリの背後にいる眞宙に「どなた」と声をかけた。

「たまたま下のフロアで会って。ほら、うちのマンション近くのサンドイッチ屋さんの」

　カイリの説明に、坂巻は「あ……あぁ」とうなずいている。

「うちの隅友カイリがご迷めい惑わくおかけしたようで」

「い、いえっ、何も！　カイリは僕を助けてくれて」

　坂巻は「助けた？」と目を大きくしているが、カイリが「そもそも俺が悪いんだからさ」と話を切った。手出しされないようにこの部屋に立てこもったのも眞宙を盗とられまいと行動したことが発ほつ端たんなので、変に美談にされるのは恥はずかしい。

　それからクラブを出て、坂巻の運転するワンボックスで自宅マンションまで送ってもらうことになった。「自分で帰れます」と言う眞宙をなだめて、同乗させる。

　聞けば、眞宙の自宅はカイリが暮らすマンションからそれほど遠くない。

　眞宙はカイリの隣となりで気まずそうにして、静かに座っている。

「ねぇ、あしたはお店、休みだよね」

　カイリが話しかけると、眞宙は心ここにあらずな表情で「はい」と答えた。

「なんか用事ある？」

「……とくには……」

「んじゃあさ、あしたデートしよ。といっても、ランチくらいしかできないんだけど」

　スマホを弄いじりながらあくまでも軽く誘さそう。でも、デートだと頭の隅で意識はしてもらいたい。

　何も返事がないので、ちらっと横を見た。

　眞宙は振り向いて固まっている。まばたきを忘れたように、目も、口も開きっぱなしだ。

「……あー……そっか、クリスマスだもんな。先約あって無理だったら」

「無理じゃないですっ………………行きたい……」

　慌てて強く否定して、控ひかえめに願望を口にする眞宙に、カイリは少し笑った。眞宙は行く行かないで迷っているというより、頭でいっぱい考えてしまうタイプなのかもしれない。

　カイリは「連絡先、交こう換かんして」と眞宙にスマホを向けた。

「……連絡先……」

「ＬＩＮＥと、スマホの番号も」

「は……はい……」

　眞宙はあいかわらずちょっとぼんやりしたかんじだ。それからはっとしたようにポケットに手を突つっ込み、スマホを出してきた。

「ひどいクリスマスイブにしちゃったから、お詫わびさせて。あしたは仕事が入ってんの、夜からなんだ。眞宙は？　ランチ行ける？」

「はい……」

　個人的なデータを交換したあと、眞宙はスマホの画面にじいっと見入っている。

「なんか食べたいものとか、行ってみたいレストランとか、あれば」

　眞宙はぶんぶんと首を振って「そんな……」と遠えん慮りよの言葉を返してきた。

「でも好みとか分かんない。あー……クリスマスだからどこもいっぱいかなぁ」

「でも……あの……ほんとに思いつかないです。東京に来てまだ半年くらいだし……」

「あ、そっか。じゃあ適当に決めていい？　苦手な食べものある？」

　眞宙が「ないです」と答えたので「ん、分かった」とそこで話を切り上げた。とにかくあしたの約束を取りつけたから、今日の収しゆう穫かくとしては充じゆう分ぶんだと納なつ得とくする。

　眞宙が「ここでいいです」と言った場所で車を停とめ、カイリは見送るためにドアの際きわに身を乗り出した。

「今日は面めん倒どうなことに巻き込んで、ほんとにごめんね」

「いいえ……ここまで送ってくださって、ありがとうございました」

　眞宙はハンドルを握にぎる坂巻にも礼を述べて、ぺこりと会え釈しやくして一歩下がった。

　とても久しぶりに会えたし、本当はもっと一いつ緒しよにいたい。このままクリスマスイブの夜のやり直しをしたい。でもそう思うカイリと眞宙の間には、手が届きそうで届かないほどの隔へだたりがある。

「あした、ＬＩＮＥする」

「……はい」

　とろりと濡ぬれた眸ひとみでじっと見つめられれば、吸い寄せられるようにしてうっかり車から降りてしまいそうだ。

　運転席からの制せい御ぎよでスライドドアを閉められて、ワンボックスがゆっくりと発進した。

　振り返り、遠ざかっていく眞宙の姿を目で追う。眞宙もカイリが乗った車を見送ってくれている。スモークガラスだから、眞宙からはこちらの様子が見えないはずだ。

　けっきょく、直線の道路が終わるところまで互たがいを見つめていたのに、眞宙はきっとそれを知らない。

「カイリ……どうしたぁ？」

　坂巻がバックミラー越ごしにこちらに目線を送ってくる。その目がちょっと笑っているので、カイリの様子がいつもとどう違ちがうのか、坂巻はちゃんと気付いているのだ。

「……あの子に惚ほれちゃいました」

「まじか。言ったの？」

「いや、言ってない。あっちは俺のこと、そういうふうには見てない。むしろ警けい戒かいされてるかんじかな……」

　身体からだから入れば手っ取り早くどうにかなりそうだけど、軽けい薄はくな関係を軽けい率そつに結びたいわけじゃない。

「男かぁ……うーん……」

「分かってますよ。全面的に賛成されないことくらい」

　あらゆる差別をなくそうという世間の動きと現実には、隔たりがある。頭では理解していても、本能で拒絶したり、生理的に受けつけられなかったりする人だっているのだ。

「……まぁ、カイリも大人だしな。でも今ついてるスポンサー様の機き嫌げん損そこねるわけにいかないから、カミングアウトやら開き直って堂々とされるのは事務所的に困る。その辺踏ふまえてうまくやれよ」

　うまくやれ、はＯＫと同義だ。

「えー、いいの？」

「これは坂巻個人の意見であり、公式見解ではございません。ヤク中のお友だちのご乱行に巻き込まれるとか、クソ面倒な女性関係で揉もめるよりは百倍マシだよ」

「出た、ブラック坂巻」

「よっぽどおかしなことしない限りはいいよ。仕事内容が変われば、スポンサーだって変わる。ＣＭ契けい約やくで稼かせげないなら、他ほかにもやりようはある。まっ、そもそも『チャラ王子』隅友カイリに、イメージアップに貢こう献けんできそうなお綺き麗れいなＣＭはあんま来ないしなっ、あはは」

「担当してるタレントにそういうこと言う？」

　言いたい放題だが、ピンチのときほど助けてくれる信しん頼らいしている人だからいやな気持ちにはならない。他の誰だれにも言わないことだって明かせる、心底頼たよれるマネージャーだ。

「あの子、純じゆん朴ぼくそうじゃん。いい子っぽかった」

「……なんかさぁ……素朴でかわいいだけかと思ったら、ちょっと予想外だったんだよな」

　だからますます惹ひかれたのかもしれない。

　窓の外の景色を眺ながめながら思い出すのは、カイリを見つめるときの、夜の色よりずっと黒い濡れた眸と、柔やわらかなくちびるの感かん触しよくだ。粘ねん膜まくを舐なめた感覚が蘇よみがえっただけで、カイリは背筋をぞくりとさせた。

「どうしよ……あんな気持ちいいキス、はじめてだった。一晩中でもキスしてたい」

「あー……分かる分かる。それ、相当好きだな」

「俺、ちゃんと恋れん愛あいしたことないからさぁ……今日なんて不特定多数に見境なく嫉しつ妬として、やっと気付いた。そういえば、俺この子にめちゃめちゃ会いたかったんだな、とかさ」

　坂巻は、恋愛経験皆かい無むゆえのカイリの鈍にぶさを笑っている。

「今バイバイしたのに、もう引き返したい。キスもしたいけど、さわりたいな……」

　恋こいに浮うかれる心がそわそわして、くすぐったいかんじもある。

　恋をしたら、みんなこんなふうになるのだろうか。

　肉欲とは別の、心が波立つ心地ここちをはじめて知ったばかりだ。どう攻こう略りやくしたらいいのかぜんぜん見当がつかない。

「ねぇ、休日の朝って何時くらいにＬＩＮＥしたらいいんだろ」

「とうとう子どもみたいな質問を始めたな。あの子の店、いつも朝早いんだろ？　休日は寝ね坊ぼうしたいもんじゃない？　早く会いたいのは分かるけど、せめて八時過ぎ、九時頃ごろまで寝かせてやれよ」

「そっか……やさしい気き遣づかい大事だな」

　タレントとしての好感度より、今は眞宙にとっての好感度のほうがよっぽど気になるのだ。
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　シンデレラがカボチャの馬車を降りた直後は、きっとこんな気持ちだったに違いない。

　──……今のは、なんだったんだろ……夢かな……。

　それともクリスマスイブに起きた奇き跡せきだろうか。

　キンと冷たい風に頰ほおを打たれても、眞宙はたった今ワンボックスカーが走り去った方向を、いつまでもぼんやりと眺めていた。

　知らない間に誰かが、奇跡を呼び起こす魔ま法ほうをかけてくれたのかもしれない。そうじゃないとおかしい、というほどに、あり得ないことが次々に起こった。

　頭の中は混こん沌とんとしていて、順を追ってものを考えきれない。この数時間に起こったあれこれがランダムに浮かんでは、眞宙の思考と胸をぐしゃぐしゃにしていく。

　ついさっきまで、カイリと一緒にいた。

　それが夢ではない証しよう拠こに、手元のスマホには交換したばかりの彼の携けい帯たい電話番号とＬＩＮＥアカウントが登録されている。

「………………」

　ずっと欲しかったものだ。欲しくても、ぜったいに手に入らないと思っていた。

　それどころか、カイリに引き寄せられて、キスをされた。何度も。

　その場面をリピート再生するたびに、どどどどどっ、と心音がおかしくなる。

　眞宙は「わあっ」と小さく喚わめき、頭を抱かかえてしゃがみこんだ。

　──キ……キスしちゃった、カイリと。カ……カイリと……！

『隅友カイリ』は眞宙にとってもうただのアイドル、たんなる推おしではなく、カイリに恋をしているのだと認めたばかり。そんな中、彼とキスしたいと夢を見る間もなく、こうなった。

　──はじめてのキスの相手が、隅友カイリ……なんて、こんなことある？

　じわっと涙なみだが浮かぶが、なんの涙か自分でも分からない。

　うれしいのと、戸と惑まどいと、ときめきと、焦しよう燥そうと、いろんな感情が入り交じって定まらない。昂たかぶる感情を処理できず、眞宙は目め尻じりに浮かんだ涙を手の甲こうでぐいと拭ぬぐった。

　はっきりと分かるのは、カイリへの想おもいはやっぱり恋愛感情だったんだよな、ということだ。

　遊び慣れているふりがどこまで通用したのか分からないが、眞宙がついた噓うそをカイリはひとまず信じたようだった。

「……はぁ……」

　ひとりになった途と端たん、それまで胸に押し込めていたものが溢あふれ出してくる。

　──遊び慣れてるって、言ったからなんだ。だからカイリは僕にキスを。遊び相手として合格しただけで、恋愛感情を持たれてるわけじゃない。それが分かってるからちょっとつらいけど、それが分かってても、特別扱あつかいされたのが夢みたいでうれしい。僕がカイリのことを好きなのは変わらない。

　ずっとあこがれていたアイドルで、知り合ってしまった今はもう大好きな人。そんな人に抱だき寄せられ、キスされた瞬しゆん間かんの感覚が何度も眞宙の中に蘇って、きゅうんとして、全身が歓よろこびに震ふるえる。

　──今日のこと、死ぬまでずっと忘れたくない。

　かがみ込んだ膝ひざに顔を埋うずめて、自分の身体を抱きしめる。なんとかして、まだ生々しい記き憶おくも、残っている感覚も、ぜんぶを身の内に閉じ込めておきたい。

　ふわふわした気分が続いていたけれど、さすがに寒風が染しみて、眞宙はぶるりと身体を震わせた。

「うぅ、さむっ……」

　立ち上がり、すぐ傍そばの自宅へ向かう。二階を目指して階段を上がる間も、さっきまで一いつ緒しよだったカイリのことばかりが頭に浮かんだ。

　カイリは本気なのか冗じよう談だんなのか一瞬の気まぐれなのか分からないが、「あしたデートしよ」と眞宙を誘さそってきた。

　──デート……ほんとに？

　今日のお詫わびに、と。レストランだとか、苦手な食べものだとかを訊きかれたから、どこかで食事をするつもりだろうか。

　もし本当に約束のデートが実現した場合、あしたも『実は遊んでるゲイ設定』でいなければ辻つじ褄つまが合わなくなる。

　──いくらなんでも設定がむちゃすぎる。

　自分の部屋の前まで来たら急に現実感が増して、それまでほとんど思考停止していた脳が騒さわがしく動き出した。

　──女の子とだってちゃんと恋愛したことないし、べつにゲイってわけでもないし。

　最初からハッタリで「遊んでる」ということにはしたものの、「クラブでいつも『女の子』と遊んでるのか」というようなカイリからの質問に、思わず「違ちがう」と答えてしまったため、『恋愛対象＝男』とするしかなかった。おかげで『遊んでるゲイ』という自身に掠かすりもしないキャラ設定になってしまったのだ。

　そんな口から出任せの眞宙と違い、カイリは「もともと性的に興奮するのに性別は関係ない」、でも「実際には男との経験はない」と話していた。

　気まぐれや単純な興味で眞宙とお試ためしして、彼にとっての黒歴史や、魔まが差した結果の一夜のあやまちとして最終的になかったことにされるのはつらい。彼の汚お点てんになりたくない。彼に汚点を残したくない。

　だから今日、クラブのソファーでカイリに迫せまられたとき、「後こう悔かいするのカイリのほうです」と眞宙は牽けん制せいしたのだ。

　──今日はなんとか躱かわせたけど、遊びの延長でまた今日みたいなことになったら……長い時間一緒にいたら、こんな脆ぜい弱じやくな噓すぐにバレそう。

　だからといって「あしたのデートをキャンセルすればいい」と言われれば、それこそあり得ない。誘われたのがうれしくてたまらない。

　うれしいけれど、カイリの短いアバンチュールの相手になりたいわけじゃないから、今のままの関係でいたい。打ち上げ花火みたいに一瞬で散るより、友だちでもいいからこの先も一緒にいられるほうがずっといい。

　眞宙は鍵かぎを開けて部屋に入ると、ふらふらと進んで前からベッドに倒たおれ込んだ。

「…………」

　想像のつかない『あしたどうしよう』ということより、どうしても今日のことに頭が持って行かれる。

　俯うつぶせで目を瞑つぶると、カイリとのはじめてのキスがまぶたに浮かんだ。

　すごくやさしくて、甘くて、いやらしいキスだった。かわいがられて、嬲なぶられて、しゃぶられた感かん触しよくを思い浮うかべると、たまらなくどきどきしてしまう。

「……ん……」

　思い出すだけで呼吸が速くなり、昂ってくる。上うわ掛がけに顔を埋めてすりつけても、寝ね返がえりを打っても治まらない。

　眞宙は俯せのままベルテッドパンツの中に右手をそっと忍しのばせた。

　少し腰こしを上げて、下着の奥へ指を伸のばす。そこはしっとりとするほど熱がこもっていて、眞宙は自分自身の強い欲求に一瞬怯ひるんだ。でも我が慢まんなんてできなくて、ゆるく勃ぼつ起きしているところを自分の手指で慰なぐさめる。

「……んっふ……ん、っ……」

　手て筒づつで軽くこするとあっという間に先せん端たんがとろけて、蜜みつが滴したたり、指を濡ぬらすのが分かった。

　先っぽの括くびれの部分がこすれると快感が背筋を突つき抜ぬけて、太ももがぶるぶる震える。一度この気持ちよさを知ってしまったら、もうやめられない。

「はぁっ……っ、んっ……」

　カイリにキスをされながらここを愛あい撫ぶされたら、きっとすごくいい。

　もう片方の指を口に含ふくんで、カイリのキスを思い浮かべる。ペニスをこするスピードを上げると今までにないほど気持ちよくて、眞宙は無意識に腰を浮かしたり、揺ゆらしたりした。

　──もっと……もっとしたい。

　俯せから反転し、膝の辺りまでパンツと下着を下げて自じ慰いにふける。

「……あっ……カイ、リっ……」

　意識と思考が混こん濁だくしていく。ひたすらペニスをこすることで生まれる快感に夢中になった。

　呼吸を短く弾はずませて、快楽の高みへ駆かけ上がる。

「──っ……！」

　眞宙は腰をびくびくと跳はねさせ、溜たまった熱い想いをついに迸ほとばしらせた。

　尿によう道どうを精液が抜ける瞬間の快感が強く、そこがとろかされてしまうようだ。

　──す、ごい……よすぎる……。

　たっぷり吐精したはずなのに、まだ硬かたさのある鈴すず口ぐちから残ざん滓しが溢れてくる。下か肢しがじんと疼うずいて、べとべとに濡れたペニスを眞宙は再び摑つかんだ。

　──どうしよう、たりない。もっと。

　これまで、好きな人を想いながら自慰をしたこともなかった。きのうまで眞宙にとって、アイドルの隅友カイリはけっして性対象などではなかったのに。

　──すごい。気持ちいい……。カイリ……カイリ……。

　目を瞑って、カイリが眞宙の名前を呼ぶ声、抱きしめられたときの腕うでの感覚や、熱やにおいをすぐ傍に思い浮かべた。

　カイリにかわいがられたい。とけるくらいに抱きしめられたい。

「はぁっ……あっ……！」

　妄もう想そうでも頭が沸わくほどよすぎて、声が出てしまう。

　立て続けに二度目の絶頂を味わい、熱に浮かされたような時間が過ぎると、いわゆる賢けん者じやタイムが訪おとずれた。

　茫ぼう然ぜんとベッドに寝転んだままいくらか時間が過ぎ、やがて眞宙は身を起こした。

　手のひらと、腹を汚よごした精液を拭ふき取ったら、冷静さを取り戻もどした自分がいる。

「…………」

　恋こいを自覚したばかりの今日、カイリにされることを妄想しながら自慰をした。

　彼を穢けがしたような罪悪感と、頭からつま先までしあわせに溺おぼれる感覚がある。

　──僕の中に、アイドルのカイリと、僕の傍に来てくれるカイリがいるから……かな。

　どちらも同じ隅友カイリだけど、眞宙の中でそのふたつはまだ混じり合っていない。

　ただはっきりと分かるのは、眞宙がどちらのカイリのことも大切に想おもっているし、その想いを『恋』と呼んでも差し支つかえないということだ。







　あんまり眠ねむれないままクリスマスの朝が来て、八時過ぎにＬＩＮＥが鳴った。

　ベッドの中で見たカイリからのはじめてのメッセージは『おはよう。起きた？　朝ごはん一緒に食べない？』だ。ほんとにカイリからＬＩＮＥが来た──とただじっと見つめる。

「……朝ごはん……」

　すっかり忘れていたが、そもそもカイリのために考えた新メニューの、野菜のポタージュとホットサンドを、じつはいまだに当の本人に食べてもらっていない。

　眞宙は『お店に来てくれますか？　準備できたらＬＩＮＥします』と返信し、慌あわててベッドから飛び起きた。

　十分程度で身み支じ度たくを終え、自宅を出て徒歩五分で『ＯＲＧ』へ。

　休店日だからクローズのボードをおもてに出したまま、野菜のポタージュとホットサンドの準備をする。

　店の商品として他ほかの客に提供し、喜んでもらえて満足していたけれど。

　──やっとカイリに食べてもらえる！

　ある程度準備が整ったところでカイリに『できました』とメッセージを送ると、程ほどなくしてカイリが『ＯＲＧ』にやってきた。

「眞宙、おはよう」

「おはようございます」

　今までに何千回も見てきたカイリのアイドルスマイル。でもこれは眞宙だけに向けられた笑え顔がおだ。会うのは今日がはじめてじゃないのに、毎回どきっとさせられるし、なんで僕の目の前にいるんだろ、と不思議な心地ここちになる。

　しかしいつ会ってもカイリは『隅友カイリ』のクオリティーというか、今すぐ本番の撮さつ影えいに臨のぞめそうな仕上がりだ。今日はあたたかそうなフーディーダウンジャケットにマフラー、肩かたから斜ななめにボディバッグをかけている。

　──イケメンだしスタイルいいしおしゃれだし……カイリ今日も尊い……ほんとになんで『隅友カイリ』がここにいるんだろう。

　自分が「来て」と呼んだことも思わず忘れる。

　カイリが眞宙の目の前のスツールに腰こし掛かけ、じっと見つめてくるから、「朝ごはん、ここで食べさせてくれるのかな」と訊きかれるまで、眞宙はうっかり見とれてしまった。

「あ……あぁ、そうでした。あの、カイリのアイデアを取り入れて作った野菜のポタージュを、店で提供してるんです。それに合わせてホットサンドも一種ですけど、出してて」

「え、そうなんだ。俺も食べたい」

「はい。僕もカイリに食べてほしくて」

　小松菜、じゃがいも、かぶ、たまねぎ、大豆、ひよこ豆をすり潰つぶし、豆乳と一いつ緒しよにミキサーにかけたものだ。小こ鍋なべであたためて、マグカップに注ぐ。ホットサンドは定番のベーコン＆たまご＆チェダーチーズで、味付けにハニーマスタードソースを使っている。

「うおー、うまそう！　眞宙もこっちで一緒に食べよ」

　カウンター席の隣となりに並んで座って、ふたりで「いただきます」と手を合わせた。

　カイリはまずホットサンドに、はぐっと嚙かみついて、「うーまっ」とほほえんだ。続けて野菜のポタージュ。「熱いから気をつけて」と眞宙が声をかけると、カイリはふーふーと息を吹ふいてからそーっと啜すすっている。カイリの素す直なおな行動に、眞宙は思わず頰ほおをゆるめた。

「あ。ポタージュうまいー。やさしい味。でも複雑っていうか、深い。いろいろ野菜が入ってるよっていう味がする」

「豆類が入ってて、豆乳でのばしてるので、女性のお客さんがとくに興味を持ってくださって」

「あー、イソフラボンだっけ」

「そうです。女性ホルモンのエストロゲンに似た作用があるので。寒いのもあって、おかげさまで売れ行き好調です」

「これ鍋いっぱい飲みたい」

　カイリが喜んでくれてよかった。

「春になって、トマトがおいしい季節になったら、トマトの野菜ジュースを作ります。カイリに飲んでほしいです」

「概がい念ねんを覆くつがえす、だよね。楽しみ」

　当たり前のように少し未来の約束をして、そのことにまた胸がきゅんとする。

「俺がきのうのお詫わびにって誘さそったのに、さっそく朝食をお世話になってるってどういうことなんだろうな」

「お詫びだなんて、そんなのはぜんぜん……」

　ハプニングはあったけれど、何か直接いやな目に遭あったわけじゃないし、それどころかいっとき、クリスマスイブの夜をカイリと過ごせたのだ。

　──……しかもカイリにキスされて……。

　思い出すとまたどきどきしてくる。ずっと醒さめない夢を見ているように、今日もこうしてカイリと会えた。

「クリスマスイブもクリスマスもひとりってことは、眞宙には特定の恋人がいない、ってことでいいのかな」

「……はい」

「じゃ、遠えん慮りよしなくていっか」

「遠慮？」

　眞宙が聞き返すと、カイリに「ううん」と笑顔ではぐらかされた。

「これ食べ終わったら、デートね。前に話したとき、『服はどこで買ったらいいかよく分からない』『お店に入るのも怖こわい』って言ってたでしょ？　だからショッピングもいいなって。ランチはそのときにいた場所で決める。あとは水族館とかＶＲアトラクションとかデジタルミュージアムとか。まぁ、デートできるの今日だけじゃないし……」

　口をぽかんと開けたまま聞いていたら、カイリが「え？　あ、だめ？」と小さく問いかけてくる。

「い、いやっ、だ、だめとかじゃなくて、びっくりしてるっていうか……」

　思った以上に『デート』だったからだ。しかも『デートできるの今日だけじゃない』とはいったい。二回目があるというふうに取れるけれど、まさかそんな夢みたいなことあり得ない、きっと自分に都合がいいようにしか解かい釈しやくできなくなってるんだ、と思ってしまう。

　──それに、友だち同士でだって行くようなところ、だよな。カイリが言う『デート』って仲のいい友だちと遊ぶのをあえて『デート』って表現してるだけのような……そういう言い方する人、実際にいるし。そうだ、きっとそうだ。えっ、それでも『仲のいい友だち』なんておこがましい！　あつかましい！

　ひとりでぐるぐる考え込んでいるうちによほどひどい顔になっていたのか、カイリが横から覗のぞいてきて「ほんとにだいじょうぶ？」と怪け訝げんな顔で訊いてくる。

「い、いやっ、だいじょうぶです……！」

　カイリが何度も『デート』だと言うので、つい変に意識してしまうが、『ただ一緒に遊ぶだけ』と考えればいいのだ。相手があの隅友カイリだ、という部分がミラクルすぎるけれど。

「今日は何時からお仕事ですか？」

「十九時にマネージャーが迎むかえに来るから、自由時間はあと十時間ほど。そのあとはあしたの午前八時まで仕事です」

「それ……今のうちに仮か眠みんしなくていいんですか……？」

「たっぷり寝ねたし、もう朝までノンストップで、帰ってから寝るほうがいいんだ」

　朝食を終え、片付けをしながら「どういう服が好みなのか」の話題になり、カイリに「きのう着てたのよかったじゃん」と褒ほめられて、土屋に説明したのと同じことを告げた。

「あれ以外にちゃんとした服は持ってなくて、普ふ段だんのおでかけもこういう、店の中で着てるような格好の上からコートを羽織るだけってかんじです」

　ナチュラルカラーのニットやスウェットのトップスに、デニムかブラックのパンツ、をぐるぐる着回しているだけだ。

「んじゃあさ、俺が、眞宙に似合いそうなの選ぶとかどう？　買わなくても、見るだけで楽しいかなって」

　カイリに服を選んでもらえるなんて夢企き画かくすぎる。

「カイリが今日持ってるようなボディバッグも、いいなぁ……」

「うん、両手空くから便利。んじゃあ、バッグも見に行こう。これ安やっすいよ。一万しない」

　そんな話をして、十時頃ごろに代官山を出た。

　いつもはろくに変装をしないカイリだけど、ショッピング中はさすがに帽ぼう子しくらいはかぶらないと、延々声をかけられることになるらしい。

「この格好で普ふ通つうに歩いてるときとか、人ひと混ごみだとぜんぜん気付かれない。でも足をとめるとだめだな。場所によっては人が集まってきちゃう」

　帽子とマフラーで顔が半分くらい隠かくれるから、人波に乗って歩けば歩行者は案外周りを見ていないのかもしれないが。しかし立ち姿や雰ふん囲い気きから消せないオーラがだだ漏もれだ。ぜんぜん気付かれないのではなく、気付かないふりをされているだけじゃないだろうか。

　たまに電車にも乗るらしい。

　カイリはいたずらをする子どものような目で「電車に乗ろう」と眞宙の手を取った。

　電車がちょうどホームに停車して、乗り降りで人の動きが活発になるタイミングに合わせてするっと電車内に滑すべり込む。カイリは乗客を背に窓まど際ぎわに立つと、乗車の人波に流されないように眞宙の腕うでを摑つかんで引き寄せてくれた。

　カイリの手はそこから手首の辺りを摑んだままとまったので、そこに意識が集中する。

　発車の合図でドアが閉まると、ひそひそ話をするためにカイリが顔を近付けてきた。身体からだがほぼ密着することになり、眞宙は内心で悲鳴を上げる。

「たまには電車に乗って、人間観察しろって言われるの。リアルの会話から、いろんな人の考え方や話題を知るためにね。カフェや食事する場所と違ちがって、もしバレたらすぐに降りればいいっていうのもあるし。というのもさ、事務所は俺に俳優業をさせたいみたいなんだよな」

「俳優……」

　カイリが十五歳のときに出た映画、僕すっごい好きだった！　義理の母親との関係がうまくいってない男子高校生の役で出てたやつ。あの役めっちゃよかったよ！　──とは言えない。長年のファンだとバレてしまう。

「……カイリは、ドラマとか映画とか……出ないんですか？」

「いや、ドラマには出てるよ。ちょっとだけ、だけど」

　──それはもちろん知ってる！　でも、出演したドラマはどれもなぜか端は役やくだから。主役を張れるはずなのになんでだろ、って僕はずっと思ってて！

　彼が十五歳の頃ころに出たのはアイドル映画で、他ほかのメンバーは正直「う、うん……本業はアイドルだし、いいんじゃないかな」というかんじだった。子どもの目線だったし贔屓ひいき目めかもしれないけれど、カイリの演技は記き憶おくに残るほどきらりと光っていたのだ。これから映画とかいっぱい出ちゃいそう、とファンとして一方的に楽しみにしていたが、それから長いことカイリが俳優としてドラマにも映画にも出演することはなかった。

「カイリが出てるドラマとか映画……見たい……」

「え？」

「ダンスと歌のスキルを活いかして、ミュージカルも楽しそうだな。カイリは背が高くて、目を惹ひくし、きっと舞ぶ台たい映ばえして、素敵なんじゃないかな……とか」

　これも密ひそかに思っていた。もともとダンスがすごくうまくて、歌えるのだから、才能を眠ねむらせておくのはもったいないと思う。

「ウケる。眞宙、マネージャーとおんなじこと言ってる。俺、演技もろくにやったことないし、もう歌もやってないのに、ミュージカルなんてさすがに無理じゃん」

「ええっ？　それだけの素材をすでに持ってるのに、使わないでしまっておくなんて。だって、素材がない人はそれをゼロから作ってる。スタート地点がすでに高いところにあるなら、そこからもっと高く遠くへ飛べるのに……って……僕は思います……」

　好きすぎるあまり、つい熱く語ってしまった。カイリは目を大きくして黙だまっている。

　カイリのその反応に気付いて、眞宙は「あわ……生意気なこと言ってごめんなさい」と謝った。するとカイリはにこりとほほえんで、ううん、と首を振ふる。

「身内みたいなマネージャーに言われると悪気はなくても話半分で聞いちゃうっていうか……ほら、親に『やればできるんだから塾じゆく行ってみたら』って勧すすめられたら『はーい』って聞き流しがちだけど、友だちに『このテストの点数ヤバくない？』『もっとやれそうなのに』って指さされたら、『そっかこれヤバいのか』って危機感持ってまじめに考える、みたいな」

「あー、分かります」

「これがまたさらに業界の関係者に褒められると、そこになんらかの利害があると思っちゃうから、無意識にナナメな目線になりがちなんだよな……この人は本当に本音を言ってんのかな？　ってさ。俺、めっちゃやなやつだよな」

　眞宙が虫を追いかけて野山を走り回っていた頃から芸能界で生きてきたカイリは、普通の子どもが経験しないようなつらい状じよう況きように立たされたこともあったのではないだろうか。

　人の態度や言葉にはオモテとウラがあり、結果次し第だいで手のひらを返されるのを目まの当たりにしたこともあったかもしれない。それが大人になってからではなく、心が柔やわらかな子どもの頃だったら、より深く傷ついたりしたかもしれない。

　──憶おく測そくでしかないけど。僕が田舎いなかでのほほんと過ごしてた頃から、自分の才能と自分自身で勝負してきた人だし、大人と同じにいろんなものを背負ってたんだろうな……。

「僕は『チャレチャン』のカイリもがんばってて、おもしろくて、好きですけど、でも……カイリはスポットライトの下でいっそう輝かがやいて見え……るんじゃないかなって、お、思います。評価を自分だけで決めちゃわなくてもいいのにって」

　前から抱いだいていた思いを吐と露ろしそうになり、筋金入りのファンだと知られてはまずいので、言葉がもごもごになってしまった。

「うん……眞宙の言うとおり、評価は俺が決めることじゃないよな……」

「すみません、なんか、ほんとに……差し出がましいというか」

「ううん。そんなことない。ありがとう。眞宙の言葉は、なんだか素す直なおな気持ちで聞ける」

　そっと目線を上げると、間近にカイリのまじめな顔があって見つめ合ってしまった。カイリの眸ひとみに一度捕つかまると、すぐに逸そらせなくなるほど強い引力がある。

　愛あい想そ笑いでなんとかごまかして目線を外すと、眞宙の手首を摑んでいたカイリの手がそのまま下りてきて……。

　──手っ……つながれてるっ……？

　やがて指と指が絡からむつなぎ方になって、いっきに全身が沸わいた。

　キスだってしたのに、いつも何もかもがはじめての気持ちにリセットされてしまう。

　頰ほおがほかほかしてきて、カイリがいるほうに顔を向けられない。

　すると、カイリがいっそう顔を近付けてきて、眞宙は目をぱちぱちと瞬またたかせた。

「ねぇ、今日眞宙がメガネしてないのは、俺がきのう『いいね』って言ったから？」

　今このタイミングでそれを訊きくなんて、モテる男の不意打ちにくらくらする。

「え……えぇっ……」

「それとも、あのとき言ったように『キスしやすい』から？」

「い、いや、あの……」

「ここじゃなかったら、キスしたのにな」

　耳元で楽しげにそんなことを言われ、腰こしが抜ぬけてしまいそうだ。

　──うわぁ、もう、しない。ぜったいにしない。次にキスなんてしたら、おもにカイリのこと好きすぎる僕のほうがほんとにどうなるか分からない！

　固く決意をして、眞宙はつながれていないほうの手でぐっとこぶしを握にぎった。







　電車を降りて表参道、青あお山やまの辺りの、眞宙がひとりではぜったいに行けそうにないショップをいくつか回った。

「えっ、そんな、まさか」

「今日クリスマスじゃん。ていうか俺とオソロにしたいのー」

　カイリが持っているボディバッグの色いろ違ちがい＆すこし型違いのものを「クリスマスプレゼントにしてあげる」と言って、カイリはさっさと店員にカードを渡わたすと「プレゼント包みにしてください」とお願いしている。

「恋こい人びとだったら四の五の言わせず上から下までぜんぶ買ってあげるんだけど」

「ううっ」

　眞宙は顔を覆おおって呻うめいた。お揃そろいだし、カイリからのプレゼントだし、これ以上どうやって夢のような現実を受けとめればいいのか分からない。

「ぼ、僕もカイリにプレゼントを……」

「あー……なんかいいのあったらね」

「ほんとにぜったい何かプレゼントさせてください。こんなことしてもらって罰ばちが当たります」

「あはは。おばあちゃんみたいなこと言うんだね」

　そのあと創作フレンチのレストランに入ると、何も言わずして個室に通された。

　入り口から個室までの動線で誰だれにも会わなかったので、いわゆる有名人がお忍しのびで使うような隠かくれ家的レストランなのだろうと思う。

「和食とフレンチが融ゆう合ごうした創作料理だから、基本、箸はしで食べるんだ。堅かた苦くるしくないし、人の目を気にしなくていいから落ち着ける。普ふ段だんのランチは普通にカフェでもいいんだけど、今日はクリスマスだし、デートだしね」

「カイリもカフェとか行くんですか？」

「眞宙んとこも行くじゃん。芸能人だからって、いつもこういう店でばっか食べてるわけじゃないよ。スーパーだって行くし、コンビニも百均も行く」

「百均！」

「台所の三角コーナーにつける網あみのやつとか買う」

「それスーパーだったら、消費税込み百円で売ってますよ……」

「ええええっ、マジでっ？　消費税入れたら百均のほうが高くなっちゃうじゃん！　うーわ、騙だまされた！」

「いや、誰も騙してない……」

「も～、ほら、こういうのが世間知らずな芸能人様ってかんじでつらいわー」

　ふたりで笑いあいながら、眞宙にとってはじめての創作フレンチを楽しんだ。

　きのことれんこんのポタージュのあと、ノルウェーサーモンのマリネやイトヨリのクリームソース添ぞえ、豚ぶた肩かた肉にくのリエット、ローストビーフ寿ず司し、そこに薄うすいピンクのガリが添えてあって目にもおいしいオードブルから始まった。フォーク＆ナイフではないだけで、ずいぶんカジュアルになる。

「あ、で、これね。さっき買ったクリスマスプレゼント」

　クリスマスカラーでラッピングされた中身は、カイリとお揃いのボディバッグだ。

「……うれしい。ありがとうございます」

　カイリからお揃いにしようと言われたら、プレゼントを断れるわけがない。

「それと、これも」

　カイリの合図でレストランの給きゆう仕じの男性が持って現れたのは、小さなバラのブーケとふたり分サイズのかわいいクリスマスケーキだ。

「えっ？　えっ？」

「俺、チャラ王子なんで」

　カイリにウインクつきでブーケを手て渡わたされて、眞宙は「これ、用意してたってこと？」と目を瞬かせた。

「だってクリスマスデートだもん。ケーキはコースの最後に一いつ緒しよに食べよう」

　つまり、今日は友だちとただ一緒に遊ぶだけではなく、これは紛まぎれもなく『デート』だと伝えるためのもの、ということらしい。　>>>♥

「えー……ちょっと、すごすぎて、びっくりして、頭が……」

　日本語が崩ほう壊かいしている眞宙にカイリは笑っているけれど、平静でいられるわけがない。

　──でもカイリには、ほんとに僕がどれほどうれしいか、きっと半分も伝わらないよね。

　東京へ出てきて、まさかこんな奇き跡せきが起こるなんて、あまりにも非現実的で、夢を見ることもなかったし期待もしていなかったことだ。

「ここ出たら、服どうする？　あの迷ってたやつ」

　いくつかのショップでカイリが眞宙のために服の上下を選んでくれたのだ。カイリが選んでくれたのだから、もうぜんぶのショップの服をお買い上げしたいところだが、お財さい布ふ事情でそういうわけにもいかない。

　試着した状態をスマホで撮とってもらったので、余よ裕ゆうがあればそのうち同じものか、似たような組み合わせで揃えたいなぁと思う。

「俺は一軒けん目のやつがいちばん似合ってた気がする」

「あ……僕も一軒目のがしっくりくるというか……冒ぼう険けんすると数少ない手持ちのアウターと合わなくなるし」

「うん。手持ちの服と着回しコーディネートできるかって大事。上は今日の下のパンツとも合いそうだし、春先まで着れそう。パンツも合わせやすそうでいいと思うよ。一軒目に戻もどる？」

「いいですか」

「もちろん！」

　クリスマスケーキまでしっかり食べて、出たときにはもう十五時を過ぎていた。

　一軒目のショップへ戻り、上下をこれは自分で購こう入にゆうして、カイリが「そろそろ帰るかぁ」とつぶやいたのでそのまま電車に乗ってからはっとした。

「あっ、カ、カイリにプレゼントを何も買ってない！」

「声でかい」

　うっかり音量を間違えた。

　眞宙が「ごめん」と小さくなっていると、カイリが笑っている。

「またおでかけする機会あるよ」

「でもっ、今日がクリスマスなのに」

　それに多た忙ぼうな彼が、いつ今日みたいに時間が取れるか分からない。

　自分ばっかりプレゼントしてもらって、買いものにつきあってもらい、けっきょくレストランでのランチは「お詫わびってきのうから言ってたじゃん」と払はらわせてもらえなかった。

「こんなの、ぜったいだめです」

　ぷるぷるしていたら、カイリが「そっか……そうだよな」とうなずいた。

「してあげる的なのばっかだと、眞宙が困るか……。悪意がなくても染しみついた傲ごう慢まんさって端はし々ばしに出るよな」

「傲慢だなんて思ってない」

「そういうのを喜ぶタイプの女の子と一緒にしちゃってたかもしれない。眞宙は男だもんな。あ、まぁ本来性別は関係ないんだけど、俺の経験上の話ね」

　カイリが「何かしてあげたい」とか「喜んでほしい」と思ってくれていることはまっすぐに伝わるから、いやな気持ちになったわけじゃない。

「してもらってばかりじゃなくて、僕も、カイリに何かしたいだけです」

　──好きだから。想おもいを目に見えるかたちにできるなら、そうしたいだけだし、受け取ってほしいと思うだけだ。

「……うん。ありがとう。じゃあ、また今度デートしてね」

　デートなんて、誘さそってくれるならいくらでもしたい。しかしそんな実現しなそうな約束なら、ないのと同じだ。

　そうこうしているうちに代官山に戻ってきてしまった。

　もうすぐ夢の時間が終わってしまう。

　カイリのタワーマンションがどんどん近付いてきて、眞宙はそろそろ自宅方向へ曲がらなければならないのだが。

「あ、そうだ。眞宙、ちょっとうち来ない？」

「えっ？」

「マネージャーが迎むかえに来るまでにシャワー浴びてなきゃいけないんだけど、もうちょっと時間あるなぁって」

「…………」

　驚おどろきすぎて固まった。

　これ以上に最高のクリスマスプレゼントがこの世にあるだろうか、の連続だ。

　──カ、カイリの部屋にっ……？

　迷うまでもなく「行きたい！」という気持ちしかない。だって隅友カイリの部屋なんて、これを逃のがせばもう一生入れないかもしれない。

　無言でじっとカイリの顔を見ていると、カイリは眞宙が躊ちゆう躇ちよしている意味を「もう帰りたい」とでも誤解したようで「このあと眞宙に予定がなければ」とすぐに引っ込めようとする。

「予定とかない、です。でも、ほんとにいいのかなって」

「えっ、どうして？　おいでよ。行こ」

　カイリに手を引かれて、タワーマンションのエントランスへ。いつも外側から見上げるばかりで、眞宙からするとあまりにも現実味がなさすぎる超ちよう絶ぜつ高級マンションだ。

　眞宙が暮らす賃ちん貸たいマンションも比ひ較かく的てき綺き麗れいな物件として紹しよう介かいされたが、次元が違ちがうとはまさにこういうことをいうんだろうな、とタワーマンションに一歩足を踏ふみ入れただけで感じた。

　──ラグジュアリーってこういうときに使えばいいんだっけ……。

　星付きのリゾートホテルのロビーみたいな（映像でしか見たことないけど）吹ふき抜ぬけのエントランス。きらきらとまばゆいシャンデリアの下には優美な装花。鍵かぎをかざすだけでエレベーターが到とう着ちやくし、とくに操作しなくても勝手に居住区へ連れて行ってくれる。

「どうぞどうぞー」

　眞宙はすっかり思考能力が停止したような状態で、カイリに誘われるまま彼のプライベート空間に上がった。

　──綺麗。広い。天てん井じようが高い。帰宅したばかりなのに室内が当たり前のようにあたたかい。

　圧あつ倒とうされすぎて、心の声も抑よく揚ようをなくす。

　広いリビングに立派な大型テレビとホームシアターシステムを備え、ベッドかな、というサイズのソファーが置いてある程度でインテリアはミニマルだ。

　備え付けの収納箇か所しよがふんだんにあるため棚たなやキャビネット類がなく、そういう生活感が出そうなものが必要ないのだろう。

「バドミントンとかできそう」

　眞宙がぽつりとつぶやいた言葉にカイリが「えっ、部屋で？」と笑っているが、そう表現しても大げさじゃないと思う。

「僕、小中学校でバドミントン部でした」

「あー、クラブ活動かぁ。そっか、俺、もうその頃ころこの世界に入ってたから、部活動とかやったことないんだよね。今度やろっか、バドミントン、ここで」

「中学のときは県大会まで行ったんですけど、初戦敗退で」

「うわっ、でも県大会行ってんじゃん。虫も殺さないような温和な顔して心臓ぶち抜くみたいな剛ごう速そつ球きゆうを打ち込んでくるタイプだ？」

「負けん気は人並み……だと思います」

　カイリは眞宙と話をしながら、コーヒーを淹いれてくれている。

「俺、ちょっと先にシャワるわ。これ、コーヒーが下に落ちたら勝手に飲んで。マグはこれね。砂糖とミルクはこれ。あと、テレビや映画はお好きにどうぞ」

　てきぱき動くカイリにうしろからついて回り、ＤＶＤとブルーレイのディスク収納棚を開けて「映画、音楽、ドキュメンタリー、好きなの見てていいよ」と説明された。

　映画は時間的に無理な気がする。ざっと棚を覗のぞいた中に、ディスクケースの背に『Ｌｅｓｓｏｎ』のタイトルで、ナンバリングと日付が記されている並びを見つけた。

　カイリがテレビをつけて、ディスクを入れればいつでも再生できるように準備してくれる。

「この……番号が書いてあるのは……」

「あ、これは俺のダンスレッスンの様子を撮ったのとか」

　──なんだってっ?!　それはファンなら泣いて喜ぶ隅友カイリ秘蔵映像！

　もうそれ以外のディスクに目が行かない。世界的に有名な映画も、大ヒットシリーズも、映画賞を総なめにした感動作も、それを前にすればすべてが霞かすむ。

「……え？　これに興味あるの？」

　カイリがさしているのはその隅友カイリ秘蔵映像集。眞宙の目がそこにしか向いていないのでさすがに気付いたらしい。あからさますぎかと思うが、ファンだとバレたら……などの懸け念ねんが吹っ飛んでしまうほど、眞宙はただただ秘蔵映像が見たくてたまらないのだ。

「いや、いいけど、レッスン室で鏡に向かって踊おどってるだけだよ？」

　声を出したら変なことを口走りそうだから、眞宙は無言のままこくりと首しゆ肯こうした。

「……うん。お好きなものをどうぞ。じゃ、俺、バスルームにいるね」

　眞宙はこれにもただ、こくこくこくとうなずいて、カイリがリビングを出て行くのを無言で見送る。ドアが閉まり、足音が遠ざかって、眞宙はそれまで忘れていた呼吸をようやく思い出した。

　ずらりと並んだディスクケースに再び目線を落とす。

　──日付は……五年前の『ＥＸＩＤＯＬ』解散後から……最近のものまで……？

　眞宙はそのナンバリングの最初となるディスクケースをそっと手に取った。

　関係者でもなければ到とう底てい入手できないものだ。手が震ふるえている。

　カイリは解散後二年近くＣＤを出していたし、その頃は音楽番組に出演し、ソロコンサートも何回か行われた。しかしそれ以降は歌手活動をしていない。踊る姿も皆かい無むだ。

　眞宙はナンバリングの最初のディスクを、プレイヤーに挿さした。

　いきなりカメラの位置を調整するカイリの顔が大写しになり、どきっとしてしまう。

「……ちょっと若い……」

　五年前、ハタチの頃の隅友カイリだ。

　タイムスリップして、当時の彼に会っているような錯さつ覚かくを起こした。

　しなやかな動きから、バネのような動きに転じるドラマティックな抑揚に、見ているこちらが心を揺ゆさぶられる。

　もう何年も見ることがなかったカイリのダンスを、まさかカイリの部屋で見られるなんて。

　──レッスンっていうけど、やっぱめちゃめちゃかっこいい。

　軽くフリを確かく認にんして流すだけの動きも、本番のダンスしか見たことがない眞宙からすると逆に、卒そつ倒とうしそうなくらいに感激する。

　──あぁあぁあぁどうしよう。かっこよすぎだよ、カイリ！

　うまくできなくて床ゆかに倒たおれて「あ～もぉ～」と悶もだえてるところや、休きゆう憩けい中のナチュラルな笑え顔がおからも目が離はなせない。

　──お宝映像集すぎて……だめ……このままじゃ昇しよう天てんする……。

　ＤＶＤの再生を一いつ旦たん停止。ノンストップで十分ほど見入ってしまい、その間ちゃんと呼吸をしていなかったせいか頭が痛くなってきた。

『隅友カイリ』の急激な過か剰じよう摂せつ取しゆは呼吸困難を引き起こす。

「あ……コーヒー淹れてくれたのに……」

　においに気付くまですっかり忘れていた。煮に立たってしまっては彼の厚こう意いを無む駄だにしてしまう。カイリがくれるものはコーヒー一いつ滴てきでも、すべて大事にしたい。

「興奮しすぎて鼻血が出そう……ちょっと落ち着こう……」

　眞宙は用意してもらっていたマグカップにコーヒーを注いでひと口飲んで、一時停止したままの画面の前に戻もどった。

　カイリはシャワーを浴びると言っていたから、そんなに長くかからないはずだ。

　ちなみに、ディスクのいちばん最近の日付は一カ月前となっている。その最新のディスクと一枚目を入れ替かえて、再生ボタンを押した。

　さっきとは違うダンススタジオのようで、こちらには先生らしき女性も映っている。

　その女性から厳しい指し摘てきを受けながら、真しん剣けんなまなざしで踊るカイリがそこにもいた。

　──つまり……今もちゃんとダンスレッスンしてるんだ……。

　現在のカイリはバラエティー番組のレギュラーで、『チャラ王子』なんて呼ばれている。そこで活かつ躍やくしてるし、こういう人前で披ひ露ろうすることのないレッスンはやらないものだろうとなんとなく思っていた。

　──汗あせだくで踊ってるの色っぽい……！　カイリが楽しいのが伝わる。

　バラエティー番組で見せるカイリの笑顔も好きだ。番組でもプライベートでもチャラい王子様キャラに徹てつしている彼は、やっぱりプロだなと思う。

　彼はいつもすべてを愉たのしんでいるように見える。人に夢を与あたえたり、元気付けたり、愉しませたりするのは、たしかに歌やダンスといったアイドルらしい活動でなくてもいい。

　──でもやっぱり、僕は踊ってるカイリも見たいんだ。

　ダンスレッスンから急に場面が切り替わって、眞宙は「ん」と目を瞠みはった。

「……これは……ボイストレーニング……？」

　誰だれか撮さつ影えい者がいるようで、カイリはボイストレーニングの先生から指導を受けながら、発声練習をしている。

「……ん？」

　──うまくなってる？

　だいぶ失礼な感想を抱いだいてしまい、口には出せないが。

　アイドル時代は「うん……まぁ、普ふ通つう……」というのがファンの間でも語られていたくらい、うまからず下手からずな歌唱力というのが『隅友カイリ』だった。

　それが今は、声に伸のびがあり、艶つややかだ。大きく張るばかりではなく、声を絞しぼったり、あえてかすれさせたり、表現力が豊かな気がする。そういう知識はないけれど、あくまでも素人しろうとの眞宙が聴きいた印象だ。

　眞宙が「ミュージカルも素す敵てきなんじゃないか」と話したとき、カイリは「マネージャーとおんなじこと言ってる」「さすがに無理じゃん」と笑っていた。でも、これを見れば「どうして無理なんて言うんだろう」とますます思うし、事務所の人がカイリに俳優業を勧すすめている、という根こん拠きよをここにも垣かい間ま見みた気がする。チャンスがあるなら挑ちよう戦せんしてほしいと強く確信してしまった。

　そのときカイリがタオルを首にかけたままリビングに戻ってきて、眞宙は彼の姿を見るといきなり立ち上がった。

「カイリのミュージカル、やっぱりぜったい見たい！」

「え？」

　眞宙が急に興奮した声で訴うつたえたため、カイリは水が入ったペットボトルを手に驚おどろいている。

　一時停止されたテレビ画面に映っているのは、ボイストレーニングの場面だ。

「レッスンＤＶＤ、少しだけど見ました。ダンスとボイトレの。あの……えっと……ほんとにすごくかっこよくて……！」

「ええっ、『ぜんぜんそことまってない！』『もっと艶っぽく誘さそえないのっ？』なんて駄だ目め出だしされてばっかなのに？　ボイトレにいたっては『音程！』って基本的なとこつっこまれてるよ」

「違ちがう、そういうちっちゃなところじゃなくて」

　プロの目で見て指摘される詳しよう細さいな部分がどうなのかは、眞宙には分からない。

「あの……僕は芸能的なことは詳くわしく分からないし、ただの素人だけど、でも視し聴ちよう者として、というか、観客として、こんなふうに歌って踊ってるカイリがもっと見たいって思った。たとえうまくできなくても先生に指摘されてるときも、カイリはすごくいきいきして見えて、楽しそうでした。完成されたダンスはなんかほんとに男の色気が増しててどきどきするし、歌も、あの……」

　うまくなってる、なんて上から目線なことは言えないし、どう表現したらいいのか慌あわてすぎて言葉が出てこない。伝えたいのに、どうすればいいのか分からない。

「上手に言えなくてごめんなさい。でもほんとに、もっと見たいです。そう思うのはぜったい僕だけじゃなくて、喜んでくれるファンはいっぱいいるはずだから」

　眞宙は想おもいばかりが弾はじけて、両手で顔を覆おおった。

　筋金入りのカイリファンで、ずっと昔からあなたのことを見てたから、あなたが本当に心から楽しいと感じながら踊ってることだって分かる──そこまで言えなくて、言葉を吞のみ込む。

　ファンだと告げていないからカイリは部屋に上げてくれたのだろうし、今日一日のことだってそうだ。カイリは「特別扱あつかいされたいアピール激しいのとか彼女になりたがる女の子は、もう二度と近寄らせない」のだと聞いている。粘ねん着ちやく質しつなことを言えばカイリに引かれそうで、さじ加減も分からないから、これ以上語るのはやめておこうと思う。

　ふぅとため息をついて、顔を覆っていた両手を下ろそうとしたとき。

　カイリに引き寄せられて、腕うでを折りたたんだままの状態で抱だきしめられた。

「……っ……?!」

　まだ少し湿しめり気のある肌はだと髪かみ、お風ふ呂ろ上がりのいいにおいの中、カイリの胸に抱きとめられている。

「……うん。かっこ悪かったり、情けないところも含ふくめて、レッスンシーンを見てそう感じてくれたんだろうし、本当の言葉だって伝わるよ。だから、俺もうれしい」

　カイリの甘い声が耳元で聞こえる。拙つたなかっただろうに、伝わったことが眞宙もうれしい。

「これをケースにしまっておくの、もったいないって思って……あぁ、すみません、すごくえらそうなことばっかり言って」

「ううん。ありがとう。今日は眞宙にいっぱい背中押してもらった」

　そうして耳の上の辺りに軽くキスされて、心臓がわっと騒さわぎ出す。

　少し胸から放されたかと思うと、顔を覗のぞかれた。そのまま今度はひたいにくちづけられる。内心で悲鳴を上げて目を瞑つぶり、次にそっとまぶたを上げたときにはくちびるにキスをされていた。

「……っ……」

　冷たいカイリのくちびるがふわっと重なる。すぐに離れて、ほっとしたのもつかの間、今度は顔の角度を変えて深く重ねられた。

　やさしく食べられ、ゆるく吸われて、髪などなでられながらくちづけられたら、背骨を抜ぬかれたみたいにぐにゃぐにゃになってしまう。

　ほとんどカイリに支えられている状態で、上うわ顎あごをくすぐられ、とうとう膝ひざががくんと折れた。その弾はずみでくちびるがほどけて、欲情した息いき遣づかいが隠かくせないままこぼれてしまう。

　するとカイリに腕を引かれ、ソファーに誘われた。

　ほとんど崩くずれるようにして座り、体勢を整える間もなく再び抱きとめられて口を吸われる。

　カイリのにおいに包まれて、あちこちをやさしくなでられながらキスされる。

　きのうみたいにうるさい音楽が聞こえない分、互たがいの息遣いや、くちびるや舌を吸われる音がはっきりと耳に届いた。

「……んっ……」

「今朝、会ったときからキスしたかった……電車ん中でも……」

　自分の口の中でカイリの声が反はん響きようするような、そんなことすらも快感になる。

「は……ふっ、ん……」

　舌ぜつ下かをべろりと舐なめられ、舌先を吸われたら背筋にぞくぞくとした甘い痺しびれが走った。

「眞宙も、舌絡からめて」

　カイリとするまでキスをしたことがなかったから、どうしたらいいのか分からない。だからきのうは、彼にただされるがままだった。

　──同じようにしたらいいのかな……。

　ぼうっとした頭で考えて、眞宙のほうからはじめてカイリの舌に自身をこすりつけてみる。

「……んっ……う、んんっ……」

　ただされっぱなしのキスとは違う、震ふるえるほどの快感を覚えた。互いを求め合うキスが、すごく気持ちいい。ぐっと性感が高まって、下か肢しが熱く滾たぎる。

　カイリの腕にくるまれ、かわいがられて、眞宙も彼の脇わき腹ばら辺りの服を摑つかんだ。

　カイリも喉のどの奥で、快感に染まった声を上げている。

　──カイリも気持ちいいんだ……。

　自分のキスにカイリが感じてくれているのがうれしくなって、眞宙は舌を絡め合う行こう為いに夢中になった。

「眞宙……しよっか」

「……え？」

「少しだけ」

　少しだけ何を、なのかがよく分からないまま、膨ふくらみかけた眞宙の股こ間かんをカイリが服の上からなでてくる。ただそれだけなのに、ペニスにいっきに血が集まるのが分かった。

「カ、カイリっ……」　>>>♥

「一いつ緒しよにさわろ」

　戸と惑まどっているうちにソファーの座面に押し倒たおされ、下着ごとパンツを膝の辺りまで引き下ろされる。

「カイリっ」

　彼がいったい何をしようとしているのか、眞宙にはよく分からない。

　カイリのペニスが視界に入り、見てていいものなのか、とおかしな疑問が湧わいて一いつ瞬しゆん顔を逸そらした。次の瞬間、ずるりと、ペニスの先がこすれ合ったときの快感に驚いて、再びそちらに目を向ける。

　カイリのペニスの先せん端たんと眞宙のものがちょうど重なり、先走りで互いの裏筋がぬめる。そこから背骨にまで伝でん播ぱする甘美な痺れに、思わず声を上げたときだった。

　スマホの着信音がリビングに響ひびいて、同時にぴたりと動きをとめる。

　カイリが少し身体からだを離はなすと、ふたりの間のぬくもりがすっと逃にげた。

　空気を読まない着信音が鳴る中、無言で見つめ合ううちに、重なっていた部分がみるみる萎なえていく。

「………………」

「…………あ～……くっそ……もお～っ……！」

　カイリは眞宙に覆い被かぶさるかたちで倒れ込んで、うめき声を上げた。

「……カ、イリ……電話が……」

「……この着信音、マネージャー……」

「仕事でお迎むかえ……来るって、言ってましたよね……？」

「……はぁい……」

　少しほっとする。

　雰ふん囲い気きに吞まれて、流されてしまうところだった。

　次にキスなんてしたらほんとにどうなるか分からない、と危機意識を持ったはずなのに、カイリの部屋に誘われたらうれしすぎて、ふたりきりになったらやっぱりこうなってしまった。

　これはセックスだったのかと問われたら、たぶん違う。未み遂すいの域だ。

　──……こういうことしちゃったら……この先どうなるんだろう。

　少なくとも、仲のいい友だちとしてずっと傍そばにいられる可能性だけは、間違いなく下がる気がする。

　──カイリが芸能人でいる限り、一方的に見て応おう援えんすることはできるだろうけど……。

　カイリにやさしくされるしあわせを覚えてしまってから、それをぽいっとなくす覚かく悟ごなんて簡単にできやしない。でも踏ふみとどまるなら今しかないことも分かる。

　カイリが「はぁ……」と大きなため息とともに身を起こしたので、眞宙もソファーに座った。

「ごめんね。煽あおるだけ煽って」

「いいえ……こういうの、カイリとはしちゃだめだと思いますし。すみません」

「え？」

　しんと静まり返った。

　カイリはもう一度「えっ？」と問いかけてくるが、眞宙だってこれ以上どう言えばいいのか分からない。

　すべてが夢なんじゃないかと思ってしまうくらい、あり得ないほど近くに来てしまって、手に入れたこの奇き跡せきの距きよ離りを失いたくないんです──と言うわけにはいかないのだ。

　着信音は一度とまっていたものの、すぐにまた鳴り始めた。

　しちゃいけない、と言われたほうのカイリは、拒きよ否ひされたことに啞あ然ぜんとしている。

　有名芸能人で王子様の彼は、誘さそえば拒否などされない人生だったかもしれない。驚おどろくのも無理はないと思う。

「は……はいはいはい。出ます」

　着信音を轟とどろかせるスマホを摑んで、カイリがようやく応答した。








□　６　□






　年末年始と怒ど濤とうの日々が過ぎて、海外ロケをいくつか続けていたらあっという間に二月になっていた。日本を離れるときは「言うほど寒くないな」と思っていたのに、帰国して空港を出ると、冬の気候がまた一段階進んだみたいに「極ごつ寒かん！」と感じる。

　──まったく、諸行無常だな。

　カイリはちらっと眞宙の顔を見るが、彼は『ＯＲＧ』のメニューのほうに目を落としっぱなしだ。ぜんぜんこちらを見ようとしない。繰くり返すが、まったく諸行無常だ。

『ＯＲＧ』のサンドイッチに嵌はまった最初の頃ころも眞宙はなかなか目線を合わせてくれなかった。しかしその頃よりむしろ今のほうがよそよそしく、ずっと態度が硬かたくなっている気がする。

「野菜のポタージュと、『本日のおすすめ』……チキンとれんこんときゅうり、柚ゆずこしょうソースのサンドイッチ……それにする。作りたてを店内で食べようかな」

　カイリが窓口でオーダーすると、眞宙が「かしこまりました。中にどうぞ」と答えた。

　食事のタイミングが合えば顔を出して、さらに時間があるときは店内のカウンターで食べる。『ＯＲＧ』はテイクアウトがほとんどだから、店内に人がいないことが多いのだ。

　平日の午前九時過ぎ。店の窓口には、ひとりまたひとりと客がやってきている。

「寒いですね、毎日」

　カウンター席に座るとバイトの土屋にそう話しかけられて、「きのうまでハワイだったから余計に寒さが染しみる」とカイリは笑え顔がおで返した。土屋は「いーっすねぇ！　ハワイ！」とテンションの高い声だが、その隣となりの眞宙は、ふたりの会話にうっすらほほえむだけ。

　完全に無視されているわけじゃない。とはいえ『よそよそしい』と表現するのに充じゆう分ぶんだ。

　不自然にならない程度に接していこうという、彼の意志を感じるから、それを指し摘てきしたり「どうして？」などと訊きいたりできない。

　あのクリスマスの日を境に、微び妙みような空気になった。

　こういうの、カイリとはしちゃだめだと思いますし。すみません──ようするに、お断りされてしまったのだ。つい流されて「すみません」であり、もう二度とあなたとはえっちなことをしません宣言、だった。

　──しかも『カイリとは』って……。俺以外となら、してもいいって意味だったのかな。

　ふたりで過ごしているとき、眞宙はうれしそうで、楽しそうで、それは演技をしているようには映らなかったし、つまり好意を抱いだいてくれてる、とカイリは勘かん違ちがいをしてしまった。演技ではなかっただろうけど、今はそれすら否定する材料が見つからない。

「今日のサンドイッチ、柚こしょうって珍めずらしいね」

　カイリははっきりと眞宙に向けて声をかけた。眞宙は手元から目線を上げて、薄うすく笑みを浮うかべる。

「しっかりと塩もみしたきゅうりに、れんこんは酢すをきかせてぱりっとした歯ごたえで、鶏とりむね肉をあえる柚こしょうソースは、醬しよう油ゆとオリーブオイルでといたものです」

　いつものメガネに、どことなく噓うそっぽい笑顔。

　──何がだめだったんだろ……。

　クラブ遊びをしているという眞宙の、遊び相手からでも昇しよう格かくしてやる、くらいの心意気だったが、会えない時間が長くてすれ違いが続き、心が離れていくのを感じるようなら望み薄だ。

「お待たせいたしました」

　カイリの前に、野菜のポタージュとサンドイッチが並んだ。「いただきます」と手を合わせて、まずは野菜のポタージュをひと口。そして萌もえ断のサンドイッチに、はぐっと嚙かみつく。

　鼻を抜ぬける柚こしょうのぴりっとした香かおりがさわやかだ。きゅうりとれんこんの異なる歯ごたえもいい。

「あー、うまーい」

　すると眞宙はうれしそうに「よかった。柚こしょうの加減がきもなんです」と笑った。

　心からのかわいい笑顔にきゅんとさせられる。やっぱ好きだ、と思う。

　食事をすませ、店を出て少し歩いたところで、「カイリ」とうしろから呼びとめられた。

　眞宙が追いかけてきて、手に持っていた袋ふくろを「これ」と渡わたしてきた。

「……何？」

「遅おそくなっちゃいましたけど……クリスマスプレゼント。ずっと会えなくて、渡す機会を逃のがしてて」

　単純に、連れん絡らくくれたらすぐに会いに行ったのに、と思う。このひと月あまり、ずっと海外にいたわけじゃない。

　カイリは『今から会える？』と何度か眞宙にＬＩＮＥした。夜遅いこともあったし、休店日の昼間ということもあったが、眞宙からの反応が半日後だったり翌日だったりしたために、会えずじまいだったのだ。

　芸能人の自分のほうが忙いそがしい、なんて言う気はない。彼は『ＯＲＧ』の店長として、休日だって働くこともあるだろう。

　──さみしいけど、どっちかのせい、ってわけじゃないしって思ってた。眞宙から連絡がないのは、『忙しいだろう。休みたいだろう』って気き遣づかってくれてたのかもしれないなって。

　でもときどき『ＯＲＧ』に顔を出せばどこか他た人にん行ぎよう儀ぎで、気のせいじゃないなと気付き、けっきょくクリスマス以降は避さけられてたんだろうな、となんとなく考えるようになった。

「プレゼント、開けていい？」

「えっ、あ……はい……あのっ、たいしたものじゃなくて……カイリはきっといろんな人から素す敵てきなプレゼントをたくさん貰もらうだろうし」

　百個もらったら百個分、どんなプレゼントだってうれしい。でもプレゼントの価値は、ブランドでも値段でも希少性でも話題性でもないと思う。だから眞宙の言い方が少し悲しい。

　包みを開けてみると、眞宙が贈おくってくれたのは指ぬきのアームウォーマーだった。

「待ち時間とかでスマホ使ってるし、手袋より、こっちのほうが使い勝手いいかなって」

「あー、スマホ対応の手袋もあるけど、けっきょく感度悪くてはずしちゃうって話したもんね」

　クリスマスの日、ふたりでいろいろ店を巡めぐりながらそんな話をしたのだ。プライベートで起こった出来事の中で、あの日のデートが、いちばん、最高に楽しかった。

「それに手首をあたためると、指先まであたたまりやすいって」

「へぇ、そうなんだ。さっそくつけて行こうかな」

　装着して見せると、眞宙は「今日の服にも合ってる。よかった」とうれしそうだ。

　やっぱり、ちゃんと好きだと伝えてみようか、と思う。

　クリスマス辺りは、まだ自分の中に「彼がよければ」というような消極的な部分が大きくて、自分の想おもいをとにかく伝えて振ふり向かせたいという強い決意にはいたっていなかった。なんとなく、眞宙も俺を好きなんじゃないかな、という自意識過か剰じような自信と、勇み足をしたくないというプライドの狭はざ間まにいたのだ。

　でも今、はっきりと思った。

　眞宙との関係を『曖あい昧まいな何か』で終わらせたくないし、眞宙さえよければ、芸能界なんて厄やつ介かいなところでしか生きていけない自分を恋こい人びとにしてほしいと伝えたい、と。

　それに、眞宙に励はげまされてから、ずっと迷っていたミュージカルのオーディションを受けたのだ。その結果が今日分かる。合格でも不合格でも、チャレンジした事実を眞宙に報告したい。

「眞宙。今日、俺たぶん二十二時頃にここに戻もどって来れるんだ。話したいこともいっぱいあるし、うちで会えない？」

　カイリの問いかけに、眞宙は少し俯うつむいて「あー……」と残念がるような声を上げる。

「今日は、ちょっと」

　いやな予感が的中するのと同時に胸が抉えぐられるような痛みを覚えて、カイリはそっとこぶしを握にぎりつつ耐たえた。でもどうしようもなく顔がこわばる。仕事で覚え込まされたスマイルになっているという自信が持てないのははじめてだ。

「……そっか。じゃあ、また。あ、でもひとつだけ。俺、眞宙に励ましてもらって勇気出たから、五月から始まるミュージカルのオーディション受けてみたんだよね。出演予定だった俳優さんが降板してキャスト変へん更こうになるとかで」

「ええっ、ほんとですかっ？」

「うん。いや、まだ決まってないよ。今日、結果が出るから、眞宙には結果含ふくめてそのことを報告したいなって思ってさ」

「あ……あの、じゃあ、よかったら、ＬＩＮＥください」

「うん。そうする」

　眞宙は「僕までどきどきするな」と本当にうれしそうにした。

　カイリの「じゃあね」に、眞宙が「いってらっしゃい」と返してくれて、マネージャーが待つ車へ向かう。

　──いつも、眞宙が待っていてくれたらいいのに。傍そばにいて、癒いやしてくれたらいいのに。

　ファンの応おう援えんの声は、永遠にあるものじゃない。移ろいゆく人の心を引きとめるだけの力がなければ、残ざん酷こくなほどあからさまに、その事実をカイリに突つきつけてくるのだ。

　ひとりでもがんばれるけれど、失敗しても成功しても、どんなときも、傍で励まし、応援してくれる安心感がほしいと、最近すごく思うようになった。

　若いだけではだめ。踊おどれるだけではだめ。何かに秀ひいでているのなんか当たり前。

　でも身体からだの細さい胞ぼうは毎日少しずつ死んでいき、クオリティーを下げず維い持じするための努力をしたかどうか如によ実じつに表れるようになった。日々の仕事をこなすばかりのカイリと違って、友だちは次々と家庭を持ち、子どもを育て、現在ともっと先の未来を見み据すえて生きている。

　いつまでも『みんなのアイドル』という十代の頃ころからまったく変わらないきらきらした存在でいつづけることを、いったいどれくらいの人が望むだろうか。

　今の自分にいちばん合った身の振り方で、そこでひとりの人間として輝かがやくこと。そのためにときにはリスクが少ないけれど実りも少ない安全地帯から飛び出すという覚かく悟ごが、この業界で長く生きていくためには必要な気がしている。

　ただ甘えるだけじゃなくて、受けとめるだけでもなくて、自分の世界をちゃんと持っている相手が傍にいてくれたらいいなと思う。まさに眞宙は、カイリにとって、そういう人のような気がしていた。

　彼も好意を持ってくれているのではと感じていたのは、やはり勘違いだったようだ。カイリにとって眞宙が必要な人だったとしても、彼にとって自分はそうじゃなかったのかもしれない。

　──はじめてそんなふうに思ったのに……「好き」も言えないまま終わるのかな……。

　往おう生じよう際ぎわ悪く、「終わった」とは思えない自分がいた。







　ミュージカルのオーディションに合格し、その翌週にはキャスト変更の公式発表が行われて、今は五月の公演に向けてひたすら稽けい古この毎日だ。

　撲ぶたれたりなどしていないのに、身体のあちこちになぜかあざができている。とにかくハードすぎて、短い休きゆう憩けい、短いオフに遊びになんて行く気もおこらない。

　二月は疾しつ風ぷうのごとく過ぎ、三月も半ばにさしかかっている。この勢いであっという間に公演初日を迎むかえそうで、ひとりになるとときどきどうしようもなくプレッシャーを感じて怖こわい。ミュージカルに初挑ちよう戦せんするのは演者の中でカイリひとりだが、「はじめてだから」という言い訳が通用する世界ではないのだ。

『チャレチャン』をはじめとするバラエティー番組出演の仕事の本数を減らし、その代わりに発声やダンスのレッスン、体力作りのための時間を増やして、イメージをシフトさせるために、雑誌のモデルの仕事をじわじわと入れている。この辺りはマネージャーが立てた戦略だ。

「バラエティー番組のイメージがついてるけど、そこからひっくり返すのはそんなに難しいことじゃないだろ。ただそのまま、かっこよくしてればいいんだから」

「変なハードルの上げ方するよねぇ、坂巻さん。かっこよく、なんて精いっぱいつくんなきゃ、そうはならないっつーの」

「そうか？　最近のカイリ、素でかっこいいよ。目に本気が潜ひそんでる！　恋のおかげかなぁ」

「あ、それムリだったっぽいから、気安くふれないで」

　運転席の坂巻が「えええっ？」と噓うそっぽい悲鳴を上げた。

「もう、だいぶ前から気付いてるでしょーよ」

　そろそろ傷が癒えた頃だろうと踏ふんで、その話題を振ってきただろうことくらい、マネージャーとはつきあいが長いのだから分かる。

「あの子、こんなきらきら王子様をふったのか。俺があと二十くらい若かったら、喜んで抱だかれるのになぁ。しかし『ムリだったっぽい』とは、なんとも未練がましいな、カイリ」

「変な冗じよう談だん言うのやめて。未練がましくて悪かったねっ。はじめてほんとに好きだって思ったんだから……」

　未練なんか、あるに決まっている。

　べつに告白して完全にふられたわけじゃないのだし、一方的に避けるようなかっこ悪いことはしたくないので、『ＯＲＧ』の営業中ならサンドイッチを買うくらいはする。でも何か約束を取りつけるようなお伺うかがいならＬＩＮＥしてもどうせふられるので、個人的な連れん絡らくはいっさい取っていない。

「……公演初日には、来てほしいな……」

　初日は土曜日。昼の部は『ＯＲＧ』が忙いそがしい時間帯だからぜったいに無理だろうけど、夜の部は十九時からでちょうどクローズする時間だ。微び妙みように営業時間とかぶっているから、店を理由に「行けない」と断られるのが関の山な気もする。

「初日は無理でも、一回くらい観みに来てほしい……」

　言いながら自分でも、なんて未練がましいんだ、と思う。

　火曜日の休店日、なんと公演もお休みなので、相当ご縁えんがないみたいだ。

「俺がチケット贈おくっておこうか？」

「……あー……うん……」

　目の前で「行けない」と断られるより、少しだけマシかもしれない。
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　カイリにやっと今日、クリスマスプレゼントを手て渡わたすことができた。

　──でももう二月になっちゃったし……プレゼントしたアームウォーマーを使える季節がすぐに終わりそうだな。

　自室のカレンダーを眺ながめて、小さくため息をつく。

　クリスマスにカイリの部屋での一件があって、一定の距きよ離りを保ってつきあわなきゃ、と眞宙は今度こそ固く決意し、自分に課したそれを守っている。自ら決めたこととはいえ、恋れん愛あい感情を消せるはずはなく、心底から納なつ得とくして吹ふっ切れたわけじゃない。

　カイリから何度か『今から会える？』『よかったらうちに来ない？』とＬＩＮＥが入ったが、眞宙はことごとくそれをやりすごした。半日、一日経たってから、忙しかったとか気付かなかったと言い訳をしていたので、このごろはそういう誘さそいはおろか、雑談のメッセージすらない。

　カイリが『ＯＲＧ』に寄ってくれたときもそっけない態度を取ってしまっているので、彼はもしかすると「機き嫌げんが悪いのか」「冷たいもんだな」と思っているかもしれない。

　──だってあんまり話すと、目が合うと、気持ちが漏もれて伝わりそうだから。たくさん話せないのも連絡が来なくなるのも、さみしいけど仕方ない。半はん端ぱな気持ちでいたら、またあの日みたいなことになる。

　抑おさえきれないくらい好きだから、カイリに抱きしめられると多幸感で頭が痺しびれ、キスなんてされたら秒でとろかされてしまう。決意だけではどうにもならないので、物理的に距離を取る以外に方法がない。

　でも今日プレゼントを渡わたしたとき、カイリにまた「うちで会えない？」と誘われたから本当に驚おどろいた。もう二度とないだろうと思っていたのだ。

　好きなんだから行ってしまえばいい、という捨て鉢ばちな気持ちがまったくなかったわけじゃない。だけど好きだからこそ、決意して引いたラインを越こえてはいけないと強く押しとどめた。

　とくに目的もなくベッドでスマホを弄いじっていたら、ＬＩＮＥのメッセージ受信音が鳴った。カイリと約束した『オーディションの結果報告』に違ちがいない。

　姿勢を正して、逸はやる気持ちでスマホの画面をタップする。

「……！」

　もともとの関係を逸いつ脱だつしないよう決意をして、できるだけ近くでカイリの活かつ躍やくを応おう援えんしたいという眞宙の気持ちが実った。カイリからのメッセージに『オーディション合格したよ。五月からの公演に、主人公の友人役で出演する予定です』と書いてある。

　悲鳴を上げそうになった口を手で塞ふさぎ、そのまま「やった……！」と歓かん喜きの声を上げた。

　二回読み返して、『おめでとうございます。カイリはぜったいに合格するって思ってました！　稽古が始まったらますます忙しくなるだろうけど、がんばってください』と眞宙もすぐにメッセージを送る。友だちとして、応援の気持ちを伝えるくらいはしてもいいはずだ。カイリから『ありがとう。眞宙が励はげましてくれたおかげです。がんばるね』と返ってきて、眞宙は歓よろこびを嚙かみしめながらベッドにごろごろと転がった。

「……またカイリのダンスが見れる。歌も聴きけるよね。しかも生で！」

　行けるなら全公演を観たい。店を任されている身としてそれは許されないことだから、なんとか都合をつけて一回でも多く足を運べたらいい。

　しかしスマホで公演の詳しよう細さいを調べてがっくりした。なんと休店日である毎週火曜日は休演日。昼の部は最初から無理だとしても、夜の部が十九時開演と微妙だ。

　──なんとか一時間だけ早退できないか土屋さんに頼たのんでみるしか……。

　そうなると、何度もは観に行けない。眞宙は「あああ……」とベッドの上で身み悶もだえた。

　それでも可能な限りは行こうと思う。

　──僕のカイリへの気持ちは、これから先もずっと変わらない。

　会えたから、会えなかったから、で恋こい心ごころや応援の想おもいが左右されることはない。







　カイリが『ＯＲＧ』にほとんど顔を出さなくなり、インスタグラムなどでミュージカルの稽古をがんばっている姿を垣かい間ま見みるだけになった。

　そんな公演初日まであとひと月あまりという四月上じよう旬じゆん、カイリにとってはじめてとなる、女性関係のスクープ記事が出た。

『隅友カイリ×向むか井いあいみ　熱愛焼肉デート！』

　テレビ画面を見つめているのに、世界中の音が一いつ瞬しゆん消える。

　向井あいみはミュージカルの出演者のひとりで、カイリの恋人役と発表されていたから、彼女の顔や、かつてアイドルグループにいたという簡単なプロフィールを眞宙も覚えていた。

　スクープ記事に対しカイリ側の事務所は『事実無根』、女性側の事務所は『プライベートは本人に任せております』とのコメントを発表している。情報番組の司会者が『これ、けっきょくつきあってるんですか？』と芸能リポーターに問いかけると、『普ふ通つうは「プライベートは本人に任せている」というと、事実上、交際を認める意味が濃こくなりますよね』と返した。

　自分の激しい鼓こ動どうの音だけが耳に届いて、さあっと血の気が引く。眞宙はたまらず、朝の食しよく卓たくにあったグラスを摑つかみ、水をいっきに飲みほした。

　落ち着かない心地ここちのまま、茫ぼう然ぜんと画面を眺める。

『つまり、チャラ王子にとっては遊びだったけど、向井あいみさんはつきあってるつもりだった、という解かい釈しやくになっちゃいません？』

『まぁ～そう言っちゃうと……向井さんからすれば立つ瀬せないし。チャラ王子はもともとそういうキャラとはいえ、バラエティーでせっかく上げてる好感度が下がりますよね』

　画面に横並びのゲストコメンテーターらが、くすくすと笑っている。

　眞宙は見ていられなくてテレビの電源を落とした。

　カイリ側が否定しても女性側が認めるような発言をしている以上、そこに男女の関係があったことをにおわせるには充じゆう分ぶんだ。

　──彼女がいるからうちの店にあんまり来なくなったし、ＬＩＮＥもくれなくなったのかも。

　はじめてのミュージカルの稽けい古こがどれほどハードなものなのか、眞宙には微み塵じんも分からない。

　それでも想像するに、ときには不安になったり、うまくいかずに落ち込む日だってあるかもしれない。そんなときに一いつ緒しよにがんばっている女の子が傍そばにいて、やさしく励まされたりなどすれば好意を抱いだいたり、それ以上のことが起こっても不思議じゃない気がする。

　そっけなくして、ＬＩＮＥを未読無視などしておいて、彼を責める権利なんて一ミリだってないことは眞宙自身も分かっている。

　──でも、いやだ……！

　そのような立場にないとか、自分が距離を取って選んだ結果だとしても、噴ふん出しゆつする感情は理り屈くつではとめられない。

　──友だちとして応援するっていうのは、こういうすべてを受け入れることでもあるのに。

　その事実にまだ心が追いつけずにいたのだと、眞宙は強く思い知らされた。
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　三月も終わり、ミュージカル公演初日となる五月十一日まで一カ月を切った。

　舞ぶ台たい演出家やプロデューサーらに「カイリ、ぜんぜんだめ」と言われるより「今のいいね！」と評価してもらえることが増えた。

　公演初日の二日前には、公開舞ぶ台たい稽げい古ことマスコミ向けのフォトコールが行われる。そこに向けて、体調を崩くずさないように、体力を落とさないように、ケガをしないように、とマネージャーからは口酸すっぱく念を押されている。

　そんなタイミングで、不測の事態が起こった。

「あー……なんていうか……最悪の展開だな」

　週刊誌が見開きページを開くかたちでテーブルに置かれ、スクープ記事の見出しだけ読んだカイリは半眼で無言になる。

　朝早くからマネージャーがマンションに飛んできたので、何か良くないことがあったのだろうということは予測できたのだが。

　つい二週間前に、『隅友カイリ×向井あいみ　熱愛焼肉デート！』と大々的に報じられた。

　そもそも焼肉はデートで行ったわけじゃない。彼女以外に共演者など男女合わせて他ほかに六人もいたのに、その人たちはいなかったことになっていた。

　デートに見えるような写真の撮とり方でスクープとして報じる、というのは昔からよくある。

　向井あいみは同じミュージカルに出演することになっている若手女優だ。ミュージカル経験は二作品目。アイドルグループ出身というカイリと似た境きよう遇ぐう、そして恋人同士の役やく柄がらということもあり、なんとなくセットで扱あつかわれているだけで、実際はまったくそういった関係にない。

　ところがあちらの事務所が「プライベートは本人に任せております」という交際を認めるニュアンスの濃いコメントを出したため、なんとなく「チャラ王子のほうは何やら都合が悪かったのかな」という分の悪い展開になってしまった。

「まったく困りますよ。きっちり否定していただかないと！」と坂巻は事務所を通じてもの申したが、あちらの事務所は「でもカイリくんもあいみと仲がいいみたいですし」と、カイリ側がこれ以上強く否定すれば角が立つような返しをしてきたらしい。

　坂巻は「あれな、たぶん仕込みだったんだよ。週刊誌に撮らせて話題にさせるやつな。一作品目で話題にならなかったから焦あせったんだろ」と苛いら立だっていた。いわゆる売名行こう為いに使われたというわけだ。しかしそれは憶おく測そくの域を出ないので、世間が忘れてくれるのを待つしかない。

　ところが、その二週間前のスキャンダルは単発ではなかったのだと、今、分かった。

　新しい週刊誌が明日、店頭に並ぶ。

　昨今のスクープのはやりは、スキャンダルという名の砲ほう弾だんを時間差で放ち、ダメージを倍にしてとどめを刺さす、というもので、まったく鬼おにの所業としか言い様がない。

　そのとどめとなるスクープ第二弾が、今、カイリの目の前に広げられた週刊誌の見開きページにぶち抜ぬかれている。

『向井あいみ、今度は不ふ倫りん?!　隅友カイリはたんなる浮うわ気き相手、ただの踏ふみ台だった！』

「ひでーわ。浮気相手だの踏み台だの」

　何ひとつ悪くないのに、近くにいたというだけで被ひ弾だんしたようなものだ。

「これじゃあ同情より失笑を買う！」

　坂巻が地じ団だん駄だを踏んでいる。

　遊び人のイメージがひとり歩きしている『隅友カイリ』だから二ふた股またされても自じ業ごう自得、でも格下の新人女優にコケにされてちょっとカワイソー、とされる流れだ。被弾した上に『浮気された情けない王子様』と余計な装そう飾しよくがついてのイメージダウンとなっている。

「けっきょく、二週間前のスクープは向井あいみ側の仕込みでもなんでもなく、この本命記事があって、さらにセンセーショナルにするための、週刊誌側の演出だったのかもな」

「公演間近にこれってさぁ……。え、俺はいったいどういう攻こう撃げきに備えればいいの？」

　とんだ巻き添ぞえだが、傷は最小限にとどめたい。余計なことを喋しやべってさらにイメージダウンなんて、自ら地じ雷らい原に飛び込んでいくようなことは避さけなければ。

「想定できるのは『向井あいみ、元カレとミュージカルで競演、役柄では恋人同士のまま！』みたいな。で、元カレとしてコメント求められる流れだよな」

「俺もう、ノーコメントでいい？　フォローする義理ないし……と言いたいところだけど、『それでも優やさしい言葉をかける王子』みたいな方向で男の株を上げる的なのをみんな望んでるんでしょ？　やだよ！　なんでありもしない事実を認めなきゃなんないの」

「ですよね」

「坂巻さん、でっかい火の粉が飛んできたら護まもってください。ミュージカルで舞台に立った隅友カイリを、ちゃんとまっすぐに見てほしいし、色眼鏡じゃなくて正当に評価されたいって思ってる。情けないけど、今は俺、自分のことで精いっぱいだよ」

　人のスキャンダルのことまでどうして気にしてやらなきゃならないのか、意味が分からない。

「観みに来てくれた人たちが『思ったよりよかった』って驚おどろいてくれるような公演にしたいんだよ。主役じゃないけどさ」

　最後にカイリが笑うと、坂巻も苦笑いした。

「うん……考える。とにかく今日はボイトレのあと、午後から稽古な。で、週刊誌発売のあしたから三日間はちょうど稽古も休みだし、マンションから出ないように」

「了りよう解かいです。自主トレしてます」

「いい子！　俺が護ってやる！」

　頼たよれるマネージャーの言葉を信じて、嵐あらしがおさまるのを待つしかない。







　ボイストレーニングが終わり、午後からの稽古まで少し時間があるので、『ＯＲＧ』にランチをかねて立ち寄ることにした。ミュージカルのチケットをマネージャーが贈おくってくれることになっているが、やっぱりそれを自分で伝えたいのもあって、カイリはえいっと向かったのだ。

「こんにちはー……」

　ところが、窓口から顔を出していたのは土屋だ。いつもはそこに眞宙がいる。土屋がいたことは一度もない。なんとなく奥を覗のぞくと、知らないバイトが入っている。

「カイリさん、久しぶりですね。ミュージカルの稽古、忙いそがしいんですか？」

「うん……まぁ。今はボイトレの帰りで。……眞宙は？」

　カイリが問うと、土屋が「あー……」と妙みような返しをするので、訳が分からないままいやな予感がする。

「眞宙くん、今ちょっと田舎いなかに帰ってて。だから俺が店長代理」

「……え……？　田舎って、高知に？　いつから？」

「二日ほど前です」

「…………そう……なんだ」

　ぜんぜん知らなかった。

　そういう連れん絡らくを貰もらうような仲じゃないけれど、実家があるのだからたまには帰るものなのかもしれないと、このときはあまり深く考えなかった。

「……眞宙に、もうずっと会えてない」

　いつもいるはずの場所に眞宙がいなかったからか、疲つかれがたまっていたからか、ついぽろっと本音が漏もれた。

「……カイリさん、眞宙くんに会いたいんですか？」

　窓口から土屋が身を乗り出してくる。茶化すような口調じゃない。

　どう答えるのが正解なのか考えあぐね、カイリは最終的に「ずっと会えてないし、会いたいよ」と素す直なおな気持ちを吐と露ろした。会いたいとしか思えなかったから、噓うそやごまかしが言えなかったのだ。

「ミュージカルも……眞宙に観に来てほしい。公演初日の土曜日さ、夜の部が十九時開演なんだ。土屋さん、その日に眞宙を一時間だけ早退させてもらうことってできる？」

「あっ、いいですよ、そんなの。俺もときどき眞宙くんにお願いして、早退させてもらってるから。十八時になると、お客さんも減りますし」

「さすが店長代理。土屋さんもミュージカルに興味あったら、観に来てください。マネージャーにチケット贈るように頼たのんでおきます」

　カイリの申し出に土屋は「いいんですか？　じゃあ、ぜひ！」と笑え顔がおを見せてくれた。

　だからこのとき、眞宙はそのうち東京へ戻もどってくるのだと思っていたのだ。







　日付が変わった零れい時じに、週刊誌が発売された。

　不倫報道は週刊誌やマスコミにとって、いつの世でもかっこうのネタだ。他人の恥ち部ぶについて、みな自分の正義を声こわ高だかに主張する。がっかりだ、最低だ、相手の家族の気持ちを考えたことがあるのかなどと、当事者ではない他人同士が論戦をくりひろげる。

　しかも今回は『二股不倫されたチャラ王子』との変化球が入り、隅友カイリは予想どおりのとばっちりを受けている状態だ。

　朝も昼も情報番組はどこもその話題一色。出るな、と言われなくても、外に出たくない。マンション前は各局のカメラ、リポーター、週刊誌や雑誌の記者、カメラマンと、黒山の人だかりができている。

　テレビの電源を落とし、カイリはソファーにごろんと寝ね転ころがった。時刻は十三時。おなかはすいても、外食に出られない。デリバリーもなんだか億おつ劫くうだ。

　気分が落ちている。

　はじめてのミュージカルに向けて必死にがんばってきた最後に、水をさされた。

　放ほうっておけばいい。みんな次のスクープにすぐに気を取られ、話題は日々更こう新しんされて、数カ月も経たてば「そんなこともあったね」だ。

　でも、そんな『いつかは』なんて気休めは、今はなんのたしにもならない。

　カイリはぼんやりとスマホの画面を眺ながめた。

　眞宙のＬＩＮＥアカウントはトーク機能を使うだけでタイムラインを更新しない。ツイッターやインスタグラムは『ＯＲＧ』公式のものだけで、彼自身の近きん況きようを知る術すべがないのだ。

　インスタもツイッターも忙しくなると覗かなくなる。久しぶりに暇ひまを持て余して、カイリはインスタのアプリをタップし、『ＯＲＧ』の公式アカウントを覗いた。

　最初の頃ころにチェックしたときのとおり、萌もえ断のサンドイッチの写真や『本日は休店日です』『完売しましたのでクローズします』など業務連絡的な投とう稿こう画像・記事となっている。

　ざっとスクロールし、適当にさかのぼって、カイリは三月にシェアされた真っ赤な画像に目をとめた。

「……トマト……の野菜ジュース……」

　その記事には『最高においしいトマトの野菜ジュースのための、とっておきのトマトを探しています』と書かれてあり、いくつかの品種のトマトの断面画像がポストしてある。

　眞宙が以前「春になって、トマトがおいしい季節になったら、トマトの野菜ジュースを作ります。カイリに飲んでほしいです」と話していた。「概がい念ねんを覆くつがえす」なんて言うから、カイリもそれは飲みたいと答えたし、当たり前のように少し未来の約束をしたのだ。

　これはもしかして俺のため──なんて考えるのは、自分が思い上がっているからだろうか。

　カイリは寝転んでいたソファーから身を起こした。

　だいぶさかのぼりすぎていたので、少し戻る。すると『トマトの野菜ジュース、試作中』との記事を見つけた。真っ赤なトマトと、入れる予定の野菜をあれこれチョイスしている手元の画像だ。すぐに眞宙だと分かる。

　──手をつないだから、知ってる。冷たいの。

　食べものを扱あつかう手は冷たくていいと言って、眞宙は手て袋ぶくろを使わない。

　眞宙が二月にくれたクリスマスプレゼントは、そのくせ、「あたたかいように」とアームウォーマーだった。

　次の画像は、休店日に『今日は新しく契けい約やくした農場のチーズを試食しに来ました。牛がかわいい』と牛に干し草を与あたえている眞宙のうしろ姿だ。その背中に、カイリがクリスマスにプレゼントしたボディバッグを斜ななめがけしている。

「…………」

　いろんな想おもいがいっぺんに去来して、カイリはぐっと喉のどを詰つまらせた。

　──外での仕事中に、お揃そろいのバッグ使ってくれてる。

　眞宙はもともとがっしりとした体格ではないからよけいに、その細い背中を見て「ちゃんと食ってる？」と問いかけたくなった。

　カイリが知らない間にも、眞宙は店のことを当たり前のようにがんばっている。働くのは社会人として普ふ通つうのことだろうけど、二十一年も暮らした田舎を出て、たったひとり上京して独り暮らし。何かつらいことがあったとき、がんばりすぎて疲れたとき、すぐに頼れたり相談できるような人が眞宙にいればいいが、どうなのだろうか。

　──俺はいつも誰だれかが護まもってくれるのが当たり前、みたいなところで生きてるんだよな。

　喜んでくれる人のためにがんばっている眞宙に、カイリは寄り添そいたい気持ちになった。そんなあたたかい気持ちが湧わくのと同時に、自分がいるから他ほかの人には頼ってほしくないという、一方的な独どく占せん欲も覚える。

　──表情が見えない、一場面を切り取っただけのインスタを見て、ぜんぶ俺の勝手な妄もう想そうだけど。眞宙のことが気になって仕方ない。

　以前、野菜のポタージュを出されたとき、眞宙は「カイリに食べてほしくて」と言っていた。じゃあ、このトマトの野菜ジュースもそもそもは俺のためじゃないの？　とやっぱり訊ききたくなる。

『トマトの野菜ジュース、完成しました！　野菜ジュースが苦手で「野菜ジュースの何がいまいち惹ひかれないかって、まずこの色よね」と思ってる方こそ、この元気がほとばしるような真っ赤な野菜ジュース、ぜひ飲んでみてほしいです』

　最後にポストされた記事を、カイリは何度も読み返した。

「……これ、俺に言ってる？」

　だってその「野菜ジュースの色が」云うん々ぬんは、カイリが眞宙に言った言葉だ。

　しかし、そんなふうに感じるのは俺が思い上がっているからか、という疑問が再び脳のう裏りをよぎる。

　眞宙に連絡してみようか……と思い立ち、即そく座ざにＬＩＮＥ通話をしてみるが出ない。

　折り返しがあるか待ってみたが、通話はトークと違ちがって『既き読どく』がつかないから、見ているのかどうかも分からない。

　しつこく今度は『電話していい？』とトークでメッセージを送ると、すぐに『既読』がついた。しかし十分経っても二十分経っても眞宙からの反応がまったくない。

　最後にまともな会話をしたのは、クリスマスのプレゼントとしてアームウォーマーを貰った日。それ以降サンドイッチを買いに行ったとき顔を合わせてはいるけれど、これといって特別な会話はしなかった。ＬＩＮＥのやり取りはその辺りからまったく交かわしていない。

　──単純に忙いそがしいだけ。それとも無視されてるか。

　いつもなら連れん絡らくが取れない人のことは、まぁいいや、とあきらめるのだが、今、眞宙とどうしても話したくて、いてもたってもいられない。

　どうにも黙だまっていられなくなり、今度は『ＯＲＧ』の店の番号に電話をかけた。予約などをするときに、何度か利用したことがある。

　電話には土屋が出た。

「仕事中にごめん、土屋さん。あの、眞宙、実家のほうでなんか忙しいのかな。いつこっちに帰ってくる？」

　カイリの慌あわただしい声に対し、土屋が電話越ごしにもごもごと言葉を詰まらせるのが伝わった。

「え……何？　眞宙、なんかあったの？」

『すみません。きのうは言えなかったんですけど……眞宙くんの実家のおとうさんが倒たおれたらしくて、それで帰省してて。おとうさんのほうはひとまずだいじょうぶらしいんですけど……もしかしたら、もう、こっちに戻ってこないかも……』

「えっ？」

『サタさんのところ、いくらバイトさんがいっぱいいるといっても、家族経営だから。すぐに通常通り仕事復帰ってわけにいかないみたいで、おとうさんのことが心配みたいです……』

「……そ……そうなんだ……」

『眞宙くん、なんだかんだで、おとうさんに認めてもらいたいって気持ちが強かったみたいだし、おとうさんの傍そばを離はなれないかもしれないなって……今日、オーナーとも話してて』

　土屋から話を聞いて通話を終え、カイリはソファーに座ったまま天てん井じようを仰あおいだ。

　眞宙の父親がとりあえずだいじょうぶだったというのは安心したが、送信したＬＩＮＥにあいかわらず返信が来ないのには、家族の事情で多た忙ぼうだから、ということ以外に理由がありそうな気がしてならない。

　もし、カイリに関する二週間前からの騒そう動どうや、今日の新たなスクープ記事を、眞宙が見ていたらどう思うだろうか。

　──俺は俺の潔白を知ってるから気にしてなかったけど、眞宙は一視し聴ちよう者として『男にも女にもすぐ手を出すチャラチャラした最低な男だ』って思った……かもしれない……？

「……冗じよう談だんじゃねーわ……！」

　カイリはソファーからすっくと立ち上がった。

　立ち上がったが、振ふり上げたこぶしをどこへぶつければいいのか分からない。

　眞宙は高知。「車で送って」といつもみたいにマネージャーに頼たのめる距きよ離りじゃない。今空港へ向かおうものならマスコミの人たちに囲まれ「あらら、都合が悪くなると高飛びですか」の勢いで責められるのは必至だ。

「なんっ……これもう、何、どうしたらいいんだよっ……！」

　何かいい方法はないかと部屋をぐるぐるしていたら、マネージャーから着信があった。

『カイリ、朗報。向井あいみ側が記者会見すると言ってる。あっちは不ふ倫りん報道の火消しに躍やつ起きだ。マイナスイメージは極力避さけたいから、隅友カイリはもともとただの共演者であって恋れん愛あい関係はないって明言すると、言げん質ちも取った』

「おぉ……さすが坂巻さん」

『どうにかしてくれって訴うつたえたのは俺だけど、実際に動いたのは社長な。で、ちょっと残念なのが、その記者会見、三日後の予定なんだわ。あっちがいろいろ根回しとか必要らしくて、時間くれって』

「三日後……」

『ちょうど稽けい古こも休みだから、それまでカイリはどっかに隠かくれておけ、っていうお達し。マンションにいてもいいけど、そこだとあんまり身動きとれないだろ』

　このタイミングで雲くも隠がくれしろとは、まさに天の声だ。彼女に、ありがとうと言いたくなる。

「坂巻さん、お願いがあるんですけど……。俺をどうにかして高知へ行かせてくださいっ！」

『高ー知ぃ？』

　坂巻の声がひっくり返っている。隠れろと言っても、そんな遠方とは想定外だったのだろう。

「無事に飛行機に乗れたら、あとは自分でどうにかするから！」

　いつもは変装なんか面めん倒どうくさくてほとんどしないけれど、マスク、メガネ、帽ぼう子しをクローゼットから引っ張り出し、それから逃とう避ひ行こうのための準備に移った。
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　父親が倒れた、との一報は、家族からではなく店のオーナーから眞宙にもたらされた。

『高知行きのチケット取れたから、とにかく急いで！』とオーナーに急せかされ、ばたばたと準備をして、早朝の羽はね田だ空港へ向かう。

　土屋には『急きゆう遽きよで申し訳ないですが、そういうわけで、臨時で他店のバイトさんがひとり入るそうです』と突とつ然ぜんの帰省の事情を説明した。空港へ向かう道中も、眞宙の留守中に届く仕入れ野菜のことや、返事待ちの案件についてなど、店に関するフォローで慌ただしい。

　空港での手続きもすませて、昼くらいには高知の実家に着くとほっとしたとき、そういえばなんで家族は僕に直接連絡をくれなかったのだろう、と不思議に思った。何か別の用事で連絡した際にオーナーがたまたま知ったとしても、おかしいと思う。そもそもどういう理由で倒れたとか、病状がよく分からない。

　──もし命に関かかわるほど重じゆう篤とくだったら、さすがに直接僕に連絡くれただろうけど……。

　それでも状況が見えない分、気になるし、母か兄に確かく認にんしようとスマホを手に取ったら、オーナーからまた電話がかかってきた。

「オーナー、ありがとうございます。搭とう乗じよう手続きもすませました。ところでうちの父、どういう状況なのか詳くわしいこと聞いてますか？」

『あー、それな、ぎっくり腰ごしなんだって。きのうの昼間、仕事中に』

「……ぎっくり腰……？」

　ぽかんとしてしまう。命の危険……といやな想像をたった今したところだったのだ。

　──よくあるお騒さわがせエピソードじゃないか……！

　気が抜ぬけた眞宙は、ターミナル中央の待合用のソファーに脱だつ力りよくしてうなだれた。

「……倒れたって言うから……僕は……」

『奥様から「ただのぎっくり腰だから眞宙には連絡しなくていい」って言われたんだけどさ。あれ、ぎっくり腰な、たかが～と思ってるかもしんないけど、めちゃめちゃたいへんなんだぞ。世話してやらなきゃいけない周りもたいへんだし。おにいさんの奥さんだってまだ乳ち飲のみ子がいる状態で、実質、動けるのはおにいさんと奥様くらいだろ』

「まぁ……はい……」

『親父おやじさんは責任感強い人だから、人手がたりないとなると無理して動きそうだ。もう若い頃ころとは違うんだし、しっかり治してからじゃないと、むちゃをすればのちのちまで響ひびくんだよ』

　オーナーにそこまで言われて、やっと眞宙も『たかがぎっくり腰』と思っちゃいけない、と理解した。

「そうですね……すみません。ありがとうございます」

『そういうわけで、眞宙くんには一週間の休きゆう暇かを命じます。東京出てきて、まだ一回も高知に帰ってないだろ。正月も帰ってなかったんだから、少しゆっくりしておいで。店のほうは臨時のバイトも回すし、俺も顔を出してフォローしておくから』

　五月に上京してから一年近く帰っていない。つまり、強制的でもないと、店に対する責任感で東京を離れられないでいる、と察したオーナーによる取り計らいだったのだ。

「ありがとうございます」

『戻もどってきたらＧＷで忙しくなるぞ』

　そう言って笑うオーナーの心こころ遣づかいに感謝し、眞宙は一週間だけ甘えることにした。

　それに東京でがんばっている『ＯＲＧ』のことを、両親や兄夫ふう婦ふ、祖父母に話したい。

　──ぎっくり腰なら暇ひましてるかも。東京土産みやげにその辺でお菓か子しでも買ってくかな……。

　途と端たんに緊きん張ちようがほぐれ、眞宙はほっとした心地ここちでソファーから立ち上がった。







　オーナーから『上京してまだ一度も実家に帰ってないようだから、一週間の休みを取らせました』と実家の家族にも連れん絡らくが入ったらしく、眞宙が到とう着ちやくしたときには、あれやこれやと家庭料理を用意して待っていてくれた。

「なんか……ほんとに、ただの帰省になっちゅう……」

　からあげ、山の幸さちのてんぷら、川魚の焼き物や鍋なべいっぱいの煮に物ものなど、ずらりと並んだ食しよく卓たくを見て眞宙が苦笑いすると、居間に敷しいたふとんで寝ね転ころんでいた父親が「俺も起きる」と言い出した。

「えっ、寝ちょってええよ！」

「そがなずっと寝ちょれん。めし食うときくらい起きるに決まっちゅーがよ」

　よろよろしながら起き上がるので、それもそうかと思い、眞宙が手を貸してやった。

　腰よう痛つう用のコルセットを着けているので、ぐきっといったきのうよりはいくらかマシらしい。

「眞宙、めし食ったら午後の仕事があるきぃ、ちっくと手て伝つどぉてくれるか？」

　兄の克かつ洋ひろに問われて、からあげをほおばりながら「ええよ」と答えた。

　食卓にのぼった川魚は祖父が焼き、煮物は祖母が、ほかの料理は母と兄あに嫁よめで作ったとのことだ。家族総出の歓かん迎げいっぷりがうれしいけれど、遊びに帰ったわけじゃない。

「悪わりぃな。さっき帰ったばっかりやっちゅーのに。出しゆつ荷か作業が遅おくれちゅーんだ。十五時にトラックが来るき、そん頃に作業場に入って手伝ぉてくれ」

「気ぃ遣わんでええんよ。手伝うつもりで帰ったき」

　眞宙がにこにこと返すと、克洋は「んじゃま、遠えん慮りよのう頼たよらせてもらうわ」と笑った。

　克洋は先に作業場に戻り、父から「どうなんや、店んほうは」と訊きかれたので、食事をしながら『ＯＲＧ』の話をした。

　オープンしてすぐに萌もえ断サンドイッチがインスタグラムで話題になり、お客さんに飽あきられないように、季節や仕入れの内容によって具材を変え、ソースを工く夫ふうして、毎日でも食べたくなるサンドイッチを提供するように心がけていること。お客さんの意見や要望を取り入れたりして、新しいメニューを作ることもあること。こだわることも大事だけど、本当においしいもの、身体からだにいいものについては、産地や工場を限定せず積極的に取り入れていこうと思っていること──など、スマホで撮とった画像を見せたりしながら話した。

「うちのオンラインショップのほうに、『ＯＲＧ』のサンドイッチに入ってたにんじんだったら子どもが食べてくれる……ってコメントが来ちょった……って、なぁ、美み月つきさん」

　父の言葉を受けて、兄嫁である美月が「そうそう」とスマホの画面を眞宙に見せてきた。

　たしかに、『サタ・ファーマーズの採れたて野菜セット』の通つう販はん申し込みの備考欄らんに、そういうコメントが書き添そえてある。

「ときどき電話もあるんよ。『ＯＲＧ』のサンドイッチの有機野菜って、そちらのですか～？　っていう問い合わせの。眞宙くんのおかげやねぇって、おとうさんとも話してるんよ」

　家族からはじめて受けた報告に、眞宙はうれしさのあまりに声を詰つまらせた。

「……え……そうなんや……」

「まぁ、もともとは俺らが丹たん精せい込めて作った、自じ慢まんの野菜やからな」

　父のどや顔に噴ふき出したが、眞宙は目め尻じりの涙なみだをちょっと拭ぬぐって「そやね！」と笑った。

「東京まで行って、たーだ男ん尻しりばっか追っかけちょったんやないんやな、て安心した」

「当たり前ちや。げにひどいわ」

　言い方は相変わらずだけど、「安心した」と言ったときの父の表情から、眞宙が東京でがんばっていることをちゃんと理解して認めてくれていると伝わる。

「わたしらはここ『サタ・ファーマーズ』で、眞宙くんは東京で。それぞれがやれる最良の方法でがんばってけばええよねって、克洋さんとも話してる。おとうさんもおかあさんも、おじいちゃん、おばあちゃんも、みーんなそう思っちゅーよ」

　まだ小さなあかちゃんを抱だいた美月にもそんなふうに励はげまされて、眞宙は感激しながら大きくうなずいた。







　ほぼ一年ぶりに田舎いなかに帰ったけれど、あっという間に方言が戻ってしまった。

『サタ・ファーマーズ』は、国道を折れてからは公共のバスなどなく、タクシーに乗るか、誰だれかに迎むかえに来てもらうかしかないほど交通の便が悪い奥地にある。狭せまい農道を車でひたすら三十分も走った先、四し万まん十と川からもずっと離はなれた上のほうだ。高知空港からだとうまくいっても二時間以上かかり、東京など都会の人なら、きっとここを『秘境』と表現するだろう。

　コンビニなどない。色とりどりの明かりもない。のどかすぎる畑と山の景色が延々広がる。

　飲食店も当然ないが、とにかくひっきりなしに食卓に食べものが出てくるので、眞宙は帰省したこの二日ほどであっという間に一キログラムは太った。

　古い屋や敷しきの縁えん側がわに寝転んで、月明かりの下でぼんやりする。

　今日も一日よく働いて、よく食べた。すごく健康的だ。

　家にいるときは祖父母と一いつ緒しよにおやつを食べて、お茶を飲み、父の世話をする。ぎっくり腰は最初に比べればだいぶマシになったようで、案の定すぐ動こうとするから、眞宙がそれをとめて代わりに仕事をしたり、母の運転で買い出しに行ったりと、なんだかんだ忙いそがしい。

　ごろごろしながらスマホを弄いじる。こんな商店のひとつもない片田舎だが、スマホの電波は届くので、文明と携けい帯たい電話会社に感謝だ。

　眞宙はだらだらとニュースサイトを流し見た。いつも探してしまうのは、隅友カイリに関する記事や情報だ。

　二週間ほど前、カイリの熱愛がスクープされ、「相手は本気だったかもしれないが、チャラ王子にとっては遊びだったってことだろう」と憶おく測そくされて物議を醸かもした。

　──カイリは「特別扱あつかいされたいアピール激しいのとか彼女になりたがる女の子は、もう二度と近寄らせない」……だもんね。

　つかず離れず、ファンとしていちばん近い距きよ離りでカイリが羽ばたくのを、これからもずっと見守っていたい。眞宙もこの相手の女性、向井あいみのようにはなりたくなかったから、カイリとは距離を置こうと思ったのだ。

　──でも……カイリ……あの子と、したんだよね。僕としたような、あんな……。

　カイリの部屋で一度だけ起こってしまったことを思い出すたび、眞宙は心がむずむずして、苦しくて切なくなる。カイリとふれあったときのたった一いつ瞬しゆんの快感を、ずっと忘れられない。

　あんな行こう為いをこの子ともしたんだと考えると、彼女の顔写真すら見たくないと思ってしまう。

　嫉しつ妬とする権利なんかないが、カイリのことが好きだから、直接会ったこともない女性に対してそういうどろどろとした感情を抱いだくのだ。

　カイリを好きでいる限り、これから先も一生、こんな重たくてどす黒い感情を抱くことになるのだろうか。

　田舎で曇くもりのない月を見上げていたら、東京での出来事が少し遠いことのように感じられる。

　眞宙は、今だけは忘れていよう、とまぶたを閉じた。







　翌日は朝早くから、『隅友カイリ×向井あいみ』に関するセンセーショナルな第二報で、情報番組が賑にぎわっている。『浮うわ気きされた』『二ふた股またされた』『踏ふみ台にされた』と隅友カイリを『新人女優にコケにされた残念な王子様』との扱いで報じていて、眞宙は奥歯を嚙かんだ。

「隅友カイリ、女性関係のスキャンダルで名前出るのはじめてやない？」

「ちっくと前に出ちょらざった？」

「あー、カイリんほうはそんとき『事実無根』やって、交際んこと否定したけども」

　朝の食卓でカイリの話題が飛び交かう中、眞宙はもくもくとごはんを食べた。

「眞宙は隅友カイリんこと、まだ好きなんちやね？」

　母からの質問に、眞宙は飲み込んだ白米を詰まらせそうになった。もちろん「ファンとして」という意味での問いだ。

「そ、そりゃ……す、好きちや」

　答えて、ものすごい勢いで耳が赤くなるのが自分でも分かる。

「なーんであんたがそこまでてれるがよ？」

「好きとか言わせるきちや。ごちそうさま！」

　てきぱきと食器を重ねて、食卓から離れ、洗面所に逃げ込んだ。

　顔を洗い、無心で歯を磨みがき、二階にもともとある自分の部屋のベッドにごろんと寝転ぶ。

　気になって仕方ないので、スマホでさっき出たばかりのスクープ関連記事を探した。スクープの内容やそれに対するＳＮＳユーザーの反応などをざっと読み、眞宙はスマホを伏ふせた。

　ＳＮＳで騒さわいでいる人たちみたいに、浮気したほうをちくちくと責めたり、されたほうを指さして嗤わらったり、そういった感情は湧わかない。恋れん愛あいの事情は、当の本人たちにしか分からないことだ。

　ただ、カイリと自分の間に起こったことは紛まぎれもない事実で、こういうふうにスクープされるところを見ても、カイリは恋こい人びとでもない女性ともキスやセックスができる人で、自分もそういう扱いだったんだなというのが、悲しいだけだ。

　──僕は、カイリとしかしたくなかったよ。

　チャラ王子と呼ばれているだけあって女の子と派手に遊んでる、という噂うわさ話ばなしはずいぶん前からあって、そうなのかもしれないな、という漠ばく然ぜんとした認にん識しきはあった。でもどこかで、自分だけは彼にとって特別な存在になりたいと、身の程ほど知らずなことを本当は望んでいたのだ。

「あつかましすぎて、笑っちゃうな……」

　こんな気持ちを抱いていて、よくもまぁ、友だちとしてなら一生傍そばにいられる、だなんて考えたものだ。彼の移ろいゆく恋の一部始終を柔やわらかな気持ちで見守る覚かく悟ごもないくせに、浅はかすぎる。

　もう、隅友カイリの純じゆん粋すいなファンには戻もどれない。

　推おしであったはずの彼に、恋をしてしまったからだ。







　午前中の『サタ・ファーマーズ』の収しゆう穫かく作業が終わり、遅おそめの昼食のあと、午後からの出しゆつ荷かの時間まで休きゆう憩けいをとるのが通常のルーティーンとなっている。

「眞宙、文ぶん旦たんゼリー食べる？」

　眞宙は「食べる！」と、寝ね転ころんでいた居間の畳たたみから身を起こした。

　母の手作りゼリーは旬しゆんの果物を使い、子どもの頃ころからときどき作ってくれるご褒ほう美びおやつのひとつだ。

「ねぇ、東京で、いい出会いはないが？」

　母はうれしそうな顔で訊きいてくるが、眞宙は笑いながら「ないよ」と答えた。

「美人さんが、そりゃあもういっぱいいるろう？」

「仕事でそれどころやないがやき」

　そんな話をしながら、母親にはカイリのことを少しだけ話してみようかと、ふと思った。小学生だった眞宙を、はじめて『ＥＸＩＤＯＬ』のコンサートに連れて行ってくれたのも母だ。

「……隅友カイリな。うちの店の、目ん前のマンションに住んじゅーんちや」

　母親は「げにっ？」と目を丸くしている。

「何か喋しやべったが？」

「喋ったもなんも、店に買いに来ちゅー」

「そりゃ、びっくり！」

　驚おどろいている母に、カイリが店のサンドイッチをおいしいと言ってわりと頻ひん繁ぱんに買いに来てくれることや、彼のアドバイスで野菜のポタージュを作ったこと、彼に飲んでほしくて試作していたトマトの野菜ジュースが最近完成したことなどを話した。

「仲良しやないのー。げにすごいわ！」

「人に言わんでね。大事にしたいき」

　恋を報告するような気持ちでそうお願いすると、母親は目をぱちりと大きくして「分かった」と笑え顔がおでうなずいてくれた。

　午後の情報番組も朝から引き続き『隅友カイリ×向井あいみ』の第二報についての話題だ。

　それを横目で見て、眞宙はテレビの電源を落とした。

「こがなの、おもんない」

　柱時計のカチコチばかり大きく響ひびく茶の間で、母親と文旦ゼリーを食べていたら、ＬＩＮＥ通話の着信音が鳴った。ディスプレイを覗のぞくと『隅友カイリ』と名前が出ている。

「……！」

　眞宙は着信音が鳴り続けるスマホを摑つかんで、「ちょっと」と立ち上がった。

　縁側に出て、もう一度ディスプレイを見つめる。間ま違ちがいなく『隅友カイリ』からだ。

　彼とはずいぶん長く、ＬＩＮＥのやり取りをしていない。彼からの誘さそいをはぐらかし、会話が長引かないように距離を取り、眞宙の態度がおかしいことにカイリも気付いていたはずだ。

　しかし今このタイミングで、いったいなんの用なのだろうか。二週間前のスクープのときも、マンション前には多くのカメラやリポーターが集まっていた。今日あきらかになったスクープで、再びたいへんなことになっているだろうということは察するにあまりあるが。

　──分かんない。見当もつかない。立て続けのスクープがあって、僕だって今、気持ちが揺ゆれてるのに。何を話すつもりなんだろ？

　惑まどううちに着信音がぷつりと途と切ぎれる。トーク画面に残った不在着信の通知を茫ぼう然ぜんと見ていたら、今度は『電話していい？』とメッセージが飛んできて、うっかり既き読どくがついてしまった。

　ホームボタンを押して、ディスプレイもオフにする。

　何を話されたとしても、眞宙がおだやかな気持ちで聞けること、話せることなんて、今はひとつもない。口を開けば余計な、自分の本当の想おもいなどぶちまけてしまいそうだ。

　嵐あらしが去るのをただ屈かがんで待つ子どものように、眞宙はぽかぽかとあたたかい春の縁えん側がわに座り込んだ。







　その日の午後の出荷を終えたあと、眞宙はバイトの男の子の運転で、道の駅に向かった。

　道の駅の直売所コーナーに『サタ・ファーマーズ』の商品を卸おろしている。翌朝、新しん鮮せんな野菜を補ほ充じゆうするので、品数の把は握あくや売れ残りのチェックをするためだ。いつもは父がしている仕事だけど代理で眞宙が行い、売店の人たちと話などして、陽ひが暮れた頃に家に戻った。

「ただいまー」

　スニーカーを脱ぬぐとき、三和土たたきにある、なんだかひときわ輝かがやく靴くつが目についた。実家の誰だれも、革かわ製せいのぴかぴかしたスタッズ付きショートブーツなんて履はかない。

　こんなド田舎いなかに都会のお客さんかな、とのんきに考えつつ首を傾かしげて、上がり框がまちに足を上げたときだった。

「眞宙！　ちょっとあんたっ」

　血相を変えた母親が、玄げん関かんまで飛んできた。

「何？　どいたが？」

「どいたがぁ？　じゃないきね！」

　母親に腕うでを摑まれてぐいぐい引っ張られ、茶の間に引き摺ずり込まれた。

　家族全員が揃そろう長テーブルの上座に、ひとり、やたらきらきらした人が座っている。

「眞宙、あぁ、よかった。会えた」

「カ……カイリっ……?!」

　カイリの前には、大祭のときのお供え物みたいに、果物やお菓か子しがどっさりと山積みされている。祖父母や母が神様みたいな客人をもてなそうと「これも食べて、あれも食べて、こちらもどうぞ」と家の中のものをすべて差し出した結果だろう。

　あまりにもあり得ない状じよう況きようが家の中にあって、理解するまでに少々時間がかかった。

「土屋さんから『眞宙は実家へ帰ってる』って聞いたんだ。眞宙は電話に出ないし、ＬＩＮＥメッセージも既読無視だし！」

「ちょ、ちょ、えっ、なんでっ、どいてここにおるがっ？」

「……はい？　え、今、眞宙なんて言ったの？」

　ごりごりの方言で喋ってしまったあと、眞宙は頭を抱かかえた。頭を抱えたポーズのまま、母親にカイリの隣となりへ連行される。

　カイリのすぐ傍に強制的に座らされ、彼と向き合うかたちになった。

　カイリはなぜかにこにこしている。なんで楽しそうなのか謎なぞだ。

「眞宙、あんた、隅友カイリの電話を無視したがっ？」

「お、おかあさん、名前呼び捨て……！」

　するとカイリは鷹おう揚ように「いいよ、いいよ。芸能人だから呼び捨てされるのなんか慣れてる」なんて笑っている。

　しかしこんな家族全員集合＋隅友カイリという異様な状況のもとで、いったい何を話せというのか。

「カ、カイリ……なんでここに……？」

「眞宙に俺の気持ちをちゃんと知ってほしくて。スクープを鵜う吞のみにされて、変な誤解されたくないから。だって俺が好きなのは……」

「ちょっ、ちょ、ちょっと、ちょっと待って！」

　パニックになったまま眞宙は「ごめん、カイリ、話をするなら僕の部屋は二階だから……」と言いかけて、はっと自分の口を覆おおった。

　二階の自室は隅友カイリの巨きよ大だいポスターや永久に捨てられないカレンダー、『ＥＸＩＤＯＬ』時代の応おう援えんうちわ、ネーム入りサイリューム、コンサートでたまたま飛んできたキラキラテープ、お気に入りの雑誌の切り抜ぬき（セルフラミネート加工済み）、ステーショナリーグッズ、Ｔシャツなどなど、山ほどの推おしグッズで溢あふれかえっている。まさに絵に描かいたようなドルオタ部屋だ。

「あ、あのっ、きゃ、別の客間にでも移動し……」

「眞宙の部屋なら、さっき見せてもらった」

　耳を疑う言葉がカイリの口から発せられ、眞宙は「は？」と顎あごが外れんばかりに驚いた。

「……見せてもらった？　え？　入ったの？　二階の、僕の部屋に？」

「だって、眞宙のご家族が『眞宙がずーっとファンだったって証しよう拠こを見せる』って」

「見せ……」

　眞宙は言葉を失い、そのまま真横にバタンと倒たおれた。

　頭が真っ白になる。

「ま、眞宙、だいじょうぶっ？」

　目を閉じて意識を失えたらどんなにいいか。今ここにあるすべてから逃にげたい。

「……僕の部屋、見たんやぁ……？」

　信じられないから、同じ質問を繰くり返した。おかしくなってきて、半笑いになる。

「見たよ。なんか懐なつかしいのがいっぱいあった」

「勝手に人の部屋ぁ……」

「ごめん。でも、俺も『本人いないのにまずいですよね』っていちおうはとめたんだよ？」

　分かる。山奥のド田舎に降臨したアイドル様に興奮した家族が、どやどやとカイリを急せかして、二階の眞宙の部屋へ案内したのだろう。家族も悪気はなかっただろうし、カイリがここへ直接乗り込んできたなら、どっちにしても隠かくしてはおけなかった。

　さくっとバレてよかったかも、と思ったら、なんだか吹ふっ切れて、眞宙は畳たたみに転がっていた身体からだを起こした。

　大きくため息をついて、正座する。

「ええっ……と……隅友カイリさん……あの……ずっと、僕が小学三年生のときから、ずーっと、ずっとずっとずっと、あなたのファンでした」

「小学三年生……すーごく長いね」

　あっけらかんとした返しに、笑いがこみ上げる。

　眞宙も「うん、長いね」とちょっと変なテンションになった。

「カイリがアイドルグループにいたときも、『ＥＸＩＤＯＬ』が解散したあとも、ほんとに、ほんとに好きで、ポスターとかコンサートグッズは東京へは持って行けなかったけど、スクラップブックと、コンサートとかのＤＶＤと、カイリが出演してる番組の録画を編集した……ＣＭとか要いらない人が映ってるシーンとかことごとくカットしたやつね、それはぜんぶマンションに運んだし、だから……カイリが店にはじめて来てくれたときも、ほんとに僕……目の前に、神様がいるって思ったんだ……」

　今でも思い出せる。はじめて店の窓口にカイリが現れた日のこと。帰り際ぎわ、眞宙にだけ向けた特別なウインクを貰もらったことも。

「……ほんとに好きでした」

「さっきから気になって仕方ないんだけど……過去形？」

「えっ？　い、いやっ、今も好きだよっ！」

　ぺろっと口が滑すべって、茶の間の全員がしんとなった。

　──か……家族の前で、大声で告白してしまった……。

「あららぁ」

　祖母のかわいい感かん嘆たんの声で、家族全員が爆ばく笑しようしてぐだぐだになる。

　眞宙も笑った。カイリも笑っている。もうみんな何がおかしいのか分からずに笑っている。

　そんな大おお騒さわぎの中、カイリが眞宙の耳元で囁ささやいた。

「俺も、眞宙が好き」

　眞宙が驚おどろいてカイリの目を見ると「あとで、ふたりでちゃんと話そ」と互たがいにだけ聞こえる声で、まじめに訴うつたえられた。

「……ほんとに……？」

　瞠どう目もくする眞宙に、カイリは甘くほほえんで、まるで「俺も眞宙と同じ気持ちだよ」とでもいうようにこくりとうなずく。

「まぁ、とにかく、夕飯にしましょ！　たいしたもんはないけんど、うちのごはんでよけりゃカイリさんもぜひ」

　ふたりの会話に気付いていない母の明るい声で、みんなが「長テーブルもうひとつ出そか」「先にお風ふ呂ろ入ってもろたら？」と夕飯のための準備を始めた。

　カイリは「いっすか。んじゃ、夕飯いただきます」とウインクなどして、母と兄あに嫁よめと祖母のハートを射い貫ぬいている。

「カイリさん、もう今晩は泊とまってきますでしょ？」

　そう問う美月のうしろで、母が「ふとんはたくさんあるきね」とうなずいた。それに対してカイリは「眞宙と一いつ緒しよがいいな」なんていけしゃあしゃあと答えている。

「眞宙の部屋は物でごちゃごちゃして狭せまいき、お客さん用の部屋がええね。美月ちゃん、ちっくと軽ぅ掃そう除じ機きしちょいて。じいちゃん、ばあちゃんは仏さんの御お仏ぶつ飯ぱんを。克洋、お風呂見ちょいて」　>>>♥

　母の号令が飛ぶ中、眞宙が父親のほうをそろっと窺うかがうと、座ざ椅い子すに座ったまま固まっている。

「お……おとうさん……あの……」

「びっくりして、また、腰こし、いてもうた……かと思うた」

　父も眞宙が隅友カイリのファンだということを知っている。とはいえ、こんなバスも通らない山奥まで男が男を追いかけてきたのだ。事態のすべてを把は握あくしていなくても、会話の流れからなんとなく伝わったのかもしれない。

「……ごめん……」

　眞宙が謝ったあと解かい釈しやくに困るほど長いこと沈ちん黙もくし、これは「今すぐ出て行け！」とどやされるかと覚かく悟ごをしかけたとき、ようやく父が口を開いた。

「……いや、まぁ、ええよ……眞宙の人生やき。眞宙が後こう悔かいせん生き方が、いちばんええ」

　高校卒業後の進路を決めるときも、両親は「大学進学でも就職でも、好きなことしたらいい」と言っていた。あのときは「家業があるのになんという突つき放し方」と少し寂さびしく思ったが、眞宙に対する愛情だったのだと今なら分かる。

「ありがとう……。あとでおとうさんとおかあさんには、ちゃんと話す」

　眞宙がうるっとしながら感謝の気持ちを伝えると、父は「おう」とぶっきらぼうに、でもあたたかい声で応こたえてくれた。

　夕飯の食しよく卓たくは、ビールに焼しよう酎ちゆうに日本酒にと、蔵から酒類をぜんぶ出してきたんじゃないかという状態になった。

「克洋と違ちごうて、眞宙は恋こい人びとのひとりも連れてきたことないんよ。それがまっさか、こんなきらっきらした芸能人、連れてくるとは」

「あの、これほんとに、カイリがここに来たこと誰だれにも言うたらだめやきね！」

　眞宙が念を押すとみんな「言わんよね」「言わんさね」とにやにやしながらうなずく。

　カイリは眞宙が産まれたときからの思い出のアルバムを見つつ、みんなの話も聞くという二刀流で、家族の団らんにすっかり加わっている。祖母は「げに、ええ男じゃね～」とうれしそうに、カイリの隣となりをしっかりキープだ。

「ところでカイリ、東京のほうだいじょうぶなの？　どうやってここまで来たん？」

　二週間前と今日のスクープの件もあるし、ミュージカルの初公演を控ひかえた状態だということも知っているので、眞宙は気になってそう問いかけた。

「うん、例の騒そう動どうのとばっちりで、三日ばかり隠れてろって言われてるから。舞ぶ台たい稽げい古こもちょうど休みなんだ。マネージャーにどうにかマンションから連れ出してもらって、羽田から高知行きの飛行機に乗って、国道まではバスで、あとはタクって来た」

「……まぁ、そうなるよね。来るの分かってたら、空港まで迎むかえに行ったのに」

「眞宙が既き読どく無視したんじゃん」

「あー……はい。そうでした。ごめんなさい……」

　そんな話をしたせいで、じゃあもうここに三日間いたらいい、ということになってしまった。

「やっぱサタさんの野菜、さいっこうにうまいっすね。もしお邪じや魔まじゃなかったら、ちょっと作業を手伝ったりしてもいいですか？」

　それに対し、兄の克洋が「ええよ。あした案内するき」と気安くうなずく。

「ええよ、じゃないよぅ……。カイリは初舞台控ひかえてんだからさぁ……ケガとかしたらたいへんやき」

　すると克洋が「箱はこ詰づめするだけなら、ケガなんてせんやろ」と援えん護ごした。

「よっし。俺、がんばります」

　カイリはもともとチャレンジ精神旺おう盛せいなのだ。だからこそ『チャレチャン』での活かつ躍やくにつながった。

　自分の家族に囲まれて笑うカイリをあらためて見て、眞宙はすごく不思議だなぁと思う。

　──だってあの、隅友カイリが……実家の茶の間にいるんだよ？

　眞宙はふふっとほほえんで、このままずっとこの奇き跡せきみたいなしあわせが続けばいいなぁと思いながら、目の前の光景を目に焼きつけた。







　客間に眞宙のふとんを運ぶために、カイリも眞宙の部屋へついてきた。

「……そんな何回も、見られたない……」

　実家ということもあり、カイリだけ傍そばにいてもぼそっと独り言を呟つぶやくときはつい方言が出る。

「すでに一回見たんだから、二回も三回も大差ないよ」

　自分の目の前で当の本人にドルオタ部屋を見られるという羞しゆう恥ちプレイははじめてなのだが。

「いやちや」

「え～、もう、その方言めっちゃかわいいんだけど。やだよってこと？　いやちや、いっぱい言わせたいな」

「もおっ、やめとーせ」

「今のも萌もえる」

　部屋の前で頭を両手で摑つかむようにして、ちゅっ、と音を立ててくちづけられた。キスでズレたメガネを整えながら、眞宙はそっとカイリを睨ねめる。

「……カイリ、なんか変ちや」

「こっち来てから、眞宙から敬語が出ないのがうれしいな」

「方言入ると、うまくしゃべれん……」

「いいよ、そのままで。かわいい」

　カイリに「入ろ」と誘さそわれて、けっきょく一緒に自室に入ってしまった。

「何度見ても壮そう観かん」

　カイリは部屋をぐるりと見み渡わたして、「俺がいっぱいだ」と笑っている。

　カイリに手を取られて、すぐ傍のベッドにふたりで腰こし掛かけた。横の壁かべにも、背後にも、隅友カイリグッズが溢あふれている中にその本人がいるのがカオスだ。

「でも、この部屋に住んでたころの眞宙にとって、隅友カイリは『たんなるアイドル』だったわけだろ？　好きって気持ちも、普ふ通つうのファン心理ってかんじで」

「そうだよ。純じゆん粋すいに、カイリの活躍を応おう援えんする、ひとりのファンだった」

　でも『ＯＲＧ』で出会ってから、隅友カイリは偶ぐう像ぞうではなくなっていった。

「カイリと話すようになって、会うようになって、カイリとキスしたときはもう、好きだった」

「クラブで会ったとき？」

　メガネを外して、一いつ張ちよう羅らを着ただけのつけ焼き刃ば。それでもあのときは必死だった。そうでもしないと会えないほど、近くにいるのに遠い人だった。

「うん。あのクラブに行ったのも、カイリと会いたかったから。カイリは遊びの相手しか近付けない、特別な関係を求めるような相手を二度と近寄らせないって聞いたから、僕も遊んでるふりをして噓うそをついたんだ。特別な関係になりたいって気持ちを抑おさえなきゃって思ってた」

「どうりで……だって遊んでるようには見えないし、最初から違い和わ感かんありまくりだったもんな。でもそういうのって見かけによらないっていうのもあるしさぁ。遊ぶ相手に事欠かないから、俺のことなんて眼中にないのかなって思ってた。違ちがうんなら、よかった」

　会いたいために噓をついたけれど、カイリはほほえんでくれている。

「熱ねつ狂きよう的なファンなのを黙だまってたのは、僕がそうだとカイリが知ったら、こんなふうに近付くことはもちろんできなくなって、店にも来てくれなくなるかもって考えたからで。ファンだと知ってたら、僕とデートしたり、部屋に上げてくれたりなんて、ぜったいしなかったでしょ？」

「ぜったい……かと言われたら自信ないな……デートしたときはもう好きだったから。知ってたら、ファン心理につけ込むくらいの、ズルいことはしたかも。でもそれは俺のファンならイケるだろってことじゃなくて、相手が眞宙だったからだよ」

　そっとやさしく髪かみをなでられて、眞宙はその指にうっとりとした心地ここちになった。

「俺がクラブで遊びまくってるとか、いろいろ言われてるけど、眞宙には誓ちかって言う。そういうキャラで売ってるけど、本当は違う。噂うわさ話ばなしを信じないで。目の前の俺だけ見てください」

　真しん摯しなまなざしを受けとめて、眞宙はカイリの眸ひとみを見つめ返す。

「ちなみに、今噂の向井あいみさんはミュージカルの共演者で、プライベートではいっさい関係ありません」

　力強く言いきられて、眞宙はこくんとうなずいた。

　たいへんな状じよう況きようの中、東京から遠く離はなれたこんな山奥までたったひとりで来てくれて、想おもいを伝えてくれている。それだけで、彼の気持ちを信じられる。

「それにしても、どうしてこんな田舎いなかまで……いくら三日間、時間があったからって」

「眞宙はおとうさんのため高知に残って、もう東京に戻もどってこないかも……みたいなことを土屋さんに言われて、焦あせった。俺のスクープのことで誤解してるなら、その言い訳くらいはさせてほしい。それに、眞宙がいなくなるなんて考えられなかった」

　一週間の休みだとオーナーから土屋に伝わっているはずだし、もしかするともろもろ把は握あくしている土屋に担かつがれたのではないだろうか。確信はないので東京に戻ったら、土屋に訊きいてみようと思う。

「眞宙がインスタに『トマトの野菜ジュース、ぜひ飲んでみてほしいです』って書いたメッセージ、あれは俺宛あてだよね」

「はい……。カイリの部屋であんなことになって、特別な関係になりたいって気持ちを抑えきれなくなったから、もう僕は避さけるしかなくて、変な態度とってごめんなさい。恋人になれなくても、少しでも近く長くカイリの傍にいたくて、なのにやっぱりどうしても好きで……って、そんなふうに揺ゆれてた。カイリに会うのは我が慢まんしたほうがいいって分かってても、会いに来てほしくて、あんな遠回しなメッセージを……」

　もうただカイリの顔を見られるなら、理由はなんでもよくなっていた。

「カイリのことが好きで……」

「俺も……眞宙が好き」

　カイリと見つめ合っていると、次から次へと想いが溢れ出てくる。

「僕は、カイリのこと死ぬほど好き。たんなるファンとかじゃなくてだよ。芸能人の隅友カイリじゃないときは、僕だけを好きでいてほしい。僕は普通の仕事だから、いついかなるときもカイリのことだけを想ってるけど」

「うん」

「カイリは、僕の神様だって思ってる」

「普通の男なんだけど」

「こんなきらきらした普通の男なんていないよ」

　眞宙の訴うつたえに、カイリは「うーん」とうなった。

「眞宙の目の前にいる、ただの隅友カイリのことはあんまり崇すう拝はいしないで。何もできなくなるだろ」

「何も……？」

「神様も王子様もパンツを脱ぬいだりしない」

　カイリの言い方に、眞宙はぶっと噴ふき出した。

「王子様は、眞宙のペニスにペニスをこすりつけたりしない」

　カイリの部屋での行こう為いを思い出して、かあっと頰ほおが熱くなる。

「や、やめて」

　照れ隠かくしで笑いながら耳を塞ふさぐと、カイリにその両手を取られた。

　すぐ傍にあるカイリの眸は甘くとろけて、眞宙をうっとりと見つめてくる。

「でも目の前の俺は、するよ」

「…………するの？」

「ここでしたらダメ？」

　歴代の隅友カイリに囲まれた部屋で、というのもなかなか複雑な気持ちだ。

　眞宙がちらりと周囲に目線をやるとカイリもそれを目で追ったらしく、「だいぶ希け有うな状況だな」と顔を見合わせて、同時にくすくす笑う。

「……ここより、カイリのおふとん敷しいてる客間のほうが、母おも屋やと少し離れてる造りだし……」

　眞宙の言葉にカイリがほほえんで、「じゃあ、そっちの部屋行こ」と軽くキスをされた。







　客間の畳たたみに敷いたふとんに寝ね転ころがってくちづけあい、これからの行為に邪じや魔まなメガネをカイリが取って脇わきのテーブルに置いた。そこにはカイリが用意したチューブ状のものと、ペットボトルもある。

　再び向き合い、くちびるを重ね、舌を絡からめて互たがいをゆるく吸い合う。

　彼の巧たくみなキスで、口の中の気持ちいいところをすべて舐なめ尽つくされた。キスをしながら、カイリがあやすように眞宙の髪をくすぐったり、首筋をなでてくれたりする。怖こわくないよ、安心していいよ、とやさしく扱あつかわれて、全身の力が抜ぬけてしまう。

「……キス……気持ちいい……」

「俺も気持ちいいよ」

「カイリ……僕……えっちしたことなくて」

「ん？　そうなの？」

「僕のはじめてのキスもカイリだし……こんなことしてるの夢みたい……」

　カイリとの間に起こることすべて、しあわせすぎて夢なんじゃないかといまだに思う。

　カイリの手がスウェットの裾すそから忍しのび込んできて、小さな乳ち首くびを転がすように弄いじられ、乳にゆう暈うんをやさしく揉もみしだかれる。

「はぁっ……っ、あぁ……」

　背筋に甘い痺しびれが走って、合わさった口から弾はずんだ息いき遣づかいとともに声がこぼれた。

「いやちやっ……声……」

「こんな離れてても家族に聞こえちゃう？」

「分からん……夜は響ひびくき……」

　コの字の造りになっていて、家族がいる建家は反対側にあたる。大声を出さなければ聞こえないとは思うけれど、誰だれかこっち側に来たりすれば、きっと。

「んっ、んっ……はぁっ……」

「こんなかわいい声、聞こえないよ」

　乳首をくにくにと弄られ続けているうちに、どうにもたまらないかんじになってきた。

　熱くて、じんとするほどに中心が張り詰つめている。

「カ、カイリ……それ、もうええから……」

「じゃあ、どこ？　どうされたい？」

　腰こし骨ぼねの辺りを手のひらで焦じらすようになでまわされ、今度は乳首を口に含ふくまれた。舌で転がされて吸われるのは気持ちいいけれど、ますます昂たかぶってくるだけだ。

「あんぅ……や、そこやない……」

「んー？」

「カイリ、いやちや……いじわるせんで」

「だから、どこ？」

　カイリの首筋にぎゅっとしがみついて、彼の耳元ではしたないお願いをする。　>>>♥

「そこやのうて……」

　恥はずかしい言葉を言わされたけれど願いはすぐにかなえられ、カイリが大きな手で眞宙のペニスを摑つかみ、無言のままこすり立てた。先走りでにゅるにゅるとぬめり、カイリの指がしっかり竿さおに巻きついて扱しごかれるのが気持ちいい。

「はあっ、あっ、あぁっ……んんっ、んっ……！」

　カイリがくれる快感にすっかり夢中になって、眞宙は腰をぐずぐずと揺らした。

「眞宙のこれ……舐めたいな……」

　カイリはそう言って眞宙とは逆さまの向きになり、眞宙のペニスを口に含んだ。

　あたたかい口内にペニスを吞のみ込まれると、そこが熱くとろける。

「カイリっ……！」

　カイリの頭側へ目をやると、彼は懸けん命めいに眞宙のペニスを口の中で愛あい撫ぶしてくれている。

　とけそうなくらい気持ちいい。音を立ててしゃぶられ、眞宙は奥歯を嚙かんで声をこらえた。

　顔を背そむけた眞宙の頭のすぐ傍そばに、きつく勃ぼつ起きしたカイリのペニスがある。

　眞宙は吸い寄せられるようにそこに顔を寄せ、カイリのものを口に含んだ。カイリにそうされるのがすごく気持ちいいから、自分も彼に同じようにしてあげたいと自然に思ったのだ。

　カイリのペニスを口いっぱいほおばって上うわ顎あごの襞ひだに雁かり首くびをこすりつけると、ぞくぞくするほど自分も気持ちいいのだと知った。

　カイリのすることを真似まねて、頰の内側に陰いん茎けいがあたるようにしたり、喉のどを突つくほど深く吞んだりする。好きな人を気持ちよくしてあげたいという想おもいは一いつ緒しよだ。

　強めに吸引されながらのピストンで、いっきに射精感が高まった。

「はあっ、あっ、だめぇっ……イくっ、カイリっ、放して」

　精液を彼の口の中で出すなんてと焦あせって訴えるのに、カイリはますます情熱的な口こう淫いんを施ほどこしてくる。とても我が慢まんしきれるものではなく、彼の口の中で眞宙は快感を弾はじけさせた。

　眞宙が腰を震ふるわせながら射精したぜんぶをカイリに吸われ、その強い刺し激げきに頭が痺れてしまう。

　途と中ちゆうからカイリのペニスを口淫するのを忘れて、身に起こる快楽に夢中になっていた。

「ごめん、僕……す、すごい、気持ちようて……」

「いいよ。気持ちよくしてるんだから」

　カイリはそう言って、まだ達していないのに眞宙のほうへ向きを戻もどし、ペットボトルの水をごくごくと飲んだ。

「……カイリ、は……？」

「俺は眞宙の中に出したいの。ここで、セックスするんだって、知ってる？」

　指で「ここ」と後こう孔こうにふれられて、眞宙は「……なんとなく」とうなずいた。

　カイリは話しながら、彼が持ってきたというチューブの中身を手のひらに出し、それをあたためるように手で挟はさんでこすり合わせている。そこから、ぬちゅっと、粘ねん着ちやく質しつな音が響いた。

「眞宙は寝転んだまま自分の両りよう膝ひざを抱かかえて」

　カイリに指示されるまま動いてとったポーズが、どうしようもなく恥ずかしい。

「ホットジェルだから、ちょっとあたたかく感じるかも」

「え、あっ」

　手のひらで後孔にたっぷり塗ぬり込められたあとは、チューブから直接、中にも注入された。

　座薬だって挿いれたことがないのに、人生で一度も経験したことのない異物感だ。眞宙は顰しかめっ面つらになり、低く短い声で「うぅっ……」と呻うめいた。

「ごめんね、気持ち悪い？　でもこれやっとくと眞宙がラクだし、気持ちいいから」

　チューブのあとはカイリの指を挿れられて、中を搔かき回すようにされる。内ない壁へきをぐるりとなであげ、拡ひろげる動きに、眞宙は奥歯を食いしばった。抉えぐられている感覚しかなく、これほんとに気持ちよくなるの？　と半べそで疑ってしまう。

「うぅっ……はぁっ……んっ……やあっ、んんっ」

「もう少し……ごめんね、眞宙……キスしよっか」

　紛まぎらわすためのくちづけに、カイリのやさしさを感じる。そうするうち、少しだけじんと疼うずくかんじがして、眞宙は喉を鳴らした。カイリに窺うかがうように顔を覗のぞかれ、眞宙はこくりとうなずいた。横おう臥がしたカイリの胸に頰ほおをすりつけ、しがみついて、愛撫に身を任せる。

　ぐちゃぐちゃにされるかんじから、まっすぐにピストンされる動かし方に変わった途と端たん、つま先がびくんっと跳はねるような甘い痺れが背筋に走った。

「──あっ……！　んっ、……！」

　内うち腿ももがぶるぶると震える。これまでと違ちがう反応のあったところを何度も何度もこすり上げられて、そこから湧わくものがはっきりと濃こい快感になってくる。

「眞宙……こんなふうにこするの気持ちいい？　もっと？」

「あっ、あぁっ、そこ……そこっ……！」

　さっき中に注いだもので中がじんわりと熱くなり、カイリの指をやけにはっきりと感じる。

　粘ねばり気のある音を立てて指を突き込まれ、眞宙は胸を大きく上下させて喘あえいだ。

「挿れる」

　短い宣言のあと、カイリが覆おおい被かぶさってきた。

　脚あしを大きく両側に開かれて、その真ん中にカイリが腰を落としてくる。太くて硬かたいかたまりが、眞宙の中にぬるりと潜もぐり込んできて、彼に身体からだを拓ひらかれる感覚を意識して追った。

「……あぁっ……あっ……あー……はぁっ……」

「……ふぅっ……ん……」

　ひと息つくカイリの声が耳に届いて、ぜんぶ入ったんだ、とほっとしたのに「まだ半分」と言われて「うそぉっ」と悲鳴をあげる。

「でも、痛くない？」

　たしかに痛くはない。だからこくりとうなずいたら、カイリは甘い笑えみを浮うかべて腰を揺ゆらしはじめた。とてもゆっくり、その半分だけ挿れたペニスを後退させ、内壁を舐めるように挿れてくる。丁てい寧ねいにそれを繰くり返されているうちに、だんだんもっと速く、深くしてほしいという気持ちが湧いてきた。

　カイリのペニスがこすれると、腰が勝手に浮くほど気持ちいいところがある。

「カ、カイリ、あっ、そこ……あぁ……きもちぃっ……」

「前ぜん立りつ腺せんにあたってる」

　そのスポットに強くあたるようにカイリが腰の角度を合わせて動いてくれて、眞宙はひくひくと喉を引きつらせて喘いだ。

　ぷくりとした小さな胡桃くるみに硬こう茎けいをこすりつけられると、ペニスからだらだらと先走りがあふれだす。呼吸を忘れそうなくらいよすぎて、「脇わき腹ばらにまで流れてる」とカイリに知らされないと、自分がどうなっているのか気付けなかった。

　粘ねん膜まく同士がこすれあうときの気持ちよさを身体が覚え、カイリの腰こし遣づかいに合わせて、眞宙は無意識のうちに自ら腰を浮かせたり、すりつけたりしていた。

「眞宙……腰動いちゃってる。……気持ちいいの？」

「きもちっ……んっ、んんっ、あっ、あっ」

「あー……ちょっと、眞宙がそんな、動くと、だめ、イっちゃいそう……あ……あぁ、ごめん、出させてっ」

　カイリが腰を打ちつけるように抽ちゆう挿そうしてくる。彼が眞宙の身体に夢中になっている様子を見上げて、たまらなくきゅんとしつつ、恥ずかしい音が部屋中に響ひびいている気がして、そのどちらにも眞宙は激しく昂った。

　突とつ然ぜん覆い被さるかたちで抱だきしめられ、やがて中で熱いものを放たれる感覚があって、眞宙の耳元でカイリが「ふぅっ、ふぅっ」と荒あらい息遣いを響かせる。

　カイリが自分の中で何度も極きわまるのが伝わり、身も心もきゅうんとした。

　眞宙はぜんぶ受けとめるつもりで、愛いとしい彼の背中に両りよう腕うでを巻きつけた。

「ごめん……たまんなかった……眞宙が腰振ふってくるの、すげぇえっちなんだもん」

「え……？」

　そんなふうに言われるようなことをした覚えはなくて、首を傾かしげると、カイリは「無意識かよ」と笑っている。

「もう……眞宙のいちばん奥までぐちゃぐちゃにしていい？」

「いちばん、奥……？」

　カイリはふふっと笑って、眞宙を抱き上げ、膝ひざの上にのせた。

「そのままゆっくり腰を落として」

「え？」

　カイリに腰を摑まれて下ろされるのと同時に、カイリも下から腰を突き上げてくる。

「あっ、ああっ」

　カイリに抱っこされた格好で腰を遣われて、さながらロデオみたいに翻ほん弄ろうされた。

「カイリっ」

「眞宙のいちばん気持ちいい奥のとこ。そこに嵌はめて、揺さぶって、俺のでいっぱいにしたい」

「ああっ！」

　がくんと膝の力がぬけた拍ひよう子しに腰が落ちた。これ以上ないほど奥深いところにカイリが嵌まり、じぃんと快感が広がって、まぶたの裏がちかちかする。

「……っ……」

　強きよう烈れつな性感に声も出せない。悦えつ楽らくに痺しびれた身体を抱きしめられて、最さい奥おうまで届く抽挿が始まった。カイリにしがみついて、彼の思うがままにされる。与あたえられる快感に陶とう酔すいしきって脱だつ力りよくしてしまうまで、眞宙はひたすら揺さぶられた。

　再びふとんに戻されて、カイリがくれる甘ったるい快楽に夢中になった。

　足首を摑つかまれ、大きく開かい脚きやくしたところを搔き回されるから、結合部分からじゅばじゅばとひどく卑ひ猥わいな音が響いてしまう。

「やっ、あぁっ、いやちやっ、えっちぃ音……、いやちっ……」

「だって、眞宙の奥が俺に吸いついてくるから……。つながってるとこ、とけそうっ。よくてたまんない……」

「う、ふうっ……」

　カイリが気持ちいいならうれしい。でもひっきりなしにやらしい音が響いて、恥はずかしくてたまらない。訳が分からなくなってきて、眞宙はとうとうべそべそ泣いた。

「あー、ごめん、ごめん、眞宙泣かないで」

「いやち、言うてん……のに、……でも……きもちいいよぅっ……」

　カイリは「ほら、やっぱイイんじゃん」と笑って、今度は眞宙の身体をひっくり返し、うしろからつながった。またあのいちばん気持ちいい奥に嵌められて、音が響くほどぐちゃぐちゃにされる。同時に前もしごかれたら、腰ががくがくと震ふるえだした。

「あぁ、あぁっ、だめぇ、そんなんしたら、イくっ……」

「イって」

　快感に頭が痺れて、抽挿される衝しよう撃げきのままシーツに顔をこすりつけながら、最後は声も出せないまま吐精して絶頂した。

　ふっと、いっとき意識が落ちたらしい。

　まぶたを開いたときには、カイリに抱きしめられたままふとんに転がっていた。

「……僕……」

「だいじょぶ？　一いつ瞬しゆん飛んでた」　>>>♥

　すると途と端たんに甘えたい気持ちがわっと噴ふき出て、カイリにぎゅうっと抱きつく。カイリは髪かみにキスを落としながら抱き返してくれた。

「気持ちよかった？」

　カイリの明るい問いかけに、腕の中で「うん」と素す直なおに答える。だって本当に、気持ちよくて脳が痺れる感覚が強烈で、カイリに抱きついているうちにまたしたくなってくるほどだ。

「も一回する？」

「……うん」

「かーわいい」

　ちゅっ、ちゅっ、とくちびるを重ねたら胸が昂たかぶって、眞宙は「好き」と切なく訴うつたえた。

「俺も、好きだよ」

　うれしさが弾はじけて、眞宙はカイリと甘くてあたたかい抱ほう擁ようを交かわし、しあわせに耽たん溺できする感覚を全身で味わった。







　三日間をカイリは『サタ・ファーマーズ』ですごして、先に東京へ戻もどった。

　カイリがいた日は毎晩、客間で夢中で抱きあった。だから眞宙は、自分の身体がカイリのかたちにもうすっかり造りかえられてしまったような気がしている。

　──離はなれてまだたった一日なのに、もう会いたいよ……。

　心がカイリのもとへすぐに飛んで行きそうになるけれど、父のことも心配だし、実家ですごすためにもらった休きゆう暇かだから、しっかり親孝行して東京へ戻ろうと決めた。

　帰省から一週間して、眞宙が東京へ戻ると、週末から始まるＧＷに向けて店の準備に忙いそがしくなり、カイリはミュージカルの初日へのカウントダウンが始まって、こちらも毎日忙しそうだ。

「おはよー」

『ＯＲＧ』の窓口に立った笑え顔がおのカイリに、眞宙は照れ笑いを浮うかべて「おはようございます」と返す。どんなに忙しくても時間をつくって「会いたい」と言ってくれる眞宙の恋こい人びとは、元アイドルで眞宙の推おしメン、現在は巷ちまたで『チャラ王子』なんて呼ばれている隅友カイリだ。いまだにときどき「もしかして夢かな？」と思ってしまうが、本当に本当なのである。

「今日こそトマトの野菜ジュース。それと、本日のおすすめサンドイッチ。テイクアウトで」

　先日来てくれたときはタイミングが悪く、ちょうどトマトが切れていて提供できなかった。

「かしこまりました。……今から稽けい古こ？」

「うん。そのあと撮さつ影えいとか入ってる」

「週末の公演初日……観みに行くね」

　カイリのマネージャーから贈おくられたチケットをぴらっと見せると、カイリは「最高の席で魅みせるから」と王子様のウインクをくれた。

　何度も貰もらってるのに、眞宙は毎回でれっとしてしまう。

「すぐお作りしますので、しばらくお待ちください」

　にまにましながら中にいる土屋にオーダーを通したら、土屋が呆あきれたような顔をして、でもそのあと「しあわせそうで何より」と笑ってくれた。

　あの気になっていたことを土屋に確かめたところ、「眞宙がもう東京に戻らないかもしれない」と言ったのは、やはりカイリをけしかけるための誇こ張ちようだったそうで、感謝しかない。

　サンドイッチを袋ふくろに詰つめ、トマトの野菜ジュースはいつものようにボトルのままで。

「お待たせいたしました」と眞宙が呼ぶと、ベンチに座ってスマホを弄いじっていたカイリが再び窓口に立った。会計を済ませて、カイリがサンドイッチの袋と、ドリンクを手にする。

「眞宙。今日、会える？」

「え、でもさっき撮影とか入ってるって」

「仕事終わってから。二十二時過ぎると思うんだけど……少しでもいいから」

　カイリの目が「会いたい」と言っている。眞宙としてはいつだって「会いたい」だ。

「じゃあ、マンションに着いたら連れん絡らくちょうだい。行くから」

　するとカイリが無言で窓口の棚たなにスペアキーとなるカードを置いた。なんの、と訊きかなくても分かる。カイリのマンションの部屋の鍵かぎだ。

「俺の部屋で待ってて」

「え……でも……」

「……っていうのが夢だったんだよなぁ」

　カイリのおどけた口調に、眞宙は噴き出した。

「笑うな。マジだから」

「ほんとに？」

「見られて困るもんなんかないし」

「じゃあ、レッスンＤＶＤ見ててもいい？」

　隅友カイリのレッスン風景をひたすら録画しただけという、眞宙垂すい涎ぜんの秘蔵映像集だ。

「いいけどさ。ホンモノが恋人なのに、そういうのまだ見んの？」

「見るよ。当たり前だよ。隅友カイリの筋金入りのファンなんだから」

「なんかもう俺が『隅友カイリ』に嫉しつ妬とする勢いだわ」

　カイリの言い方に、眞宙は肩かたを揺ゆらして笑った。

　それからカイリは「あ」と思い出したようにトマトの野菜ジュースをちゅううううと飲むと、目を丸くして「あぁ……これ、うーまっ！」と声を上げた。

「真っ赤なトマトトマトトマトってかんじ。でも尖とがってなくて、なめらかで、甘くて、さわやかで、ほんのりトマトの緑の香かおりがする。おいしい。……あ、そーだ。サンドイッチとドリンク、差し入れにすんのいいよな」

「ぜひ。ご用命お待ちしております」

　一歩下がり「じゃあね、いってきます」とほほえむカイリに「いってらっしゃい」と手を振ふったら、眞宙の王子様は「あとでいちゃいちゃしようね」と、とっておきの笑顔でウインクをひとつ投げてくれた。







　カイリにとって初となるミュージカルの舞ぶ台たいは成功したと、眞宙の周辺にいる終演後の観客たちの反応からも伝わった。

　鳴りやまない拍はく手しゆと声せい援えんが飛び、それはもちろん脇わき役やくのカイリにだけ向けられたものではないけれど、彼は間ま違ちがいなく演者のひとりとして舞台を盛り上げていたし、スポットライトの下で踊おどり歌う姿は、まばゆいほどに輝かがやいていた。バラエティーでの彼も大好きだけど、そこに立っていたのは、眞宙がずっと、もう一度観たいと思っていた『隅友カイリ』だった。

「隅友カイリってダンスはうまいイメージだったけど、もともと歌もうまい子だったっけ？」

「いやっ……いやっていうのも失礼だけど、とにかく、なんかよかったよね。かっこよかった。正直、主役より気になるとこ、あった」

「あー、分かる。なんかつい目が行っちゃうっていうか」

　前の席に座る女性二人組の会話が聞こえてきて、眞宙は、そういうのを華はながあるっていうんじゃないですかねぇ、と内心でにんまりしつつ、目め尻じりに残っていた涙なみだを拭ぬぐった。アイドル時代のカイリにあまり興味がなかっただろう人たちの意見だから、きっと掛かけ値なしの評価だ。

　──僕は１００％の贔屓ひいき目めと、１００％の私情も交えて観たけど、アイドル時代のコンサートのとき以上に、胸がどきどきしたよ！

　カイリは最終的に主人公に恋人を奪うばわれるという役やく柄がら。彼女の心が離れていくのを感じながら笑顔で見送ったあとあふれ出す、裏切りに対する静かな怒いかり、悲しみ、自分自身への憤いきどおり。観客席がしんと静まり返るほどの緊きん張ちよう感かんだった。複雑な感情を演じきったあとの、何か吹ふっ切れたような笑顔は、アイドルのときのそれとはぜんぜんちがって見えた。

　──ほんとになんで今までドラマとか映画のオファーをことごとく断ってたの……もったいない。ダンスもいいけど、こういうカイリももっと観たいよ！

　どうしてなのかカイリに訊いてみたので理由を知っているが、観れば観るほどそう思うのだ。

「だって、ＮＧ連発で悔くやし泣きした思い出しかなかったんだよー。俺だってちょっとしたＣＭとアイドルの経験しかない十五歳の子どもだったからさ」

　はじめて出た映画で、演出家と監かん督とくからぼろくそに言われたトラウマがあったのと、それを叱しつ咤た激げき励れいだったと理解するまでにかなり時間がかかったせいだとカイリは話していた。

　観客の退場を促うながすアナウンスが流れ、眞宙も他ほかの観客らとともに座席から立ち上がった。

　本当は今すぐカイリに会いたいけれど、芸能界の関係者くらいしか訪おとずれないような楽屋や控ひかえ室などには顔を出さないつもりだと伝えてある。自分の存在をアピールしたいわけじゃないし、今後も彼の負担にはなりたくない。芸能人の彼のことは今までどおり、静かにそっと、情熱的に熱ねつ狂きよう的に、そして永遠に、ひとりのファンとして応援したい。ファンなのだから『恋人』という特権を使ってそういう舞台裏には入っちゃいけない、というのが眞宙なりの考えだ。

　ＬＩＮＥで『すごくおもしろかったし、カイリが隅友カイリとして最高に輝いてた！』とメッセージを送ろうとして、しばし考え、眞宙はそのままスマホをポケットにしまった。

　やっぱりカイリが帰宅したあとで、彼の顔を見て、自分の声でこの想おもいを精いっぱい伝えようと思う。だって恋人だからこそ、それができるから。

　眞宙は帰り道の途と中ちゆうで小さなブーケを買い、舞台初日が終わった日に開けようと思って準備しておいたシャンパンを一度自宅まで取りに戻もどって、ふたつを抱かかえてカイリのマンションへ向かった。合あい鍵かぎを貰っているから、シャンパンを冷蔵庫で冷やしておいて、あとは有機野菜のピクルスと契けい約やくしたばかりの農場から買ったおいしいチーズと、もう何品かおつまみを用意して、彼の帰りを待つことにする。

　カイリが帰宅したら、最初にクラッカーを鳴らす。ブーケを渡わたして「おかえりなさい」と「初舞台、成功おめでとう」のキスをして、少し短めの感想を伝えたら、シャンパンを開けて飲みながらゆっくり語ろう。

　玄げん関かんから「ただいまー」の声が聞こえて、眞宙はダッシュで向かった。

　いろいろいっぱい考えていたのにカイリの顔を見た途と端たん、ぶわっと涙が溢あふれて、「なんの涙？」なんて笑われながら、けっきょくちゃんと言えたのは「カイリぃぃ大好きぃぃ」だった。

　推おしが恋人なんて最高の夢を見せてくれる彼に、眞宙は今日も暑苦しいほど溢れんばかりの愛を伝えるつもりだ。








あとがき









　こんにちは、川琴ゆい華です。ルビー文庫さんで六冊目となりました『推しとおいしいお付き合い』、お楽しみいただけたでしょうか。

　以下、いつものようにネタバレ気にせず書きますね。

　今作はもともと、受け・眞宙がもうちょっと『経験豊富な人のフリをして攻せめをかわいく翻ほん弄ろうしつつがんばる話』になる予定だったのですが、いざ書き始めると、推しである攻め・カイリのことをあまりにも好きすぎて、「巧たくみに躱かわして攻めを騙だますなんてこの子には無理だな」と感じまして、少し舵かじを切りました。

　そんなわけで、『攻めの長年のファンということを必死に隠かくしていたものの、恋こい心ごころをとめられなくなってしまった話』に着地しました。書きながら「大筋はプロットに沿ってるけどキャラがプロットどおりになってません～！」とそこは多少焦あせりつつ、「でもそのほうがキャラ的に自然だし。だいじょうぶなはず！」と書ききったのでした。キャラが変わると大筋も変わりそうなのに、大筋を変えずに書けたのが不思議です。

　あと、今回ははじめて方言を出してみました。「いやちや」が書きたかったので楽しかったです。眞宙のふるさとは高知県の奥地。その架か空くうの土地に『サタ・ファーマーズ』はあります。

　のんびりと誠実に有機野菜を作っている一家で育った眞宙と、芸能界という特とく殊しゆな世界で生きてきたカイリの恋をお楽しみいただけたらいいなと思っております。

　壱也先生にイラストをつけていただくのは（他レーベルさんですが）二度目です。いつもぱっと華はなやかで甘くきらきらとした素す敵てきなイラストを描かいてくださいますが、今回はほんわかとしたかわいさもプラスしていただいた気がします。今作もありがとうございました。モノクロの挿さし絵えを拝見するのはこれからなので楽しみです！

　担当様。こちらの事情で作業の最終段階にばたばたとさせてしまいましたが、いろいろとご配はい慮りよいただき、感謝とお礼を申し上げます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　読者様。このあとがきも読んでくださり、ありがとうございます。作者としては「読者様に楽しんでいただけたかな。おもしろかったかな」というのがいちばん気になります！　いつも同じことをここに書いてしまいますが、ツイッターやお手紙などでご感想をいただけるとうれしいです。どうぞよろしくお願いします。

　では、皆みな様さまにまたこうしてお目にかかれますように。


二〇一八年　十一月　　川琴ゆい華
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